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題 過 当 機 関

Ⅰ環境に関する調査(陸,大気)(内容が海洋把わたるものを一部含む｡)

(1)高空における放射能じんの測定

(2)冬期の季節風把よる放射性エエロゾル変動

(3)東京における降水のトリチウム濃度

(4)日太における13毎.鞄r降下量

(5)土壌および米麦中の90srについて

(6)放射能汚染の解析研究(そのり一戦r,137c8

による玄米汚染とその経年変化q刀-

(7)家畜の骨中!憮r濃度調査(1978J

(8)トリチウムと軸srの降下につhて

(9)東京における大気中の畑･240pu含量

鋤 関東地方におけるバックグラウント空間放射線の軌定

掴 降下性1℃､の濃度調査

(均 環境中におけるトリチウムの測定調査

㈹ 陸上試料の調査

掴 大気中の放射性核種濃度とその変動

個 空間r線量率の年変動

鯛 屋内における空間放射線々量調査

的 第22回中国核実験による影響

的 中国核実験による牛乳中の放射性ヨウ素の測定

個 フォール了ウ卜の初期到達時予想に関する考察

軸 ムルロ了(南半球j環礁における核爆発実験時

の流跡線につhて

帥 大気中の14c演匿

㈲ 大気浮遊塵中の放射性核種濃度

鱒 井水中の226Raおよぴ228Ra

糾乳汁中の■血Ⅰのイオン交換樹脂への吸着率

防衛庁技術研究木部 ‥‥‥‥

気象庁観測部測候課 ‥‥‥‥

気象研究所 ……………･

〝
................

農林水産省農業技術研究所 ‥

農林水産省家畜衛生試験場北海

気象研究所 ‥‥･‥‥‥･‥･

ゲ
…............

放射線医学総合研究所 ‥‥‥

〝

〝

日木原子力研究所
‥

気象庁観測部測候課

放射線医学総合研究所

秋田県衛生科学研究所

農林水産省畜産試験所

気象庁観測部測候課

〝

防衛庁防衛大学校
‥

放射線医学総合研究所

国立衛生試験所 ‥‥

農林水産省畜産試験所



題
Ⅱ

環境に関する調査(海洋･廃棄物)

軸 北太平洋における放射性廃棄物処分の評価(3)

餌 深層流の調査について

困 横須賀港,佐世保港及びホワイトビーチの放射

能調査

¢領 海産生物の全ベン∵タ放射能

伽)浦底湾海底士の60c｡濃度と粒径について

帥 日本近海の海水及び海底土の放射能調査

鋤 原子力施設からの排水の放射能調査結果

銅一茨城県沿岸における海水,海底堆積物中の放射

能

朗 病院排水中の放射性核種につhて

軸 外洋の解析調査

軸 沿岸海域試料の解析調査

帥 沖縄県におけるバックグラウンド調査

鱒 追跡調査のための深海底探索システムに関する

対策研究

Ⅲ 人に関する調査･分析法等の研究

㈲ 人骨中の90sr濃直につhて

㈱ 人体臓器中のPu-239･240濃度

輌 茨城県沿岸原子力施設周辺住民の食品消費実態

調査

的 ゲルマニウム半導体検出器による牛乳中137c8

の測定

国 環境放射線解析に関する基礎研究

桐 原子力施設周辺の環境放射線モニタリングの基

準化に関する対策研究

桓)土壌中90sr定量法の再検討
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気象研究所
‥･

気象庁海洋気象部

海上保安庁水路部

東海区水産研究所 ‥･

海上保安庁水路部

茨城県公害技術セン∵クー

〝
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〝

〝

農林水産省畜産試験所

理化学研究所 ‥‥‥‥

(財J原子力安全研究協会

(財J日本分析セン∵クー



論文
番号

題
Ⅳ

都道府県の放射能調査

拍 北海道における放射能調査

餉 青森県 一

郎 秋田県 〝

輯 山形県 〝

輯 宮城県 〝

糾 福島県 〝

輯 茨城県 〝

榊 埼玉県 〝

印 東京都 〝

輯 神奈川県 ･

輯 新潟県 一

榊 石川県 〝

租 福井県 〝

輯 長野県 〝

輯 静岡県 〝

靭 愛知県 〝

輯 京都府 〝

棉 大阪府 〝

即 兵庫県 #

靭 和歌山県 〝

掛 鳥取県 〝

㈹ 島根県 #

印 岡山県 〝

閥 広島県 〝

田 山口県 〝

銅 愛媛県 〝

㈹ 高知県 -

㈹ 福岡県 #

趣 当 機 関

北海道立衛生研究所･

青森公害調査事務所･

秋田県衛生科学研究所

山形県衛生研究所･‥

宮城県衛生研究所
…

福島県原子力センター

茨城県公害技術セン′クー

埼玉県衛生研究所
‥･

東京都立衛生研究所･

神奈川県衛生研究所

新潟県公害研究所 …

石川県衛生公害研究所

福井県衛生研究所 ‥･

長野県衛生公害研究所

辞同県衛生研究所
‥･

愛知県衛生研究所･‥

京都府衛生公害研究所

大阪府立公衆衛生研究所

兵庫県衛生研究所
‥･･

和歌山県衛生研究所
･

鳥取県衛生研究所
●‥･

島根県衛生公害研究所

間山県環境保健セン∵クー

広島県衛生研究所
‥･

山口県衛生研究所･‥一

愛媛県公害技術セン∵クー

高知県衛生研究所
‥‥

福岡県衛生公害セン∵クー



Ⅰ環境に関する調査(陸,大気)

(内容が海洋にわたるものを一部含む｡)



(1)高軌てあ雨放射鮭れ相性

爾解凍律師緑野新月
森村里塵′赤城月

旦十嵐夜来

1.緒言

/ア占/年端′新何軒鴫献郎明断朗釦加潮朝練
庭草称て首鯛登仙り親族射乾坤掟如才娩の嘩締るわれ
楓-tl音′新教欄竺絶甘酸までに親られi珊

乙碑緬か鹿賓
リ)厳科り点線

イ･平斬舶の碗軸晩年櫛郎ヘヤ錮′観′♂町画
展轡′高度皿良毎晩り絹鼻)Å㌦､南野牒捧～風船痍′和
彦如あl-て㌣甘占型プレ十親碩射た和紙雑観掛}て月
節定離齢l租=射申頻釦侮った.

ロ･中断よ忘薇離郷海綿れ差齢噛糊観lも麒魚1て古一

語言是完深覧至芸慧:禁謡警憩息モて′ニ鵬
(ヱフ漸鮎玖

屈折の処理′郎碑鮭蛸値札梱り晰射にづ､坤寺′風
塵齢禍働個閣師柵矧顔∵細粒巾ンナウヘのノ

シャム′j7の珊玖"卑Iて鼻しイ刷った.
(ヨ)劇脚線
イ･GM書博濃度:Alけ焔′Jp仁一刷′帥断Lち一ヱ珂.

ロ､ロー′ト7アグラニ下●音伸濃針hα飢一L謎′ 仙≠こ-G刷d

バ∴り7ラント ♂､#cp耽

ハ

r織蛎舶確定:廠息軋Ge(Lり単軸細胤皿加′…｡

明朝廓晩
碓融解農産;CA佃瑚′ぎ仰臥乱

イ.卵師㈲雨間解粗相御感励嘲醜鮎頑



宜頚く食ん石膏こヒオ旋転机た｡破っイこ丸l瑠ぷ恒沖醜乾酪こよ璃
釦地軸回招い行動咤鮎砺日柄.頼舶動璃鮒勃拘

(朋帝腐真相榔=同線て須木空包剋Lせ見う軋る=■
耳管卜且〆`監り測定lこつ､lてヰ南畝こ引至純ご椚碑/相か招77j門月もて1

の漸症廊翫周Zに泉=L(サ告rlてつ叫吼一顧攫酎闇路酎碩如
かった1U己5り顧摘ヱK軋られ調うtて光彦碑鮎触倒拍Lて=3
た触軸射観工卑硯うれず解り常軌碑璃(奄3尊称噛lて夢
魔東泉してり甘｡

ハー薪忍固ノ‡3酔干唱観衆哺り櫛乾の御足紆泉宣泉1-こ泉L花.泉11て超

5チう絹蓑帥東簸でヰ神経離婚い凋仰鴫ら机す鹿純叩
イ嘉イた.ニ町如硝喝(F)?Rの乎酔顔〕lて結べ軋ば如哨報土5
碇東町 晩凋がら乳盲王府い.1射ド鼠ら机るようt･こ乾観巨㌦ヱ

和紙射棚如碑抑瑚播か頒え古史′二の馴鹿り敵釘予熱たコ肘ス
南東勘襲毛/ノてt･鴫舶が通称でざM＼ったこい;よ竃.車りと居えつ`
姉貴硫楓東敢ご､l春′起棚卸埼郎3射7裾′射碕頻用棚瓶欄

血だ■東勅屠爆音′一過壮で′伸ス摺岬断水掛て机㍉穴.
ヨ､蕗籍
輝恥か†苫高層大網り棚粧敵痛′前知何棟で鞄如喪軌古巣粟

紺った一きたけたり裸乳lてつ､Jても丸葦毛虞化鴫うれ紬った.
ザ周軸験lてJ3大礼守り柵触てづ=て車.射で錘欣モ媚塚軒過姓施
絢卸商断っりても署､て馳-て吸うれ甜っ穴.
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(2)冬期の季節風による放射性エエロゾル変動

気象庁観測吾侶則候課

本多 正

岩 見 沢 測候所

謀 今井俊男

北海道大学 工学部

猪B 耕市

ト 緒言

前回【こ引き続き気象庁海洋部の啓風丸によって昨年より約罰0加北上した北緯亜度､

度を定点として海上の自然放射能変動を調査した｡

今回は海上一海岸一山岳の3観測点を設け同時観測を行なった｡この目的はエエロゾル

射能の変動と気象変化の対応を解析するためである｡観測参加機関と分担を示す､

気象庁観測部測候課 海上観測準備 費弄瑚牢析

札幌管区気象台観測課 乗船観測 手稲山頂観測

寿 都う則候所 海岸の観測 降雪の観測

岩見沢 測候所 手稲山頂観測 観測資料の整理

北海道 大 学工学部 乗船観測 採取試料の放射化分析

北海道 大 学理学部 エエロゾル粒子測定

観測点の配置は図lのとおり

2.調査の概要

(t)観測

イ 啓風丸｡寿都測候所｡手

稲山雲物理観測所の3地点

同時観測が1978年1月31日9

暗から同年2月5日12暗まで

実施された｡観測結果は表

lへノ表3のとおりである｡

口 走時観測は毎日印寺30分

へノ12時20分およぴ21時30分 ミラ11 塵目ミ削占■



方毎した｡

ニ 寿都測候所では降雪の放射能を実施した.その要領は午前中(雪が降っている甥

算水量200cc以上を格子型採雪器により採取し測定した｡

ホ エエロゾル粒子数測定ガードナーカウンターを記寄景式に改造した装置により手稲

渦圧した.

へ 気象観測資料は啓風丸(海上気象観測･高層観測･レーダー観測)､寿都測候所

時観測)､手稲山雲物理観測所(防0鵬等圧面の気象資料から算出)の観測値を七

(2)測定

イ G M計数装置によりミリボアろ紙に吸着させた試料を直接測定した｡G M計数管

いずれも50mm レンジでG t店十数管窓よりtO mmに統一した｡

⊂ キュリー単位の換算は標準試料幻0如応鴫qを用いた｡

ハ 採取終了後直ちに測定を始め10分ごとにd回連続測定とした｡

ニ 自然放射能測定用のミリボアろ紙規格0･8llを用いた｡

ホ 降雪の放射能は降雪をブ容かし全量のうち 20000 を蒸発乾固して浮遊じん測定と

で行った｡残った試料は分析用とした｡

ヘ エエロゾルは自記記錦から毎時の値を読みとった｡

交射能観測

試料番号 日 付 時 刻 放射能の値

tOI K 78･Ot･3l 12:20 4d 餌i/mj

102 K 78.02.Ol 00:20 dO pCl/mさ
103 K 78･02･Ot t8:20 53 匹1/mJ

.104
K 78･02･Ol 21:20 ∝)】ポ1/ml

105 K 78･02･02 00:20 43 pCl/mゴ
10占 K 78･02･02 03:20 亜 pCl/ml
107 K 78･02･02 Od:20 52Ⅰガi/m才

tO8 K 78･02･02 09:20 d9
pCl/mす

109 K 78･02･02 12:20 55 〆コi/mJ
l10 K 78･02･02 15:20 4d pCl/m∫
1tl K 78･02･03 00:50 19 pCl/mJ
l12 K 78･02･03 t2:20 29 pCl/mI
l13 K 78･02･04 00:20 39 pCl/mJ
l14 K 78･02･04 t2:20 42 餌1/mJ

l15 K 78･02･04 2t:20 37 pCl/mj
11d K 78･02･05 00:20 33 匹1/mj
lt7 K コ唱･02･05 03:20 30 匹1/mJ

l18 K 78･02･05 Od:20 3d pCl/ml
l19 K 78･02･05 09:20 冥さ】ポ1/が
120 K 78･02･05

●

12:45 42 匹1/mJ
t2t K 78･02〔ナ05 t5;(X) d3 pCl/mi
122 K 78･02･05 t7:20 52Ⅰ癌1/mJ
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□ 啓風丸の高層観測資料により別伽bまでの断

面解析を図2に示したが､2月2日12暗から当日

2t時の問に不連続面がはつきりと現われた｡

このときの状態をモデル化したものを図3に表

わした｡

ハ 図4は3地点で同時観測した結果をまとめた変

動図である｡各地点いずれも変動傾向は一致し

ており､特に2月2日は時間的なずれが多少あつ

てもだいたい全期間の最大が現われている｡

大陸からの空気塊が発散場で下降したとき放射

能の最大が現われる可能性が著しく大きいこと

を示していると考えられる｡

ニ エエロソール粒子数の変動もまた類似してい

るが人工的影響に敏感で絶対値をそのまま利用

表31978年手稲山雲抑理観測所による

試料番号
一▼}-~†

日 イ寸 時

301 T 78･Ol･3l 00

302 T 78･Ol･3l 12

303 で ア8･Ol･3l 18

304 ワ 78･02･Ol 00

305 ワ 78･02･Ol 12

30る で 78･02･01 18

307 T 78･02･Ol 2l

308 T 78･02･02 00

.309
T 78･02･02 03

･310 T 78･02･02 0占

311 T 78･02･02 09

312 で 78･02･02 12

313 T 78･02･02 15

314 で 78･02･03 00

315 ワ 78･02･03 12

31d T 78･02･04 00

317 T 78･02･04 12

318 で 78･02･05
.00u

319 T!78･02･05 03

320 でi78:02･05 0占

321 T 78:02･05 09

322 ワ ァ8･02･05 12
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することは控えた｡つまり人間活動による日変化を消して使用したということである0
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図3 け78年2月2日における寒冷前線通過に伴うじよう乱城の垂直循環モデル

耕市こしt978年2月1日へノ2月4日の

間における観う則結果は次のとおり

であった｡

2月1日 14Q5p出/cc o81pCl/己c

2月2日 43｡IpCl/cc o･lI氾1/七c

2月3日 29｡3pCl/cc O｡IpCi/色c

2月4日 24.d pCl/cc O･1が1/ろ0

降水は大気が洗浄されると通常l～2

pcl/ccとなり浄化された大気の判別

し易いが降雪の場/針ま2月t日の14｡5

pci/ccから始まり前述の2月2日を頂

点とする43.1pCl/ccが観測されてい

図 4 啓風丸け寿都測候所･手稲山雲物≡哩香

る1978年･l月31日へノ2月5日の自然放射

る｡その後の減少状態は浮遊じん変動に比例しているが10pCl/cc以下に下ることは少

ことは大気中の放射性工エロゾルに大きく影響されている実証となる0

3.結語

1季節風の吹き出しが強まり大陸からの寒気が強くイ真人すると自然放射能が大きくな

々明らかになったものと考えられる｡しかしその発生源が何処にあるのか､どのよぅ

を持っているのか､という点については未だ明らかではない｡

2 昨年度報告した雨･雪･浮遊じん･雲粒の総合的な核種分析の結果からは冬期の放

ル核種が期待された程多くなかった｡このことから低温下における方丈射性エエロゾ

明らかにする必要がある｡
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♂.㌔7
≡′.7/

碑可く骨′モざ
I}ヱ7β /･ダ∫
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/押/f β･叩

/♂アユ○ クー柑
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農十 紬紬巧中国硬膏鎗ド由禾すさ†知軒下昔

(康有 毒象印藍軒 早住職亡i鬼ル1)

官桝雇

/りJチ

/〃ダ子

/アブ∫子

/〃J千

｣_ざ軍手_
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∠
▲
√
+
血
O

J

/
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J
-
止
T

/

一J

仇

成

人

A

A
-

軒 早 婚

れ用｢ 矛/メ邸 射/師 弟ヱ餌

知･`･ヱ7,職′′7.･払〟′7.ケア.′./ア

虎♂ズ

招♂♂ 玖♂J

¢j∫ ♂.j∫

虞云7 ♂.β7 ♂
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才ヱ封呵
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(5)ユ壌あ､J祀貴中の9β5rtてついて

黒枠鳩省鼻音肺患叶

雪輌帽人緋丁美住与､憫足滝

ユ箱吉

絹知う2ヰ以来.脚叱(*断碑亨エ)エ虎と電二に載埼電轟コ山た栄美子東i

l二碑下放射件匪軌ニょろヲ雪祭の水もと柑ち¢埠阜卑変化皇鋼任してさたれ相弔
た印紙果にづき1の;問鼻i取巻する.
之.鯛亀研和解蜂

(り秘中席乳拍痢蝉壊

額軒の碑取叱,朝整強かよ裾線種の餌私事すヾて両帝と桔トネ逮tニュった.

(7)餉鯉現

今回碍うれた網車無象苫農卿牡土壌と菜え古見tニ竹丁て卓出†毛.
イ 農耕杷工夜

欄醐㈲如甘捕沌射頻討恥科目､よ打畑廟塊よリサ{ナ山席東した

土壌サのtMサ付姉娘アンモニウA蕗碩申出卦=よろ富頚髄㌔r合音と泉/一j

細､押上壌サの押5r餌け合嘲卯月でヤ小rれヱ,埴叩‰▲と乱射師
た値よりともlニ低い値毒手しrこ.

甘も･工虐沖の如5r館にl碩しい碓幼が払わ与小.葡教向疎lニ昨適¶
軌昨フ大和千㈲一面南日本の号的挿何i餓碕レヱ､､ろことが倒針痛か
た.

水噂,畑土射の㌔r餌の経年衷化i檀=lこ表しrこ｡碑土壌とも調和乳

一クに親帥如托泉レ､〟～∫ヱ年度両如ピーク呵の如ちに鶉けしrこ,い
この偵ほ･凡噂積藤貿験再内山萄のラJ肇の趨lニ直臥すろもので和ち･
感=から明らが専よぅに.水針坪内土痺榊押5r錦にlす見知､嘗折l

ロ 羊表音泉

拍動如月凄か鵬去未､旧貴人､J打一明頒売主麦ザの押5r瑠偉盲泉うおよひ

恭しrニ｡ニ小与言東すの†○ふ合音は細字均猛れてま末ヱ/ノ台東♂.冒,吉ヨ

〆掬と帥仰葡草加値とl相客しい･由如竹如け五泉哺材
､ト壷血,♂く_柑.十貴重=■重し′急い1鳥豊泉レた_



泉1水切土塊沖の置換魯押ふ(椚亡仲山

魂t茄陀且･賃｢' 年喝色 車間値ホ免園 例 数

耳郎印加卑 1年 トー胡 丁之

.相和封阜 田
Z′-36 田

針2 畑土食中の置顔賂聞3r (凧C㈲〕

韓射取扱 平均値 東胡値咄周い鞘叔

朋和与甥 1ら 3～ヰ6 9

｣帽j紬占Z卑 J牛 3～40 §

固1水田･畑土壊すの王壌賂甲ふの終車乃巧

泉3玄米t白米が℃r題号 (PC掬)

吉子■叫･∵■7†望望~予
17 60 TZ

83 丁4 f2



表4′卜麦(妻妾〕中の喝r合音(PC鴫)
柵晩 平川隠 如帖墟固 聖教

〔格和引阜 †3 7～Z8 9

調和5Z卑 I3 6-2ヰ 苫

Ⅵ



やゝ薮ケ～楓でい傾向t綺掃レてぃ右.

ヨ 鮨語

緋鯉痺と綿の知3rにJろう強け,工壌僻虹やゝ叔ケへ碓､

し｢乙､､如で･葦のレべ≠lづ､柑瑚線賃料伺帆和二梱れ,鹿鮎レてイ

乙与っ1いろ■禾まの塊食二瀾卑略小趨q畿げい拡魯乞地均し小､うも`

虹∂`月竣の施～均柏持､し,舷ルtエ康一､らの碑朕は軽視rき1



(6〕蜘贈の脚輌免(ヤのg)

一わ£r.β鵠∫こよ古玄米汚染と†の経年和也(丑)一

点榊塊棚兼軸弼御
津村帽人材凍粒子小職

ユ鰯盲
犬急がら袴下した㌔r′∫,‰は糊渦持隙果がら規約おかな丹青打土壌

していろ.両夜捜の番陣土壌ドJる晩名.画定カに為しい尾翼がありぞの結果水
ろ内璃種の嘲碩′克郎梁ド鼻翼が生すろことと扱に敢巷した.

今舶前軌二引漉き′付知托ヰ推知工痍i伺い.工療に鴨島王れ絹物電

lこJろ鴫贈¢経年如u凍れrこ.
Z 謝奮研免中層蜂

【l)東t貴方講
呵和紙壌僻生類(こ小与工壌の抑里,化学佃拙賀ほ軸物/才集に弛

にJ05r∫′さ伝言鼻掴碑て一′♂t蕃‥少Cレ抒与レ=椅干しrこ｡こ小与ア抑

丁こ,哺射場硬化官命叶し′,誓r欄嘲瞳′聖5J托リ7･デン崩アンモニウム
押として軌卑しrこ(牙/耳目命J｡噸しrこpか古材まゝ演卑見の伺碑まて{二
観て滞在しrこ･ヱ卑百l卸値卦こ触しア正当り如きさ′舶′¢きおよ摘b

壬飽和′湛水綾7傾き希絶しrく.刃碩称J才一皐月と周一才知こより和紙

郵便した(才2年周射｡刃碩清里如才ヱ年目と同一方凍て昭軋叫回

線化し水稲栽培弼甘い,蛸均の萩軒托判定は才一､ヱ卑酌周一方濾にJ

即 果疇錬
イ 傭細片癖の生育賦払

表/に3十年の婚碑瀬果き示した(農卜舟J〆1人7のデータはすヾて.

手付鼻)｡3ナ卑の真東略号卵廃土痍≧毒問工痺:感国土痍矛砂上とな
玄米収曹噌年象仙枇舌繚いて才J卑頁フね神目の傾向ほしrこ.

ロ,ト鴇lこょう如5r.′-℃5の塊根牢′鴫坤推巾頼卑如山
東2にヨナ卑恥こわ√ころ叫碑の変化き工廉恥て恭しrこ.サ05rの,細,王†

ょか噴牧牛の嵐山､コい･鰯ヰ叩lこ叫土痺のキ均て嶋才J井向β･ヰ∫′才2j

♂･叶才3斗日♂.打と萄勿噴向i示しrこ.この傾向lユ.才J卑軌こ対する才
匂の水油の生育維が見映してほいるが,真如文書が3年㈲引ま尊い､高田′



卑ざ.欄嘩噛的凱L(り声)

土__壊
才l耳目 才Z耳目 才3年自
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扁ナ ヱケqヱユ封仰ロ /`仰 坪叩 見好 け汁 ∫押 J押 ヱJ/ イヴ押 甘紆 FJO

糾.力嘲の紬斗朋C濾卦鴫粥遷化(CF廿海蝕/さ)

土 壌
㍗ふ(ワヲ) 即Cさ(り亨) †O

r指禾〕
tきサCs〔去泉)

卑8 ～ヰ8罰朋 才牲B 粗相 捌 れ埴 佃昌 わ墟 九相 Ⅲ貞 すまl柑

寧 風 /βgO ア/ヱ捏2 /引′ け` 射ヱ 粥 ヱ2 之j ク`ヴ /牙j /与ヨ
長一 田 /引ヱ J別7 岬OJ ヱ骨 ∬ 卵 亨0 ヱj 朗 /d/ 別 ヱj
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新
仲価
/チ躇
亀7ヱ
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F!汀
to帽
田
脚
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ヴJ
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ヱ牛

封

ヱヰ

/`牙
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与牛
JJ2

ケ3

婚

易く,′哺に恩易に城崎丁きない形箆lニ要化Lr;た靡rわ与.

ヨナヰ恥二碩放さ小rこ帥ふの号l初夢～/./凱宥(授与蕾の)て-一昭は♂-

で､打た.pot沓り吸収ざ小一哺虎稚のtl主ょ.ワラーこ骨けて発車郎

のIヾ点うて嶋あ与.
ハ 玄米,ワラの押3r.一打亡‡環如経年封じ



虐=にえ果､ワラサの重職漉の舶

壬か卑窃仰とレて飽卑的tニホし一三.

立米,ワラ史に内税稚哺如経年的

甘他下?右傾脈ほ見レ.碕に才l耳句

中ら才乙卑恥熊毛でわ=て｡才2年

由がウ才う卑屈で･絹江!稔､lてや1

櫓下甘いし頒ば叫職呈しrこ.

ニ】世相･ニよろ陶5r′′'†亡川五和祈年
の鮮卑削L

内名練の五泉碍行年の工疲髄翼は
舟嶋て小ユく.†の妻化叫決別厄は

¥叫の略号′東條考に羅く新郎れ

ろものと考えり小吉･′,なs巾五木柳う

卑は無rの矧叩確高かrこ｡

ホ水塊l=よ古†叫′抑凸の五臓蹄
数の鮨卑喪化

タ■jrの韓卑的船噺触如ヰ土壌平均
で才一年目∴引…~ヱ,才ヱ朋∂朋

粕て才∋阜句仇鉾¥/♂ゼと才′卑8
tこ急く､才2.ヲ鼻白ではほゞ伺雌

モ碑rこ(泉∫)｡二の舞果l相Jの東

泉ヒー鼓しrこ.け亀丁は才/キ司人/∫

…~′,才2年自3･現…~ミオヨ卑
官ヱ.路X〟｢之と終年的ド鹿称粗が

滅ケした.

へわJr′即csの主兼,ワラへの配分

如伽lユ押一打見ポアラに′/～

ヱ方が生米ド存在Lrこ｡一

斉′叩色r11ワラlこ7れき堵
首果ヘル～ヱ2ズ線色し

両線稚lニュ古五泉.ヮラヘ

帥

帥

帥

…

帥

l

L__¢

卑村主翼

虐=･北橘ワラ.主兼すの軸身ノ′

護良頑韓要化(実線;恥ぷrノ

線lT即cs)

患5,水塊lこJが叫耶csの象米韓行年とヤめ



ヨ 薪語

1･枢穐によぅ帥sr′∫叩cs碑

収青け､工療の希軌こJリ
鼻翼盲誰町このことl璃

に∫野良で為しがっrこ.

Z.水稲の†○ふ壌収軒;明払

出高いポ.¥の怠黒埼行

李が･トト､rこ働,ま東軸
確軌Jβワbより小コい膿も

泉しrこ(鑑風土壊享･瞭く).

ヨ1土食に噴射泉埼王∧rこ内

藤種の本絹にょる嗅凧コ.

轟卑的tこ碗ケす引嗜向一糸

しr=｡

ヰ.哨酎和銅届藤阻再噂

争脾互托醸すれ口1押5rは

互東にト2月毎払したの

泰6一本硝ドょが慧r.け℃♂塙求護稀牌

才1皐月 r2耳目
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♂
㌔
♂
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〕ヘ

ス

ゾへ

引
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朗
野
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･l一一一一.

/

一
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l
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∂.肋l(声

8.`lぺl〆

0.僻Xl♂

8,帥XJ8皇

a占JぺJ♂

0･甘利♂

0.露べ/♂

0.抽/〆
8.押出〆

ヱ抑人げt

J､ワjぺJ〆

占ユl射〆

7.隠れ〆

/.は射〆

`･虜xJ

O･叩湘

2､00ぺl

午J+べt

j.能Xl

素ワ.†℃r.即csの玄米.ワラへの食中誉

lて対レ,′聖5け仲～2～知

行たしrニ.

以上哨乳l言､就農巾弼紬査背耕電柵寸ろ上で東亜朝地号デー



し71軋患の的中5ト壊お紘(/9ア拍射

椒鴫鬼敵組旦妹舶北東畝瑞
片鬼沌榊とサ知久登凧十施胸竣鴻

1鹿毛

軸粗埠下軸旦-こLう叡細長舶中郷舶来鼠ノ貼り糾すd5ト膿如｣

j,ノ9∫7年より珊凰しいち｡これよでり細鹿見で吼.軋怠り郎帥jトj

.才賦′蛸下軸如此晩酌くÅ映しt.′9J∫阜郎餌正一クヒしt′乞句j粧如しいう.しれ′押占ぃ鴫､､軸後納キ棚上古ト包郎粗欄拙

顎弓こ上申上ゎに′舶も丘よj古座バ叫こあ弓.この瑚皇ミ占に劇施して純
友めに′前年Aトふうい紬中層軒占一之舶高瀬十であう.

ユ錦鼻兼良の鹿軒
(り胤軋り法

納豆さ潮吐.ノ9アブ阜3月上リグ町ニオサて一J鴫追机一勝臥し塊′/庵

J/舟lり敵前笥t､ぁち｡
叫き加′孟珊皇絶根九政一メ∴(』･エケル･ヘヤiルプリン吸にtl

濾壊紬粧ムーこいた.
(ユ1射欄且

舶ノあ棚匝十t-も石丸利息のえJL鴫′/恥牛′/叫二つ､､て十β

ぅちtノかよ′A･`～什7声Ci/ォ･C吼七､紳Å.り=～廿卒〆L/ォ

t摘j丘†､lうであっ∫年収ノ■恒よ7･7t`軒机巨=･いノ弼`タCこ/慶.
よっわJ●､かこ血､､いセーぁぅ

j､崩碕

細ヰ鍋島七●あ挿′如上咄Iこ如の舶拍ち丼帥も∴腺摘｡媚

t王､弓it●に.息沌如郎錦鯉朽メ{∴唖再うであ弓.



㈲巨チ舛ヒ印5rヮ浄1∈こ｢ぃて

句師研此ヰ世草J亨頚
椎碑路子.サ/む

柵朋筒汚下♂)柿碑t担うかlミサ〕目的了巾.うHヒ7℃rっ向山雛

汚碑糾し他力坤能絶っ卓青鬼巧と餌付こ･利かし明り･こ′
う了ク5｢り稗下卑ヒ止放射絶施･こは′句虹伺千ヰけ棒針勅

一.かうH柿下号ヒfL坤拒絶け′丸干埠･㍉hれてげ†槻ド
3H哨下卑l吊､†絹針こノトて‥ネ払かこ一

だ-;うよ諒云ご-禦㌫てh叶､か佃∵Hり蛸射組
tし弟していう｡

思肥月刊ヒヲ等rり汚碓比(ユH/ア¢5りlてつりては′jlかり`

捌′ふ亨つ句幣tうサJ祀一束て-はそ畑比か■ノー､さ<′人麿月内

うHとチDsr哨絹り季節′頂ワト寺号･こよう主事と向叱瑚坤
Lト調lこつりて壬りぺう｡

別泉 うHヒデち｢っ情下骨ヒ比放加阻旭う肇度サ

3H 90sr

Latitude mCi/km2 pci/l mci/km2 pci/l
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0

0

0

0
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■
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1
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1300 1800 4.3

2300 2600 4.6
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⊥
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1
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(9〕東封:ふ桐畑如勘釦んせ圭

束紬東館姥如御藍繹
村紳行幸.細事林.腹痛藤子.耳醜乙

J?占絹¢薇宮家膚止恕争の萌坪きrに郎〟r可換娃条㌦埼虻わ九.翫帥仁･巧ユj

オー衷栗‡丸′そqうち0.3机1嘉一′他q接舟乳鹿瀬拘と如こ大泉薗たがまが九′こ｡

トニセム仇刺蛸朗(こつIlてノ皐漣巧打君主吾郎伺い絹すきとノ軸t-･一利摩
すようトノよ†こ車克〔こかナ3拝下郎一は才且かご哀㌻よう(こ甘き｡渡島才で巧車屋(ニ
芸呵ヱ叫‰時下如′t･2一色/k職‡てハよ苫｡利回に禾㌻よう(こノアルトニサム紹
最上fiノl相和ごみら九拝｡甘如哀､け盲大東中っれトニサム倉皇岬ま仰=メ

ニり､､･｡乞:こ■-?○斗碑下董とネえ斬†■5rせ曹とた回ヱ仁寅すょう巨∂･､媚腐√みヰ

ニととノ戦と瑚′ヱサ篭り西下引こりtt相即頂きここと卓射･.叫獅‰押下
L′生長【;みサヨ末女中勺千川ユ弛ユ栂軋線度毒腺Lた｡

烏里電津順一こ′フ叱トニ叫繹下里と井㌧斥Lrこ.垂真申大量すりヂ′しトニウ4

し才′キ手刷且とL乙′現在トレ佃αGイ州,〔佃-∫′d･んりて巾よ3と着えられ盲｡
TablelGlol)alInventoryofPuIsotopesITable2InventoryofPuIsot〇PeSinTc

〔kCi)
_山一

山Ci佃n2〕

トbss 259 240 238 241242 帖ss 239 240 258 24124

No. Boれ由 SNAP No.
■･-=二~｢≡･-1【-･一二

N･Hemi一･153100 6･1 5･13560 0･4 670 460 45 9162001

S.1iemi-,41 26 1.610.5 950 0.1

Total 194 126 7.7 13.4 4510 0.5
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(10)嘲諷相方ドおけ与バtソ7ブタテント乳間放射線ウ

鼓鵬学耗令姉見町

河野叉叫 兼高射嬉

軒ヰオ幸 ヰナ遭綾

Ⅶ増山乎

1.錦盲

匂薮米卸軌てよも体外頒は･･くは避けiこいヾで～甘い｡国民各年.｡打よJ

阜与長明らトドーろ｢:れ ま卜席うカ刊研り生長ド坪,て主事一古いわ中う1

薦り常永りrこわの賓ヰりもニl左方哀し.食牒憧持バッ7ブラウント窒/

足と行っていち.前回まて･-lこ旧軋九叶ぇ軋史性t嘩.丸森並.甲軋

･東山適大帝両線島中鳩ド剰ぇLて末恒､､:ケ1郎昭和セオ拍Iえり子
itlて鰐皐廿′孝/∂月.‥耳.ノ▲井い〆姫申出手よ打.j好一

~坪は格和甚〆羊/よ耳.唱和〆∂キき甘′ ′耳.植ゎび′寺ハ耳.博引

ド行フト.

コ.璃告所見り欣冬

山:利息舷

人七竜泉ノ鹿骨麻布.姥痩的景観盈掟蛮東を寿展Lr｡うぇZソJよ酢

酸象)き遣んに剰え虎魚l岬司り吼rrこ乎賦叱で二風面l｡1良サ膚鶉Lr

と選んド･甘長嶺恨些は行萩山芭ぬ(申.旦,町事寸)り草拉え言う.殖

ぇ痺何で東都吋乳Ll巨地象て∴はば司じ地番内ド局†さ号疫の凍度孝朝

議rろゝ･そ¢殖ぇ内りいくっか巧琶利敵は恨軋)り速から判泉地息ウj〕

･1恥ヰ旦.町れこ属すi剰泉地象り値かタ舶凪杷り武和i邑平わj

はj副ぇ各と剰え硝
割丸臥主ょ♂¢耽丸 j創れ居中7●ラスナ､,7電祉靖十据朝粥竜也軒十

ふわせ.再hlち正‡(Tj)/ンナレー′叶りサーヘイトタ.j～中メj

)シンナレー㌢ゝニ/レーリータr東郷†)であ与.本刺泉lこお■ナも対頂

･席年時差で如すt竜劇痛Iこフいてtよ±ゴ･∫ガ.γ-ベイメー′ドフい
ざあち･舶幌泉ウキ民権は.席軸軋こよクふ刺細魚ごと.｡ナ1リ∵′し
剰えれよキ勅生¢革帯は舐められ甘い,r｡.剥定lよ炊から約/仇り高さと

恥吋と避サもようドし｢こ.



.何時〃触立脚掟と朝蛸なら両こ紘○利息風lこフいて掌紋行い･それらの
伺〃吐翫行イこ.こトトよ,て絹r二向寿昭〃即車いら剰え胤よ全て電和讃り硝

した.一口で奮えば･.サーヾイ/-タ宣叶1トニした嘩璃鴎卿乳ヒ言よよう.

主.樽見

喝帖〃銅像地¢パ･ソタブラウンド雪珂改称撫養を泉Iド.崩ア凍ごと¢

モ互泉ヱlこ示しrこ.

衷l 朗使地の粗t牢

(手車煉.天地.九九.7■-ノレアサトからの放射線ウキ阜を含む
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最三 園東地オド打ナ与バツ7ブラウンドを珂放射稗号〔ル竺/hr)

(天地.入如ゝらの放射線一手藩梓キ与皇宮む)

軒まrこlよ県
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(11〕降下姓/℃ の濃度画室

叔射線恒常鮭倉荷むケ

厚田郎一キ老食管写.新郎

ノ_偽書

原水増宮敵据巾緯丁､性七の環媛ヤ巨おけ∋膿夜気化も珂生す3叫て

より･主tして植物覇油よ･よが腐鴎了ルコーノしヤの′t混乱盲判冬し1!た｡

卑娃碑恥おい1は そか体飯食干の℃偲凪が■･lの卑の大礼?見破オスヰ
よく良欣てヨばヶリttなく､克子サイクーレに才=丁孟′との叫咽への蝕みの

柳きともな3グうて､〔あ5｡過去仁和て昌′とi駿の粥泉勧盲乳3と､ノア占/ノ

後者東壊ドよつt･ノア占j年ヒはこれろ輔守のJヒ浦風し1･目朱子衝レベ几

噂わ肯増l二舶すま最融鮎もしtガ､･卑の触年岬.摘数的に減少l

ニス､平l封破若輩の鬱智ヒ思われ盲レペ川東画が観稟‡れT二8観相力

ま～厄｣ワ～糟瑠cわ糎丸ざ碓勘t糾･旦盲べ冬レべlしの頚
木年度も引晩冬珊且i唐鹿して二机､号摘果硝を1吉｡

2.珂蚕腐混∩棍皐.

〔り耳可射よび甥り裏五
胡屋菓施 アルコール享嘗毎tニ東経し･管下甘プルコr心ユ塙枚=¢
tうま固取直みよび鳩嘉′租獅子ルトーしなと-与紳tぅりト固奉りァルニ
た｡アルコーい古根頭割乳ドより絶良も廊鼓し千のち雪子レン･三=テ

L二齢L.ろの乱)′γぱ一流竹三r二千レショニほt-i旦･促した｡判見易Ii

〆ク♂⊥β喜作嗣L･ぴか奇数_盲チないし∫国譜蛙lた｡

園世床串果も射卜右耳｡温良力草也烏.鼻音りヤヒ食まれう世の

ヨ･締藷

硫扁アルコーノしfの′ヒ濃度序､凍腐産ノて心プ■席風音周東とぅまLのが個

富与し一叩舛は､′か針)′ア･占ヤ竹Cの範即位で如､祀壬叫禎廉て
べ机二止すiつつあーヒいえるが-し､:J′ど自足碑値の鶉ひ弟塘巾イ如



泉1､喧路鶉アルコール平の′℃減免､亡中りウ■り

今後Li.成東墟柾聴の′ヒ温良の碑朝七延うttいこ.止年諷出の可艇庫苗

1し1盲点うカ子中刊剛ニttすくt℃によぅ温厚え化り禾経tニい主貴11針lモし1｡

･最射こ.顧鵡アい-■しトチtこ碑碗カモ賜っt通産南の倉アIしコーJレユ軌二訪､
L上け子す｡



(12)簸娩甲l亡か丁呑トリヰウムの刺足洞泉

放射線直写席命研克町
樫田義孝.井上義和′岩倉靭

(t)魂吉

原をカ蕨朗迫.机び㌧疎姥境の経机テ碍海K〃どのトリチウムを棚
年令とけち蔚ミ､本年度毛引簸いて分析五実施しrニ｡一方鰯毛み一/し了ウ上

が威中毒的をたどうと子酎れ､亀甲御岳の鯉伸出資す｡昨年-さその潮
た町餐水素の刺廻摘発仁者草し.本年風い応その虜鹿島㈱寸を終び

¢)詞毎碑の撒阜
前回刷如原子朝練嘲即席柵吾､け裏年日加8現在･下知和
東城県.東海･大淀地正 長年朋購′ 与巧ワ月朋
福耳軋納･美顔･高来･大飯姥直 先年朋う日
如吼鹿島地区
愛媛県′仲甘地直

佐賀県,玄海地邑
鹿児島県.川内地区

長年り日払巳ノJユ年け月?日

出年ヨ日曾日

出年3日?日

J3年5梓川日
梓水地点は原則ヒしてりl舟舞ア札の原7柾甘摘姐.え)ユ康弁書下7トモ

ノ蜘(いすい拍子足を館)互村象ヒし･i巧仲敗形に点じて参者地
剃鮎去け原則ヒして∫叩〔弛山上の陣中頼寸薫留後考の朗川上ド乳化シ:

QUASOL一ユ)印仇史を抑え､テフロン/ごイ7ルをイ吏弔して但バ､リ〃1:

ケし一ショソカウンタALβ榊LBllこり∫卯舟針刺した｡JでPC沌成下･

けどt才､電昭潮紅よリヱ0～ヨ鴫濾締象､伺様ド軸シ}チし-ショニイ

前糾和鮨乳五泉1～友ち綿す｡い祈れ毛前回同様一触しベルをづ

れ､升･l榊減少傾句膵やや吐くrよっており･今縁り動向-こ注目してい
宙靡十lニよ碩私案濃度碩胤こついて挿､昨年度け十新書製丁柿色っ

しlて蜘実験も行7た.川鯖泉β･/榊ヱ%ロ祓上の車水鏡称=つい
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▲.⊥ ‥十 一n-

■､.一寸一_
′｣r､.∠,長島 一山人軌扁由一l､イー､､t

⊥ 山 ∴_.慮由l.
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ロ)j経緯
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(13)牲上材料訊鯛奄

激射線書写培射市法的

囁悍増 痛如準ぇ 絹本

1.髄乞

握手欄年如穿.うく盤乎l二毎蔓っ机3埠f昭もilいしだ席上試料功酔
い∵ A牒再指摘年射卑.祐†身魂千年.敵背キて･子与られ丁二触阜にフ･11

2､観音i巧兎の澱牽

(t)i詫

碑下手如招歓沌･オー竜一｢弛狗乾五回鴇友好額嘗Iニね鞍し匹ヒムリで･あこ

盲丈甥巧言メ発電吋袖におIlぞ御身如1〔尭そ･藷孝)も頭草し?れい

純綿D判泉摘=二｡も純増要地キl言馴伊ヒkソで一局言｡
用 観覧

k如､托嫡頚の靖子号t左1にま寸｡魂貴

辣卜咽穿了3ヒjい==し苫 -㌔･l℃け二

絹和昭年か二比略して.町 ヒl亭売り場

ll水琴てl一号主婦し丁二す{.h年か二諒叶患い
叱手首l:盈しに.許㌍,施可奉じ明年虐払

抱仇敵射の誠鰍:､Jわ古丸い､,に∴

㌔･㌔巾～わ年加齢女郎痛猫平に

癒ぇレr二.向盛称才息〒♂1丁一ルアサ

ーの音字l摘昌も….均くは原音メ夏
壕叶い#君甘言ヒさ凡ていまも仇て､易3`

6:発電所より南南東 10

11.5km､気比の松原
0 5

竃物試料乎功離用瀬碑躍如最まaヒ
ー⊥

みソて･-ぁ3｡虐嶺牌71:吊凍‖招牒図1.試料採集地点昭和53年2

噛才｡戎軒手 首【こt川らつ手軒あ3が
(ちり採集地点:1)

崩物拭物呼二二も凍毛す言ニヒダt7､チエ.

丁硝Y仇もけ.故知呼号地主咽て"のげら

フさす-ケ庁=.iに施飴止如沌柑転判Fらも･鴇｡も壌土レ‥lエ.
〔3)果象

1ニ_1L. 一一I



該料で･モL･耐ち誼の也号lき.克1｡誠糾且竜仇扁L'ノ亨尊け確立思い舅tlTご削

,てIJ羞Il烙指で､仇観覧り与3ニい摺む代くもぢいレ√ご1･′て･tぁき｡てして.
ダ明夜昭電l､¥蔽働.碑呈す机ば､比如河･Tll品壊定数〔守一七預言数あ丁ニーノ

弛〕tもっニヒ乞長慮ヒ∧れ占と.ね綾l把て･､の堵痩I:竜郷顔笥鼻1れい､三'

旺よ電に打圭ごれ与もq.缶こいIJ､電線匹か患い酎什｡のみ旦1さh言
推称ニIkく万､､｡義2は柏物韓抑･鹿妻哀働kゞ●伊ようぢ主寸如､あ3㌦t寺し丁二

あ3｡桐招号レ笑池場軒ドも而感請ほ強電=L- -か思号･才.施誠F立川

舶･l‡tもち.射ち施如何刺ド患い沌も吉レそいi:ヒ♪-朋子さ札き.地割

功菅即一二♂ような知者1も丁二らし丁ごl=弟上3ニtいモHさJj.まr罪与
レ 藷孝仇観相平に和与痛も宮上甥触角す急い.朋d落書仇絶望にあ釆って

屯甥ま布鞄軋招建和預･渾虎ぢい:は注意■一九わ丸いlぢい.五年ひほを罰

釦ちl岬帰一ニーま如しぁうう中一.招嘗ケ托t"竣確妃,,司さニヒI二よ1て一も

1ナ仇対象tレて-恥､られ言ベラ可経常相jヒ眉と島れふ｡美トプ仇転身

咽転御も士盲塘Yレr､紛圭組員と与く紘lナ吉こいこより･施宣芝セ､ら伊お±〃か

確言¶一把碩でtごユニttま接し=･3いlいう｡

i;ウリンで由紬甘ら･き､如耳代さ轟帰化斬一拍たし占うFl.強打覆軍

ずt土も乙仇克て■､qよっ塾く〔､惰韓とも丁二ら才ものt加持これ言.竜均試抑Jもヒ

リキム朋わ､･･克く､言トロr‡-･し了恒レぺ}け鳥､､坤･‥よ克t｡転軒と-か､

碇L)¥享け頼老若射､で､qy韓…クト=トリにき畠判如さ亨で､､ユ､患い瑠

ユニい古1弛てlぁ各伊二丸ら叫主音と破くかこ咄損亡塚ふ碑が･射タぞ【ぁノ､

旭いしり｡乞･㌔｡t二度邑レ.茸q塩親藩蕗耳で0碓イつン麦痛如篭への噴鬼

持回しT二.現在額みて､､3片柳享け小範鴫i甘ヱl;封｡

ち.知紘

凍弓夕施紘廿ら成敗折モ物情仇碩塘簸たL軸覆する宵為包耶戒葎によって

ううす｢一紙拍い護.末ヰQ､ふr.長軸頼吏点滅剰環隻畑賀亨指ふ｡咤知

音持丁てきに才拘置∫ふこかぇ丁一つの払乳もiえiこヒF己{き丁ニヒjえら机エ

し､竣如才姥=.雨水･如かお.雨水恥射巾触の泉号に恥如巧
言二い葛篭所信い.篭豊小社泉.与良小鼻壱げけがられ†よケ叫才ぢら信一l｡ゝ

増r.稀兎仇鳥l､鼻骨ミi仇間哲軒髪よ机jtニうで-ぁ3｡
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｡娼蚕寒1け八取9現U】軸足策玉寒母物升
(コ)占

{-阜∴中京∴Eムーユ≠Å∵い

〓
ヒ

IdN巨〕刃璧笹(こ

璧玉堤剋潮害

(一票巨豆

轟東′〕1

ぺDコ⊥ト謹椀胡

濫皿障

囲
通
冊
群

嘗楢嘗]-髄瑠+

笹胡+

(
{
.
〇
妄
)

d

軽重琶態由志

監査部桝八東†

(謹礪朝瑠.謹告ノト)

剋朝N∞+

担娼据膳

華胡+

掴蓮望†心

誉岩内′占l巨J刃+㌔モ+㌔U+
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(14〕入相の柵他榊鋤ヒ1巾乳郵

榊古刀研丸竹

温巧 鳥 今年利九泉軍

人乳講一都舶乳

1.絶島

軸凧二町う八組の淑如1嘲楓ば､本軌湖東して親等し1､､う

侶漣の主客碑碑畠tて敬老し1いに斬､今敬三lれち互ま川前協珠碑の入軋

蜘触tも年.各薇碑名め埼呵噛軸ち一坤輔ぜはで｡ヂー9ヒ乳

/9貯琴曾閂珠和子婚浄机半きでのデー9t敬壱耳うー

ユ.鞠直の樅
小 鉢料の棟取

付柏俄碑湧挽け入射塾玖も触促し1釆叫さ.凡乳早産壌の触は､づ

座臥斗瞬時の直風車度した淑tJ†絹ド手ヒホ命柵幽料ヒした.

渦軌はH巳仰求よ伊=E脚Tで､新鹿tl温良声句境､瑚僅加♂～ユ印j

呵仇騎恥引篭融勺け…れJであ盲.味引口幅軋上ノ仇｡砂嵐であう.†J打9

良確紙泉滞塵鼻t錦岡し南着の如粗描一言11し､盲.

向.命勅封政弘

橡凍れ命相性如､い帥の東屋馳如し.｡仇的武｣洒身体

オ頗エペ7ト叫トリーlこり√､鞄脚七史呈し†こ.瑚臥り線入イワ
えに庶代tこつい1ユ紬臥一丁叫地臥如巧入子ル入上l二卑為し∴
可ト･け胡乱毛足卑しに.

しち1滞乳ヒ為常

/?ク碑夢円から/?り摘ワqきでの取鮒生薇藤の雇蛸の平均観モ嵐一二す､萌
†なr,′¢き良い､′鵬良ぃ〔佃`比卜周cβ.ユラ9･御見であう.ゝかゃ1ヾ聴tほ早島線

′卜軋は親潮韓､吼こよ1t生じたフォ一-しアウト碑碑であろ.

/紬争覇車きでの瑚机略〈フォ一tし竹卜碑鮎積Å軒ザうンワーこ1J
いイれも釈畝略棚吠下であう乎＼ちであ舌.ゝのフナ一､しア巾卜碑碑親風
で叫′叩身の帥､し､サ机もあく吊っ1いう.こ恒ユ′9ク輯､射埼L昭一古



小る.

5.､特恵

尺ず呼ホ良風しK瑚他職躍如､舟古升脚粗ホ成魚モゴマ`ド丁'ご

も解和=lこ仲冬て小あ一卜茅Kリトち棒線の頑鹿島積､七触糊へオ科弔メサ1

れ解明慕､押掛千′巧い9も娘可1上ド毯外1執し頂礁ヒ一言iのて■､今晩扇郵
祈り､､ヂー9t解析弓i.亨にこ中ら紳の人草ヰ親軋ヤ､車中如こよ11与えi木ノ

`廃線仇晩も､前隠鶴巻.頒､､佃う事てあ碩与.
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(15)壁間打線蔓草の卑変動

嵐新鶴測軒洲廉線
港如 正 線

一

7 感喜

壬ニアリシアわストの直線測定ドよ｢て碍うれる壁嘲√放射線卵守㈲白招勧和

なる尊素には､日韓南(積雪)規象ヒもLすくもの､(2)和邑の直弘重かも仁一

の･(jj フォールアウトiニよるもの､Hリノ忠言力施奴l二由来両もの､その他∴

畳ギ､瑠璃姓､根九泉の温泉埼推考も針↑うれる｡/地点､での測定値て再∴魂鹿

の風罰則寄与皇適確杜絶渡するニヒ小姓町しく､経痍上､巧れモれ特徴のあるパー

ヒして､招えている叶いくつも叶主なっ仁摩剛､ら守るものにつし1てけ､㌃入で一

ズい巨耳の抑丁小叫皐である｡博一車い輪島l二観測地患を級l十て実施しているモニ

シア､串ストによる壁1古け線量率測定の納車士､フォールアウトの初潮到塞斬卜

経過嘩画､なうひにハ､ッ?7うンドの串嘩監楓細り､軒新等新患府凍卜紘針

いるトムエ摘)シシキレーションモニタとl司様であ奄｡大丸萄内巨か†る頼常勤

弟モヒの摘鞄入号按､放紬鵬東本的場皆の最轟値ヒ起巧につしiて､思わストカ

キ一一夕を八子し､フォノルアウトの推称=l軒寸る摘観の一つiこLている隼句鮎

塞く賓訓鼻軋推硝い･経舜軌=は南滴ヒ虎えられる扱碓ば､釘二払白′R久

手減如組合せト基いた半減射的jβ扮)で､減少ヰ呑二と専で判断でそる叶化

かうの糾､盈転局lこ塞く勅口賓軌こついてlま､免泉崎報ヒの組思せで解耕しなし

蘭の劉虫し折鶴しいq今軌ま､風圧ノ叩一ンヒ観葉藤崎の虜触射線の検如こつし

重し七他車を教書寸る｡

之 細軸死の拙者

/9占7耳牛酌､らノ?7旨早宮日蓮の炒t圧輪島の恩胃の国手抑直ヒ､tヨ農よ
首鼠ノ〕､埴を中国線実験の垣崎ヒ鵬うせて｢9日ッ卜し､経阜変化皇れ軌オユ煙

し仁りぜ両 輪鼻のヱ地如川AX確(辛抱値和約2埴以上.…を比軟ヰるL､板東

耕キこt一∴∴柚須と3十朗報の透れで縦寸5ものと哺そ∴池東面オ欄

ふ村宣∴∵ニも･刀〔JK､3†計経度盈れの対応をNO-Lしてオ親し仁ものをオ7フ奉

げたり泉皇室碩の敵層東泉慄で斉家1ると､ジエツ沌如ゑ向の針山麿條Lた

と昇ら来る¢ま七､3†月経康産れの対席雨､厚顔産後ヒ日本月払以外を通過し､



輪島の乎均値ヒ朋､牒線1潮帥､.ふ～蕃尋t寸書しく減少寸るホニれま相

応して東リ(オノ3屈抄麻軋瑚)碑水lこよる女勧櫨Llま､甘的叫=冥～

る.

j 緒論

毛ニダtけゲ射ストドよる壁画サンマ線量牽の測定値lま､フォール了ウ胃

和利青観皇使者してい計か･､気圧付アーシヤ碑南線度､確骨董考の竜泉都
度痛ヒの摘條皇抽軋こして解析寸かず専小ある.

井 上 泉 H:轟

｣:他
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(16〕垂加叫ち重岡棚鰻電雪塵

養射線医辛酸棚東呼

野卑史均､鞋如招､蔽え鹿

丁.轟菖

白無茶東朗Iて上ろ8手郎句碑帝鍵き帝廊すト凍りて.獲細
線麻雀朝丘を巧行,てチた.しがし東館け効きが旦藷寺る環如凄絶でよ

庸一一か七千をノ垂根強すごとを男鹿t､jたJク斬の為り郎雛
ゎにけ_凌〔華背ヒして虐射てか丁る宮司神泉卑倭をふも〆草打ムろ･

伺丁きち日4トり屋如卓間細線堆号超す軸き巾糾った老子〔刊卓n

贈膿で･御…た呵組子紆l■獲って村仲手間き卯与ふ咤和ら
磨嘩隻句郎た迫与如射耳る子咤で鼻ち･今如ぜの一連√弱かた

ヒtて行方1た司直拓孝を乾草うち｡

コ.朝丘年賀『痕思

(1)郎杷た雄一て判紳泉
頻曹柁.阜ヰ控了~ム}ため東屋鹿違が東泉て儀_外命廿jの華東食に舘1

‥和郎咋鹿西大チいけ賓ナ爪･才た頚卓･句詰り低下阜巾割判者打残
す展ILtブ拍射鷹⊥#｡ネ希っ利鼻毛り.郎力泉ヒ171十∴丁仁㌧

′しテル､コン"一卜達巾豪虐与一戸を適宜遼東した.如可南朝針

山町有東町良軋.中瀬慄軋へ法葉芽っ間項一婦壊するたあ.鼻度郎釦

りま裁き季くじっ了中潮lた.

(ヱ〕判宅各と判阻オ玖

珂宅乳1執着先勝骨幹(T｣~D〕､1■イ"エ仰シンテし-シフン1

､jOれヰ.5仰虐ウアラスタワフ車疎崩†ムち.鹿叫の奇利けヱ郎
克阜IT巧け垂鮭射サーヾイメーデをか-､雇和郎上司ドけサーぺノ

用l-て､軸濠Ån雇ゆ･ヰで軒頚=末｡TJp･づこ適澗(声8軒

郎卑官男鹿=.紬､宮句チ暮ぐや･嘲虐車に､1軸一てノ摘れ1;

き萄葦トキ『嘲り頑阜鹿雀き斗磨=た｡与たTL甘のフェイディ1ノデコ
右叫､一色り摩浸き射っ7碑ねlたTLp拍†て教萌町ト音絹しフ

ー _.

_几.｣し
ト 払【､.■】 ノ

.】､｣j 上､1l_.′il､､A ィ し



即 金凍

TLpヂてJちヰ鳩叶つ度停車叶判ヒ､サーTイノー7≠二㌢缶一戸ヱ7感吟､延べ
解り弁郎唾雛鳥りう商叶∩計即て凄サ･-た蕗凍寸ガ下q且プ7-曳ち㍉1直し.丁

よも疎音確卑卵車に･寸碑雪､碑専がよっ､ネ勺サーベイJ-プにi坤粥ヰ
隼て-泉,た｡

｡度叔りネ凍巧如主鯖イ叫tヱ…埠年で巧麻雀卓り風l才d.づ土β､う〝綿ナ

､エ下の席埋草q易か寺とい叫か-｡
0各皇嗅中線倭牽け局叶和て高いニヒ毛ある打て射車座1､ニ㌦､げ夜司

-t与車凄凝劉へ凄‥卜きう古のと阜われみ.こ｡埠貿摘軒を線サーま宜庚『線量
各室ニ∵∴-且′､?声n嶺司席草庵足せ為っ紳書け)7､汗判エの′子鹿わき
と塙叶によき鼻け仔ヒ⊥ビ､か･卓のヒヰ〕れち｡

｡名凌ご"ヒ『千尋浄資孝てn室岡りrラリヰもえ子方息店長t､¢ネ家屋ニーとに恩
線量車〔Lシラーヤきと》ヒ号≠争疎ま卑りナ～′ユ〆ナ人参｡

｡勘冬のサーベイトチJてよう司東森針寺領曹り都督も､透生Y現わ折てみプ

て再ナ牽岬阜でネ『症打度く叡7‥ち〔泉イ牛虎)｡守り呆け≠豊壌嫁了･ば定立

11(固1今度1.拍打詫･ナオ旦子ルタル､ブロック盈､コンプリート軋…噴

く売ろ｡屋ヰJ屋射り老碩曹d瑠≠響けえナく､今田り判定でけ与り趨げ承り適
〆7~庚,た｡

¢屋屯･チト蹄畔町屋射庫≠ト喪章李の如かにます釦ナよっ､.屋
ヰ中藤空車可成1ブロワ圭連､≠碁石しフル､コンクリート且『鳴ドたさく亮も

3.忽蕗

上髭のチ希閉息ド崖･イいて.軒呵萄恒産軋可判え華中丸軋音符存‥､年表

皐解雇く針爪まよう工えl了.可ざ乾きふ鴫:hヒ相性きげ舟う｡
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哀l東屋壊遣利権長竿

鼻 血

hR/hr)

度 外
(リR/hr)

プ世ッ施 TLD

サW上上根

阜

噛ゆし TLD

すべイ十卜粥

ふコカ叫壇

でもD

サーヾイメータ祇

4 冬

8.0+0.5

8.5+0.5

7.2+0.3

8.9+0.7

9.6+0.3

7.7+0.6

9.6+0.8

10.3+0.4

9.6+0.4

7.6

8.9+0.4

5.5+0.4

7.7+0.1

8.7+1.9

5.3+0.8

7.3

8.2

5.6

1.10

0.92

1.84

1.28

1.16

2.21

1.59

1.43

2.82

j軒り平均TLD
サベイトタ武

一 冬

★車宙線も､jりヰ与=､ヰ〟航ナビして為し引いた噛｡吐

(哀､†小樽準格差･=軒りすTてり判定埴q呵､ソ千鼻尋



(17)蕃22回申包板東張Kよゐ影響

秋用県齢吐科学卑見巧
勝又良一武田ミキ与崩細事

1.緒 言

IF軌よけ77年P月17日ロプノール地芭で大嵐風向叔東食邑行フた.早速j

ヵ､う雨射こフいての郎融寸軋モニタリングポ入トlこよゐ壁間線量揖山
車凸にフ､1てり魂査も失地tK｡ての紡果と額甘すゐ.
2.調査賭泉

(り 如Kの全β放射能

l引lこ点しrこように′史観臭4日日の引日干挨刀､う夜にカ､けて降フたd

が如しれ舶の最畑l亜サ門l湖のきわ折鳥レ澱射絶と凍忠t仁

197措9月絹l叩根来駿に挽く高い値であゐ｡しれ南葦舶帥机上バ

め軒号は55う呵おにヒヒよった｡まk弘田と29日の由射､らも子常嘘をよ
故軒能が観測ヱわに.

(Z)モニタリンγポ㍑トIこよる車間線量(虐=)

2==5碕30舟塊打ち降りはじ折た南とYいこ上昇し′け時にl吋机と吉田
為にキの後少じす｢下降に転じK.し力､し俸両肌掛フた鍵七千草血如鴫一

月獅頑まで15?れと越えていたのtよ′腰果敢の影響左京してい仁ものY才

し3)牛乳塘餌乎の劇1(馴〕
根来歌後Lはちく故国市内息の虎軋にフ､-て測足と行フた凪いすれj

っrこ｡この無礼は志含小平で飼育三れて､､呑乳牛のものでかノ∫生の牧j
てわら囲ったたれ今回の影響は受けなかフ仁ものと者丸られゐ.

一首放救牛の鹿乳についてtま′2拍⊥穴蜂県南鳥淳ム麓りむのか八手で､

拝金県如也の混合丸い0月用力､らの朴が入りこのぐ′それぞれ測定き4
県南畳lよ測足如dの2掴朝凍軋のも咽り且当リ175pGオ引1が権主三れ′

最高隠と詑卑しに｡以後308がt4tp〔リ0別路I獅Ciノう8が=tPCiヒ減少し′

て漸く50pCr乞下向っ打｡ま巨混離Lは非麒牧ヰのものも軋っており,四一

FC挽が最高で､ヰの杷も県鳥塵のはゞらづ割観にYで･まった｡
3.結 語

阜H 止臥 一合周爪島と絹ポj卑小うれ一丁
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(1鋸ヰ切薇貿韓lこよ3ヰ乱ヤ?放射･吐言う泉の動虎

鰍類畜産訊繁喝
㌔埼離

ユ.虚言

脇口占ヱ毎度のヰ軋ゃり顔如絶ほ味舶kっ‥て嶺射う｡ネ′卑見守に､干l恥掛真
之頑(オヱヱ′Zj.句りうねわかた｡その影響皇鯛1･盲た卯こ.ヰ軋?棚腹対審

且乞窄ねった.

2.毎毎市覚の席啓

一今年度も刺繍斡は義朗棟乙せ度した璃L拍象とした∴即餌仁瑚l〕⊥こよ
御輿宿おった｡よた.iL浄蓮凍裳親密卵足軽(11､松井紳′他)′射慄郎
純綿拍抑ぇ′他)とみりても新患が才持わ九た･二れ≦二噺欄姥丸ま･

主務抱腹轄イオン吏f鰯鵬拙こ通しノ廟酵追わまま仙.1〔丁㌣)シングルチャネ′レ東

新為に上1左†刺とした｡

り〕如ヱ｣針h首線史矧寺.昭如2年9J弓/7日ノlユ1■j′レ′娃且て●∠ロキロト､止手のカ

キ了んわれた｡ヰ虹棚他克9巧エロロよIjキ壌′′化身直.′凪叫のjウ珂てい軋れせ■和

枝て､･布地Lた｡刺宜東泉とゑ1にネj｡ニれこよぅヒ′牛乳への離乳うあitちノ

㌔､鹿骨観ア～官射､､セ㌧ワであった｡オ/9I句風､東館(姻ね什針圧㍑拍

キ､了い)L/ち吼碩解瑠顔か逢うめて甥軌二比較できか-か′オ月掴のとそt

鯨iJirヨにじ｡一っ離乳かれコケにぎ～チ卵に垂鳳郵射曳か上線したと見れ

ノクル鬼わ如こ､}5.今回ね′あソかJ早い痴卵にlヨ木上l登を姐チ舶叶

攻.出現仁カナ㌢′アラス小面媚土色に直したと､､う新㈲草薮)し′
皇た フノ

11･Ylト野手乳レト甘かたたの′i伺l号のどークが14-そ1吐す′ヱl旬日のヒー

けが孝う仁乙腕足でlモたと絶息できち.泉ヰ.康弘れ拉の去乙孝fA′御免窟の碑

郎艮眉か∫.⊥凍り化尊命軌てよ3β弼仰で､…pCi/攻山上′jL彦軋九呵

ンモ綾部古山二よ盲拍鮎て那左でt拗Pりれ⊥上え卑オ1富･オ鵬郎でぞち鯨伯と

サ′′こ羊tぎ細果て･あう｡お竃両加計れ′兼⇒煉れ-う偉茸､そ弟す`x⇒好

かf佗の酉憩rj毛の′とした｡

闇 如渦中有線常男針ま昭和日毎jl弓拍8′ワγノル虹色で加れコトンLl人下の塙

柚れた｡ヰれ棚度"櫛一触伺碇にヰ乳化凄軋九､l･11r劣急由の都窪舶J
l
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(19)フォール了ウトの如湘到星増子軌=蘭寸る着果

為溺済救済斬新東棟
卦線 一 本抒 立

7 鰭盲

犬豹蘭内で板東娘如行われ仁噴射か判明し仁範ヒヒ､膿心地上空の軌こよって

ち涌凍抑留の蛭脇千徳を気象尊的lニ行っているれ今回も､前報之2屈中境線李

豪解析L切線の解析皇竹つ仁のでオ之j屈中歯叔乗廉tニつし1て､ワオール了う

削到星亨建の地車を鞭毛寸る｡

2 細奄研究の地番

刑1オール7ウトの子絶薄手速度
線東栄の視線かエロKt以下1､･めることと

鉦鼓的t二経い碕向内の碑下ヒいうヱヒかう

つオール了ウトの碑下速度を直線的ヒ倣乾

し､フォールアウトの如まりの嵐度宣/∂

KM,g KM.占KMヒして､薫れ吋れの

高度かう/甥托′∴∫璃∝′ユ当町･‥‥

∫瑠ぞ亡ヒロ､∫0‰｡者の速度で碑下した揚超

のつオールアウトの千徳高度ヒ到夏頃何を
軌二し仁｡薫れうの内小う､､､経験的ヒ､

つオー｣し7うト州ヨ本村血の地東独くk到

基づるの1∃､線東泉か巧われ仁噴射小う占

β～曾0吋句碑度蝮である.(面壁ではも

っと竿い)Lし1う息竹を加えて､盈が臥し丘もの小甘2周である｡なほ､ユタ

ヤる硝塵で､斗KM以下小うのフォールアウトlユ､例え払っても初期かう歯i二

tヨ本イづ紅かうl言直コ旬＼｢てしiう條向で､あっ正｡

〔2)高虐1釦二よもフォールアウトの泡路線

オユ1銅､う､等圧面高層東和丑のてlソ｢｡アイム封フォールアウトの高度を烹美

々のあ度の考の郎jのl的1銅=上鳳都丸線)を上下の等圧面(jo∂mム,∫

門口空 ∂∫β如)かうの九拝ドより鼻血して､マッ1｡タイムい之碕斬首



kト1の高さかう俸下しな軒う漁れ1そ仁つ才一ルアウト宴の嘩割判下線召

いる｡斗之～占固小ら､碑下達中での｢オーJし了ウトの/ヾ一千イ ノ7ルのま

も､弛泉に血ザくにつれ1､つオールアウト宴の捕威l竜､水ヰ的tこも鍵;

的ではなく､尾大々七のノトキ1フル畔粗椎七かうみあっているこLかj

刷 毛ニアリシナ､わストの由錬Lの比敦

津7軋=､升j～∫屈の施路線の轟凍か地上/k仰久下の由命をヒリ王
温良オ旨軌二lま､8水鳥地のモニタリンアかストl三､今回の強東銀のブコ

【こよる剥督わ凍われ仁甘守則ヒ､埠の阜境線小暮してある｡オ7周とラト

ると､フォール了ウトの泉路線かホ寸到豊崎別の傾向Lモニタリンチ粧

とlヨ､よく帆仁傭向皇示してし＼る.オ7画の東藤池か二It.ノき=ヨ2∴=

′J喝塊のユ凍l二､フォールアウトか到呈しているれこれtま､諌9胤

のモニタIl}クー､かストの払軌畔上由の碕刹l二吐い時刻Lニュ嘲の立上り毒

のL合致している｡

3 韓緬

オ7軌=lま､jOO机う∫∂0如′7ββ瑚葛庄軌こ沌った島慮碗の嵐鍬射

落下軸ゃり‰よ佃､さレ､ものほ､これうの高点楓の追跡線に治っ1娩｣

ような/ヾ一子ぺワルは､官本付血の上里を亜過してしまう｡菓鼻く､にロ本イ:

l漣寸るような如邁濾をもつ比較的太々しりや一子イ7ルーこ対してほ､新
造中の轟虐如ヒ皇鶴tニ入れて推測しなし､ヒ到盈塊舛及び･到如守舶で､､射

い｡窯常l=lよ､薇東泉が行われ伝直後に､フォール了ウトの且ホへの到基ぃ

叫を寸るニヒt吉､他局戚の法線甘千徳か賎しいこと小う､神々l重慨でぁる｡

榊Lして､30ロ而′∫∂0如絹直面紬･†引乳の予兜盛射線を､郎

正直軌=か十るつオール7キトの碍勧オ向､あるいは日本へのお奪の名東♂

嘲し1るこヒlま可能て･･ある｡ニのための舟渡Lして筆者うlヨ､紘棄泉の行わシ

3ββ棚ヒ∫♂♂如の寺庄面朗泉如飢､う､ユ牛～ユ7両店=場合巨よっ

噛まで)の予想高層1舶推測し､考れサれの寄直面上の予超高層碗の72額

脚追跡線の乎珂値の%〔叩∂地面より下が卦覇のLそは塩瀬虜の】舶

して､予測卓立1るとしサ/臥サ7国務幣)白木付血のヒニ小の地泉南て

東泉ドよも詔響如如よじ折る小という窃客か半白確度の顔羞で軋乃うである

後小う克lま､更に7∂0融,∂∫∂如の2ゲ～…碕t的刺楓の阜均色々の
､ 一

｣..し劇
戚 ｣ ､ 一 ▲ . ｣ J . ヽ
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(20)hルロア(商才戎j破線lこおlナる族爆発賓験密の流排出

為泉虐敏郎ア洲庭錬

長田 衷二 本申 立

7 購嘗

昭和∫j卑7声=9馴二､｢ランスが南東早津如しロ了壬東成(2ノ○∫〆5

両付虹†､扱爆軽質顔を行っ仁ニヒ机三郎麦の7日ユ/lヨの与しとて､･報遥

かしあヒヒなって､今回の突熟ま放下東熊でめっ仁ニヒかわ小り､ニれを頒

価集寸る:ヒtま甘いま∃=ニ終ったか∴2/ロの時点､で､放射能皮を迫鍬寸る

線l至悼作成し長ので､今彼の寒帯上の秀男L寸る怯め小文Lニした｡使用し伝
"cLl卜1ATE OF THE UPPER AIR:SOUTト]ERNl｣王M工SPHERE VOLUI

CTOR MEAN GEOSTROP日工C加工NDS:エsoaon dndエsotqch An41y

早婚地価噛を専属向､1萄連綿ヒして示してある｡洛南､旨∫町 7β0′∫

0′2ロ0･′00鵬の7局について､杏帥悌恥して･叫A匹′

(〕止の斗月食が渦動七れ1いる｡ この他ヒも2が王～/訝00～占が山.j

′､3∫OS(E白色は士んで南半球の縛康j∫○まで)の地軌こか†る51ヨごと

`T)の等高線ヒ胤の棄洲直皇誼入したt室I軒折るか一都(南アメ1力車軸～太

･川面蔀)壁白担如噛り､地或を一針拍融咄臓細るニLほ1､､うない
趨も稽級別のぬ竜泉暮のため､量的相思⊂珂愚か､あり､ヒ怠って主項料の入

手l朝如､けな･十れげし=十甘いのや壊博しな小っ仁し小し､輿礫の作東ヒし

軋=合わ七､生の賓料巨よ､て血疎線色遍く舌浪皇用いるのかよ･値規約†･

鹿小でぁり.今後できれはこのようなかぇ豆腐伺づるこLを頼射し仁い｡

2 諒恕碩の耗阜

川 演劇経常析

叫と0｡t.の柵凧柏訝鯨佃巧ノ∫β苑拍∫伽舛ノ帥叩0叫
融=か十る打㌢拘打風向､威温l=よ｢て､/臼竹線のき鮎地象生絹そ1旬示し

これうのl司lま､卵細別こ井た壁間柵簡の輸塩鯉潜を3つの連接拙こ示寸も

叫アルタイhの墳料ヒして巧のま主､直うに衡覇で考るものとけしlいか

日下地点に寸る放射性抑琶が扱埠酎臭ビの確度の喝痢で､との地痢皇癌

葺おぇ薫の臥苧を示してし1ち.

傭ム



叶でほなし1･地球一画のうう南東砲岸､南了つ･川東オの姥城でl班載的温く

南太早婚上て尽く流れる傾向帥みうれる｡次にヰユ臥オj回によって､考

加∂融面､7β∂融面の施政線拍うL､30酎∫∂∂細面J～仰飢7.

面〕級tニ印席躇(川へ2が凱 7が巨付虹)ヒ呈し､卑の綾7∂ク細面で

渡れ､マ911かlス射し北都音経て了1日巾密岸小う赤鼻甘向l二進む在韓か観め

このこと七､線量の真如｢印度洋画朝の教皇新え俵屋烏もとか高度の温いは

よく患叙している患小唄味確く建白士れる｡し小し､ユの教会内名Lは軽舟

産寸るまでの叶紳嘲ド鼻貴かあり､何で2播乱し帽敬がかかってい急患.寸､

垂tニよって絶対す5座卓かある.

ロ､ロ亡仁lこフいて

J山ソの媒況を知るニヒか当面の朗勺で､あっ仁小､､怒号ヒして0止の漉況

蘭L才∫軌ニ1れキ､れ30∂細面L∫ロ0鵬面のもの皇示し仁｡jO∂地面

東へ流れ呑池騎勧ヾ九Iyヒ比へ､て0止L山々高額康(根雪∫｡)l二備し､

潮音､恥､でユ0～3083串如勺/7日で一個している｡∫∂∂両面につし1て

ルロ了を各点拝し東進淀は･九ty址ヒヤて約/が轟い強度串を南711竹島

矩強みIソしこは酎抒思津小う各豊富葡への免れLなるのに対して､0｡t.Lニ

呈き東へ東へ洩れjがS付虹色約ユ7日かかつて起患吋軋まで一周司うこ

かるりつまり､J叫(ス季)l=ほ約∫∫0∂畑土車の空気の流れが､射しロ

煮卜して地顔史的半1司後に比半威へ如､う免れ二嘆わる傾向か計うれるのに

揖(番号〕lニはやヤ逢い軒如0細面㈲碑.地疎を一周略塵錦､から約/

鱒康紬盈蓮如ニヒか醜折れる｡上述のことばJu1デーこ帥る細線れ

腫の一端Lして伺わ九る.

〔2)追白寸へ､そえ離

しホ¢一卜丁北車線♂璃媚帖巾毎廃車商都の赤鼻怨ん植慮気泡｣(J.千丁nく

の中で､主単為施のい七′∵つ1卜の増徴か守､jれているか､考の一一つ匠丁壁碑粥嘆

鹿村里=こ｢し-ての教卓小あう¢即う恥S∂n馳(ノ?7打‰仰卜仇｣帥

(/97り及か･キ叩久f久k卜ishn抑ない/?7ユノl寸､′′南東乎渚(叫しロア2

′ナ∂○仙)l=か十舌破壊磨かう姐与プレッシ1な放射飽くすば∴癌魔積層半魂

軌こよって施与れ泉凰を耕えて軌命草しl時期(/∫へ/旨別条〕ド卓碩のホ､

=9¢〟ノア30E)tこ到逢しモ餅占僅りこLを常盤し､七引二軌句軸噴の両手或1旬

旬L､る主辛気池の孝専権i五誌寸る絶食を礪た｡′′としている｡



しても､小甘りの司射ヾか〃､る付すである.し仁かって考の噂軌ニl寸､射

ているであろう.

拉)一オ低い舛(例えばj～∫叫↑､放出±れた放射能キ1の錫命沌､このモ

カ､ケ売家寸れげ印度津南靡水成までIi泉lニ渡来､ネの綾南東季節風こよ恒

面lこ漁れ､アワー川東眉小う比手威側へ入も可能性も着えちれる｡しかし､

介lま途中で碑下するであううし､薫れiでに/～2十日かかかるのて､着しく

であろう｡

は)以上尊約寸れば､縫糸l拍ルロア東栄の齢lま､商学威であること小うーこ

の放射能キリの不愚弟ちの心配lま少なしlしされてネたことは正しいじ者え一

今回の細凄で､は､たまた孟(3)軌こねし拝桝康巨か†る放射能子･iの到盈1

報巷とも一教寸る如水銀か描々､れたことほ注適したしlと鬼う｡し小.し絢如

寸るiでlこ長崎聞か､経過するこい二甘るので､考のl削こ他国の摘赦を繚紆

充令対凌皇錬るさともて･そる一｡

囲 この鯛塵lま､実験の牽施か椒きれ仁Lそ､境線Lして行わなtナれ純一

の一つなので見いで突施した上ヒ､登料ゼ方法帥寧す､しも丸々Llま蓄えなし1二

今後もなお顔座を線萄寸か寧事々ヾあカニLをイ寸主したい｡

鼻條卜今回の甥耕は､木方長躯予報線の髄磯子観官の盛知な朗主ヒニ､､1

数少管し､視料のヰカ､う盈j:､ニL小-でう仁ことを紘し､謝克を泉したい｡

ll0 120･
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(21)k責げの確c巌

防衛大儲枚養蜂物理戟玖里

ス掘希薄鼻今鯛三け本

1絹名
前回に引互絶互､高空ヒムサ5隼cり譲渡き書経埴l左｡今郎/デ7アキ

現在(=7房キア月J亨て-の利見紹呆kつ‖て幸陪寸る｡

j 訝如予見の棉藤

山言珊瑚壌
航空揖(F一郎-けエツ欄蘭削り計い装局沌輔賂の干のモ

ブ叩蛸之れてくる及晩ガスき試杵とし､その平に含まれる作cり願
佃侃沌.

席焦慮行吋､航空匂衛鵬冒航を団摘阿鼻築城)の触りソ､
れ,〃､∫～j∫｡佑/ル∫～/ブり¢ど

のを瑞相鹿は｡
よ£ 把山蕗卦丁ユ山草性ソ∵㌢ヱゼきプラスナブ′息臥ヒ入れ

就農しlし及敗力いスを舶王域呵と【ら.路上晴輯ヱ師離岬
刀kJリ言岬りま根さ行っ左｡
(ユ)諏査韓泉

/チアアキア可力､う/ア"キ7巧まて一`り高空り隼c弟嫁主息1ヒ示
5 鰐語

高空と地上の′宰cの覆風邑l手止蕗Lてそてよソ､二っい祀上と古け･く

断てし-く毛りと思われる｡



泉1高車の仲c雛

崩壊高風叫
′アクア

∫j.7./ダ デ/卓∫ /アダ土♂､チ

ぎユゴO /∫∫∫0 /ヂj土川

/0βJ∫ /ゴア/∫ jβ.宇土椚

/ββ占∫

ノβ.ヰ //√ヂβ

/∫j≠∫

/亨jj∫

/0.用 //∫チβ /∫ヱ阜∫

2/､ア土/ロ

′卓ぎ土工♂

上留ブ士β､ヂ

//∫アβ /`/∫ヱ

/′ノjヱ

/ユ ぎ

′/エコ0

//∫アβ //ぎア∫

/尻ヱ上紺

ヱよβ士ノ､β

/ノ∫印 /j卓2β /∫β士ノβ

//∫アβ ダアブ亭

//jガ∫ /♂♂g∫

ヱプ.β土aチ

ヱg､宰相､/

//∫デβ /♂♂J∫ j尻率土♂､/

/イ∫デβ /∂ゴアβ

/βデ紺 プア/J

葺/j士/β

J卓β士/♂

//∫デβ /β/∫7

/β♂J∫

享/2土′β

/ヱ∫♂∫ /尻厨士/β

/銅J∫ /j∫β∫ jま∫封叩

/0山∫ /J//チ /貿古土招

/郎7β //∫デ♂ j改∫印､ア

/銅J∫ /∫ダ∫ダ /ア/士/β

/釣り∫ /J享jβ パ用土,=7



〔22)稀薄車庫恒米軒権藤趣き磨撮

棚離鮭餌覿軒
凱確軋本卿ぎ三.

呵稗え

1.商舌
根諸醸輌7いルアウト慄㈲什紳間組如≠細舟場
奄碑担丁こやに二碍嘩脚鮎軌･て千草碑叩いあ首相碑
/･≠一明攣絹碑摘草L柵栂腐和銅鮎由40耳
吾ト｡本線て甘粕㌻ユキ∋付か卵陶タラ阜7
摘草長和す壱｡

之離顧q碑
吊毒礪膵取如こ哺処痩
凡愚晩節葦置はブレアィJレ′タ,電
郵碑射刺晒/♂ガ～あ主｡節2

一｣-_

乗
ナ

何H∧U
.■

一

随

ヽ
ヽ
/

｢に鮭軒礪

-
-
1
1
■でま打呵

果簡.卦拍■ポゝ主フィJ
f㈹騨し｢倭､アレフィlレ

鞠町∂≠ァルコー峠拙鮎卦廠∴呼止訂レタとと1
抑ヰわ♂･ごて‥斬ヰ時碑原化しコ紳軌軸碑と1仁｡
刺紳捜
席化紳･引碑厨亡綱スチロール軸圭嬢暴lこ入れ滝山､J触溝(
印亡亡′/きう∋机下紺射‥フい7神村力車/7車′羊確平コ､う
き川スげアトロノト■膵7調､っ仁｡腎rいItて甘享頼経希令碑
ブラウンドp釦イ什ロトタト音ソ凄絶拍二呵｡

酎布車
泰-1lこ舌＼ト｡

ゴー舞籍
建た†シアソ

ヽ
/ 弼解岬上.封硝舟如葡貫化針卜拙t′､イ

7†ンプラトJけラフ77イ′こ､一プルタ上l:庫き輔棄銅こと長潮卿
車相互`:よる桝剋如戊碑壬甘ど一毛佐劇て今朝斬首行う方針てい揚石,
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(23)♯水如適払訂よJガ堰丸

薗変衛算鈍糾
せ虚ふ蜘野方上一美

ユ.顔老
成阜阜康務略如軌如土成郎一議軒岸よ易者とL.牡威∫ニいr
方′毛ナで締ど軸修翻すて如L了tl了｡ま碩力軒感触舶手ノ

ふきと′客席侶オ巧柊下起r庚～古かウラン或床〆射ことセ潔射車

中ご一って.ご小ちり隠鳴引吐下水.ヰ水圧=けウラン子あっl･仔トリちム貴所
新車捏射けれ利伸如拙描如､らこ再力朝地ゼ庸一うう′

〟∂ねの長官一行与っモ.

ヱ 顔互廓か腰皐
叫 ㊨材摘:呼水〃ゼ巧〟∠他宗t=､ガ亀吉イオン麦廓綿了-一帯感
ド)狛｡Jγ.軸丑打席ズイノ｢Pメト･卜によきオブまて･■卑小号･■小

画調軒漉醐晒∵ 平射市.庭群青.席郎如叩き虎水す3･
蘭と園1に恭一｡

ノ
′

_≠タJヽも.-ヾ.J■kIl▼′ブ'､ゝ
∩･

鱒市-㌔二＼

ヽ /
■■■一■･●■-`■■･■---■

qト､､､′ノノ

′/112km rJ//

メニナノ



秀1J≠阜阜家輝郎方に舟･rき拝クと中qJヱJ偽計=一班毎

り港叶
ユーム長塩 jj♂㌔

(戸山仏 (βh/ノ

〔遭水 ♂ 〟.♪.

膵明石叫東 れ♂/♂ ∫ れ♂♂/ 〟,♪.

巨肌打 ♂一叫ん之｣し ♂.β♂ダ ♂′∋β

乙りし拝 ♂.♂ブタ r ♂′∂♂J 〟 β､

省平手野方町

平‡才季宙㌃町
蕗連年ふ田町

確iみ市電プ車町

碕確率いり打

線巧腐打
砕郎見積町
痛連字答†町

碑▲長年人ヌ紅町

筋舶御得町

錦晶子鵬財

鋳掛材東町

れ′jク エ ♂′♂♂J

♂′♂中/ 王 ♂.ク∂J

♂t♂J/ 土 β.♂¢ノ

♂♂㌔? 工 ♂.♂dグ

♂.♂/J 工 ♂.♂♂之

♂.♂αr ∫ ク.♂♂j

♂,♂〆チ r 仇♂♂ブ

♂′〃♂J ∫ ♂′♂〃ユ

ク.♂プJ ヱ
β.♂♂タ

グ.ヱ∫ブ 工 ♂.♂クg

♂

∂

甘

針

∩ト

打

払
-
レ

打

〔レ

a

パ

ル

肌

〃

〟

〃

肌

止町

〟
‥
肌

仇

j.杏身
分印書穿か招甘り､いラに′家確払方1す本に任しけい1ttノ】∂穐舟√け-jJう

子小′クエ毎4=レ･-ノガβ4所廣高掛‡.学小㌢小♂.釘〆アルク訝=､■♂′j♂′ム
昂つ仁.才仁中kの■■∂伽功字βか如♂.♂β′左′々て'顔ゾ.汀･りれ′ノ∠鱈拒ド

ちと′d､行場.･埴l阜L7‖きごrが朗ちがとてフた.一斉ユノ年な∫ニつ･tてけ
腺摘吊組㈲打如･与.れ/′出力ン挿巧ものけ倒産がス釘鮭でぁつ仁が

も硬骨ヰ本巨⑥諷小トlきことl･朗けと与フr;.淡と〃β仔東塘延方劇拝7kJニ
顔如し丘七､′ウラン･トリウムq岸惣躍威∩ヰ水..呼下水にフ､lてけ′賄押朽

ち′今超ぇ定射二甜をL==牒博一一虜茅～秀之ら小rて｡



(24〕皇L汁中り例Ⅰ¢イオン秀頼廊脂への唖崖車の豆化

濃林水産月毎雇鈍磨堵
営書風 嵐

1､瑞会

報射lト壬碑啓(ミよぅ戎密語染付,でlき5咋り飽水準′ご薦きごとが曹辛い･一

｡志度食品の放剛生鯛酎こ上う汚酎こフIt～モ碑封か虹摩ど､ぁリノ牛郭/て二
席料(喝ド額畢)粗どせ過L7′鹿射植物官か威患賜内ド人り.フ･tぞ､I年釦

ヒが尊母王れる.隼軋仁義ゞわ机う熊射練物尉の丘か7It古ノ∫j■ユぼ侶K毎

汁へq鶉符号古今り｡

釦汁ヰ｡刷1左端如く創建すヨため控は′釦汁中のl封‡甘木か胸骨

軋保在鏡花川よせど､柏うド真イけjが言責｡jごとか重厚ブあ吾が.理
臭が写しJ.墳に愛=作の閻工首線イオン奔瀬棚忘K岨居丁せて測壇す≡

詔欝が禾で朗｡泉.届東どtぼ′廊釦衡ク酪遽呼埼′保射表丘とl■打土

刷‡命布り空車盲ノ圭Kイわ責務横筋へり哺点辛印書ル¢面か､タ碑

のIヲJ工の締督励亀頭のノ確且K亭ずすき=と首β申とす吉.
ヰ由は.班妻Lせ巧山手2成捕哀し.皇挿虐沌川Ⅰ話者郭訂ぞフ

巾轟邁申開,ノ保有量針目動汁やの籾∫の 婚イオニ斧頑メ封鵬へり軋

み兎｡

2.錦屯節電中根尊

い)顔靡材料おょかt方請

当島鹿討館掘直の或胤､戸の山羊ヱ靡川本す■一ネン塵)t珠封一夫｡磨

里で三好釦竜牒1日招～I､｡距針た｡これ占の山千仁寸々γ丁7

(仏工ノモ凋も毛り/′♂～/ヱβ減 歩7●セル才一蕗口頑与エ,山号鯛朋

l二て廟育智頭エ′超f律凋間.卑日周I壇吋臥相紬=′
l¶‡5亨梁触手靖夫.僻斜町へイヰユー7t､r固馴鳩車〕七郎新潮和

束は 自適lミ与iた.

碑ル長生体慮由削r消音剖叶抹,¢相承塵亀K推イわ手腕柵麻1

k′ヱ.～m≠γレユ び習)モ底†モク.@ 虎麻毒(3へ旺)ド?日月

@り司親椅齢止rモの′㊥未ルマリン長針汁阜の′%騰がL′丑有産一
.伽

′｢-
へ⊥■..⊥L⊥l･■､_､

-一.h n ⊥ ‥
_...▲ 一l.._⊥ 邑_ 人 一 ○/ dし-hJ nロト趣



紬′
瑠眉孝Jr概階て塵硝の如叩の〟∫〕-J碑藤吉適(た確の如十ヰの

と打J岩わた.丸オナの別‡は銅♂ア～2･3甚･/判"遜t‖ぁった｡
(1J紺鼻

軒廉盲凄 いこ京す.

泉l如十干の一別丁の館/わ秀頼樹騎へり吸着辛

瑚8鞍
婚机虚像 J曾麻偉租(押倒)

兼ノーマリニJ%三春如 ンl〆轟

89.8

86.0

84.4

85.4

85.4

85.4

83.5

91.5

88.5

88.6

87.0

90.1

89.0

90.0

84.8

79.7

77.7

81.5

81.4

80.0

80.9

87.1

84.9

84.9

85.5

88.6

89.7

89.1

45.9

55.4

58.3

62.6

56.5

34.8

47.6

76.4

70.7

75.4

77.5

83.1

77.5

87.4

ぉ汁ヰの何丁抹.確製産碓….!り蹄～呵ガオーイオJタ媚勧梅に唯如れ

使I頚骨こせ席保各tたモ相方〒姐毒草が下がさが.pt～押繋が-且届書小長

L′碑釦稚ホルりン錦牒0しげ諦像存し直毛のの岨羞辛斥十う～押%ノ 水仙マ

如仁愛温膿み体毛ので挿一jo～ワユ〆で一けlェ蛛局年中哺ケがl升～小誌.

3.密語

如上の紆果より.乳汁中の刷工け棺軋直梅?､l冨`へ冒9%′ ハ=隻ク==即

応で即～叩%′かレマリンJ%添かつ÷㊥席備希でキト叩ガ′かりリンl%ご弓

温催祖でIJO～?エ結 か婚什ケネ頒柵胸K他者壬丸首｡こ九ゞのこt･より′

の一列1は線引後 ワ何問偲禿で′Jせ鹿倖菰で抹若干唯羞辛が下甘､さ借j



〔25)雨′水ちり､嘩水､海水､土壌および各種食品試料の放射能調査

帥日本分析センター

柴田長夫,西村耕一,宮本

野口正安,荒木 匡

1 緒 口

科学技術庁放射能調査委託にもとづき放射性降下物(フォールアウト)に係

の放射能調査として,52 年慶に採取された雨水ちり,陸水,海水,土壌お､よ

との環境試料につぃて90sr,1aTcs を対象として核種分析を行ったのでその調

する｡

2 調査の概要

昭和52 年庭中にこil都道府県の各衛生研究所などで採取され送付をうけたこ

につぃて,昭和52 年10 月から53 年9月までに帥Sr,1a7cs を対象と してj

った｡

(い 分析対象試料

分析対象試料は雨水ちり,陸水,海水,海底土,土壌,日常食,米,牛乳,

ク,野菜,茶,海産生物,などである｡

試料は31都道府県の各衛生研究所などで採取され所定の前処理を施した(

付されたものである｡

(2J 分析方法

分析方法は放射化学分析法で,科学技術庁制定tt 放射性スト ロンチウム分プ

tt

放射性セシウム分析法''に準じて実施した｡

3 調査結果

昭和52 年4月から昭和53 年3月までの主な試料の測定結果を表1に示し

以下試料別の概要を述べる｡

(1J 雨水ちり

各県の月間平均降下量を表1に示した｡雨水ちりには測定結果を得られな



1きTcs:0.086(0.036～0.19) mCi///成

年間の傾向としては全国的に12,1,2,3月忙高い値が認められ,地域的忙は秋巨

潟,石川,福井,鳥取,島根などの日本海側各県と北海道,青森,福島,静岡,高真

の各県が他県に比べてやや高h値を示してぃる｡

(2) 浮遊じん

福島,茨城,新帝,福井,静岡,愛知,大阪,鳥取,広島,長崎の10 県で採取L

料につぃて各県四半期毎の測定結果の平均および最小,最大値は次の通りである｡

90sr:1･2(0.1～4･り10~8pci.亮f

la7Cs:1.9(0.03～6.0)10~8pci/ぴ

(3) 陸水(上水)

上水(蛇口水,源水)につぃて各県で2～4回採取した試料の平均値を表1忙示し

その全国平均および最小,最大値は次の通りである｡

90sr:b.13(0･006～0･36)pCi/之

18TCs:0.012(0.002～0.025)pci/土

地域的には90Srでは北海道,秋田,新潟,京都,大阪,兵庫,島根など,1叩Cs l

海道,秋田,東京,京都などの各県が他県に比してやや高い値を示してぃる｡

(4) 海水,海底士

年1回採取した試料忙つぃての県別測定値を表1に示した｡その全国平均および貞

最大値は次の通ゎである｡

海水

90sr:0･14(0･10～0･18)pCi/上

lさTcs:0･15(0.12～0.19)pCi/乙

海底土

90Sr: 6.3(0･0～ 28)pCi/晦 乾士

18Tcs:10J(9･3～21･0)pCi/鞄 乾士

(5) 土 壌

各県年1回採取した試料(深さ0～5cm,5～2 0`Ⅶの2種類各1試料)について

定結果を表1k示した｡その全国平均値および最′｣､,最大値は次の通ゎである｡

0 ～ 5爪



1aT

cs:41(1.3～15r･)mCi/馳2

(6) 日常食

各県年2回採取した試料の県別平均値を表1に示した｡その全国平均および

値は次の通りである｡

90Sr:4.8(2.7～9.4)pC主/人/日

‖7cs:4･5(2･0～9･9)pCi/人/目

(7) 米

各県年1～2回採取した試料の測定値の全国平均および最小,最大値は次の

90Sr:0168(0.0～1.9)pCi/晦精米

1=cs:6.0 (1.4～17)pCi/鞄精米

(8) 牛乳(原乳,市乳)

各県年2～4回採取した試料の県別平均値を表1に示した｡その全国平均去､

最大値は次の通りである｡

90sr:2･6(1･0～4･3)pCi/ヱ

1ITCs:5.1(1･4～30)pCi/ヱ

(9) ドライ ミルク

ドライ ミルクは市販のものメーカー別12 試料でその最小,最大値は次の通

=sr:3.7～ 74
pCi/鞄 粉乳

川Tcs:10～210
pCi/恥 骨乳

(畑 野 菜

大根.ほうれん革忙ついて生童期忙合せ採取した試料忙ついての測定結果を

に示した｡その最小,最大値は次の通りである｡

大横

t●Sr:0･6～53
pCi/晦生

川tcs:0.0～17
pCi/句生

ほうれん革

●●Sr:2.6～34
pCi/軸生

I一丁cs:0.6～66
p(コi/和生

地 美

甘岡.京都.鹿児島(各2試料)の試料につhての平均値および最′｣､.最大



(柑 海産生物

各県で採取した海産生物は海水魚(カレイその他),貝類(アサリその他),海毒

力メその他)である｡その最小,最大値を示すと次の通りである｡

海水魚

00Sr:0.0～2.1pCi/晦生

1=cs:1.4～19
pCi/鞄生

見 類

90sr:0･0～4･1pCi/鞄生

18Tcs:1.8～5.9 pCi/晦生

海藻類

90Sr:1.0～6.5 pCi/晦生

18TCs:0･7～3.6 pCi/相生

(13) 淡水,淡水魚

淡水は北海道,秋田,福島,茨城,福井,新潟,長野,京都,広島の9県につぃ

回採取されたものでその最小,最大値は次の通りである｡

90Sr:0.01～0.45
pCi/ヱ

1"cs:0.01～0.18 pCi/ヱ

淡水魚は北海道,秋田,福島,新潟,福井.長野,京都,広島の8県で年1回採･

たもの(コイ,フナ)でその最小,最大値は次の通りである｡

90sr:1.7～130
pCi/晦生

187cs:1.3～10 pCi/晦生

4 結 語

科学技術庁放射能調査委託にもとずき放射性降下物に係る環境試料中の放射能調査(

52 年慶に採取送付菅うけた各種試料につぃて帥Sr.1きTCs を対象として核種分析を寺

尚雨水ちりでは軋定値が低い値を示した51年度よ り全国的にやや高h値を示した｡



表1 各穫試料中の…8r,l暮TOsの地域別平均値

雨水ちカ 上 水 二鰻(mCi/t■)

(mCi/馳‡) (pCi/上) (pCi/上) (〆:iノ句 小利ふ) シー加仏心pCレリレ唱



Ⅰ環境に関する調査値洋,廃棄物)





(27〕涼月温の韻査
に つ

t､て

気象庁滴単軸廟

藤原都政■削紡蝿

1掩毒

見裏方萄ま=77年良か占領射性固僻の軸貼真東B臭触り埴洋

に奉軋藻草風締出綿如長軸娩則鮎介抱して=∋｡風酎埼灘兄事

廟軸睦非常に榔に囲鮎臭が効く.とくに.風早茸では余膵わ如いな

月77年度の判勧血は､最蹄尊巾面相愚ポあり､非帝にあく九､l`
月【牙日畿畳､4月ヱう則こ回収､碍ヰ0日向り到免を果敢すうニュが生麦た｡

2締晩の概畢

しl)鹿耕軌畢
敏到偉
観判内容

盈風丸くl,GOOトン､角 川 賓)
頚層菰判定

観測細向I?｢官卑3月ほ日～4月23日

観測碓鼻 300卵.2′N､t460両.g′E､
水 煮ちつヰ0 椚

観測方急 TS-MT未知蹄I基･村医

知触娼(音響未よび嘲舘軍､才l郎
〔2)調査鮨果

わ国はt勧仰向ヤの4月25日よ∫月23日まイ瑚鶴机上後術融
璃盈)左京してtlヨ｡軸につl-ては鼓酔､ら回収時illマイて測定値ポ弓

､､ちがt克駄剛1は■設題特別ら4月t?巳よ佃鞄卵ベ10〔極
==日から根甜剋直ポ現われて､-う.流産瑚定乾布し甘晦ユぶ坐庄〕d
舶には綿毛ほぼ一魁寓言中lじ乙した右向であり､舶相変捜.環軌こ如
し 4月10日負から測定亀が現わ九lまじみたと居えうれ5が.そこには妙剋

一〔ロ∵巨｣に異物市嘩･むつカ､かり孝謝賀長侮領主大きく了5原因モ幼､)
浬像さ丸吉｡

魚島は4月占～7日.1トtユ日よ宣ばユD引こ.大き未卸元t7､､う_



一之Ol〕までの期珂は,卵夷～沌日軌こかけて虻q東の竜掛､漬かこ変わフ長
軸きの免れ喜界し.用過如巾変動が幸弘して=さ.最知の変軌まこ描

きく在ってl､冨｡ヰ月ユ1日から回収時iでは.え～址鴫鮎涜九で､一仁

方嘲に勧九てl-う｡オ5匝は泉直の東西あよぶ和齢の4月拍8づ

ての変動互示すもので､剋盈は旨亡里吐レ人下イ.謝雫鳳界机下､軒ち0亡｢

何が非常に争て動班てl-3.才ヰ臨は本利親見きプログレシーーブベつ
和した毛のであう.10日鴫鴫し1は.】うB諷では虹拍忙ヒし

15日きでは 毎～南東､け日比卑ユ写日きでは東泉がそ九紬車線Lr

3 結語

い)本年産直果の鵡封

棚虹当方ヒLlの最長廟向碩促であっ.£軸に軒先すべヨ
が､一応う稚の棄潅♪モめの劫軒叶オ食紅工薦えられち.

今回叶刺恕り耽の事鮎知さこエオ咄丸正.

イ.免れま1軸が九きく､こ九は数日布いL一は十敷Bで他叫
賓化して､､う.

ロ.触の祖船の醐は情鮎ち向lてより変わり､鼓銅山
半日即恥＼東鶉席相I日周抑の防が子れぞ九卓赴Lてt､5｡
ハー 変動粉は親胡換によぅ右のエ庚えケれ盲が､1日咽よク実

向七あヅ.こ嘲での､慣性馳互泰阜Lてl-る.

(2)今後のr礪

今後の調査きより看如､つ届値あ言毛のヱす5声鋤こ如ことが漢畢1､占
イ.よっ微弱蜘主副触泉ヨ≡細封の帝発.讃嵯の禰互比軌.

口､よt)長野恥鰯捗促よ宜げ剰ぇ･到項強の勧.

八､人材の確温･垣内叫協力覿管巾赦｡

(3)今後J摘果碑
牌恥ユ～ヰ具に抑言放軸匝早期東泉､風脚みよげ長潮雪
軋讃俸卸囁互醸｡
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(28)横須賀蒔､佐世保港及びホワイトビーチの放射能調査

海上保安庁水路部 海洋汚染調査室

柴山膚行 小田勝之 宮本酋司

ニッ町†吾 鹿野隆夫

/ 緒言

本調査は､原子力軍艦が寄港する横須賓,佐世保の各港及びホワイトビーチ(金武中

海水及び海底土について､環境放射能の長期的変動を明らかにすることを目的としてむ

須賀港,佐世保特については､昭和39年度から全 β 放射能測定による調査を行って

昭和45年以後は核種分析による讃査に閻染えた.ホワイトピーチについては､沖棍宅

昭和47年度から上記2漕に加えて裾査を開始した｡この報告は昭和52年度の調査

いてまとめたものである｡

よ 調査の概要

本調査のため上記3港のそれぞれには固有の測点を定めてある(横須賀蒔6点,

7点,ホワイトビーチ6点)｡調査は年4回定射的にこれらの定点において表面及び

メートルの海水と海底土とを採取し､これらの採取試料を本庁水路部(東京)におい｢

学分析により測定している｡

分析核種は144ce､60coであり､分析方法等はなお従来のとおりである｡

陪和52年度の測定結果を144ce及び60coについてそれぞれ表1及び衰2に示

囲1は144ceについて各港ごとに斯別の平均値を揚げてあり､昭和45年度以降の亮

を表わしたものである｡

海水中の144ceは第1回の調査では前年度後半から引き続く増加値向を示したが､

第 3回の調査で減少傾向に転じ､第4回の調査では再び増加した(,

海底土中の144ceは､囲1に見るとおり各惰とも前年度に比較して増加しており､

の移行､蓄積がみられる｡特に横須賀蒔での増加が著しい｡

60coは､海水､海底土とも前年度までの結果と同様であり､大きな変化はないo

J 結語

144ceの変動は､中国の第19回傭和51年9月26日)第22回(昭和52年



表1 海水及び海底土の144ceの分析結果(昭和52年度)

横須賀蒔

第/回

7月

海水

内~寺呂:呂∃喜…呂:呂呂三
雄i/ゼ外一上 0･033±0･00卑

下 0.033±0.00句

1 15斗±10

pci/K夕 雲 弓喜……1守
5 123± 9

6 161±10

佐世保惰
6月

海水 内一上 0･103±0･0机

下 0･0互1±0･003

外一上 0.072±0･006

下 0.063±0.006

2 172±11

3 116± 9

4 82± 8

7 158±11

10 1斗7±10

12 163±11

13 159±11

ホワイトビーチ
6月

海水 内一上 0･032±0･004

〒 0･028±0･00句

外一上 0･027±0･00真

下 0.039±0.004

1 65± 8

7 56± 8

8 68± 8

9 7斗± 8

10 70± 8

11 107±10

海底土

第2回

9月

0.00JI±0.00ヰ

0.019±0.004

0.010±0.00∠t

O.01ヰ±0.00上I

185±12

185±12

305±1句

1斗3±10

339±15

209±12

9 月

0.033±0.003

0.0卑3±0.003

0.050±0.007

0.038±0.006

73± 8

73± 8

77± 8

181±11

88± 8

2互7±13

185±11

9 月

第j回 第

12月 3

0.00q±0.004 0.035

0.002±0.00ら 0.039

0.003±0.00斗 0.033

0.005±0.00句 0.021

235±13

190±12

365±16

233±13

217±12

283士1互

258

350

557

27上†

282

397

12月 3

0.011±0.003 0.020

0.010±0.002 0.026

0.011±0.006 0.036

0.015±0.006 0.036

190±12 134

75±

6卑±

q
ノ
8

196±12 233

165±11 91

212±12 212

109±10 181

12 月 3

0.047±0.005 0.028±0.005 0.02コ

0.055±0.005 0.018±0.00句 0.031

0.055±0.005 0.017±0.00句 0.02;

0.079±0.006

133±10

1互2±10

118±10

158±11

114±10

1JIO±10

0.023±0.00JI O.0斗

117±10 1J1

121±10 7

121±10 1句

158±11 13

163±11 16

166±11 18



表2 海水及び海底土の60coの分析結果 僻和52年鹿

横須賀港

海水 内-

甚i/ゼ

海底士

pCi/Kタ

港保世佐

上
下
上
下
1
2
3
4
5
6

第/回

7 月

0.011±0.005

0.009±0.005
兼】I兼

♯鴬巣

3

3

3

3

3

3

+l

+
-
+
-
+
-
+
一
+
-

′D

2
エ
リ

1

8

つL

6 月

海水 内一上 0.000±0.003

下 0.002±0.003

外一上 #=

下 兼兼業

2

3

4
7
0

2

3

1

1

1

ホワイトビーチ

海底土

上
下
上
下
1
7
8
9
1
0
〓

3

3

3

3

3

3

3

+
-
+
一
+
一
+
-
+
-
+
-
+
-

3
′b

｢
つ
0

′J

8

7

1

6月

鷺♯糞

0.007±0.005

0.001±0.00Jt

O.003±0.00句
集着★

3

3

3

3

3

+●

+
-
+
-
+
】

+-

3

｢
つ
′
叫

7

(ノー

第J回

9月

第J回 第#恒

12月 3 月

0.005±0.005 兼♯♯ #昔器

0.002±0.00斗 0.002±0.00句
#♯兼

0.000±0.00Jl 兼業兼 0.006±0.
鴬♯兼

0.003±0.00∠I
#器#

3
つL

3

3

3

3

+】

+
-
+
■
+
-
+
-
+
一

3

0

2

3

3
つL■■

9月

0.000±0.002

0.000±0.003

0.008±0.007

0.002±0.006

5± 3

5± 3

2± 3

12± 3

8± 3

7± 3

5± 3

9月

0.006±0.005
♯】I★

器★♯

0.002±0.005

1± 3
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〔29J他の圭べ一プ謝絶

索濾即k秀明新
鹿鴫互∴街路軌應立身ノイ
鶴相璃ノ潔周ノ髭′田平萩チ

/.鵜苫
石碑薇は死泉の止海海産生瀬放射鮎‡睦に狛丁る朗泉ノ丁勧盲鴫l研弼

E1400 1500

切/.言継把哀切
0:フ○ラエフトノベントス凍泉地史
･:ニ粒モ阜滞貨溺阜.子音腺鼻増ぇ
X:瀬見海路

卿生国瑚練物の処針ニイ斬溶射

削る膏略′牽蜃勲碓･兼定離重言

怒勧誠確隻脚モ鯛をの軌ニネ

試卿二ついて圭ベノアあ謂幌卵子く

そ配らの親象雅史は閻圧示Lた｡

浅緑〔噂朔舟輔年度と同じ一
級僻を川下に底ぺる｡

3♂rIデ･讐慧雷雲㌘二様鰍
′カニテン丁マコ舞い/∫ア施)高くノ次いでプランハニ=即亡l

｡ナマコ顔r卿C顔〕オかぜ脚25

ニと1繊細塵界と東川いがノ､

次いでとナチ革(′卵ア触〕か岳フ

とけ鑑泰阜くみ叫巧かrr二現象一

こ再縁1づ丸尺与射好プ♂孔〕にか

デ勢(ノ′ヴ♂ア年女灰ユ鴫かったことlニよる乙のである｡この腔ノ阜鼎(阜妥牽超封

ウニ考クモいチ卑遍轡.はハ㌧ノブプいチエドに且＼庵椚て掛･埴であ･つた｡
〔Z).東嶺にあ照るブラニフ上の全ぺノブ塊紆紛糾水葬抑二計ると｡三絹九〕
アC`毎∵ノ軍減反筑妨://jP仁廉ノ剋L頴鍼わ温石プ摘､:舛P亡うれノト即席方ニt

〆菊鹿をそ赦そ弟斤､L′潮水嫉みよひ葺湧晩細加卜笠守康か宙如ソヤ＼高一

釣らノ托た.克ヰ及のプ｡ラニフトン壬イープ碑打方拍手手刀埴は好与泉のそ舵とほ
ノ打水虜与盛賭iイいろ



､ソファラユノドに止い暗い値与示Lた｡乙れうを深徴町こみるヒグル2β♂牲項:プア

/抑一2♂♂♂町確:/7アら飯′地車勃伽媚:ワァご擁一部♂♂～占〟り租項:

tそ舵それ斤､しノ潔運拗呈修くなろ伸向が喪折ら舶た｡ハメーカイワシ塵は相磯プ

Z邦ナについて割勉､昭七われたか′それらほいす加乙コ針川上であり′ゴて

いか｢塩魚牽.ユリ患い櫨か碑う舵た.
㈹.ベント久の全●ぺ一メ親射絶ゃ3の江上の測剋直盲斤､したもの､乞動免翻

る仕草け舛見で備ゎ櫨と凍らない｡本朝吏埠に臭った魂披甘眈に述べ羊か1さ
一子ーかカンテンナてコ顔｣二匹敵す引直のみられたことであろ.ヒトヂ顛の遁旛三

宝ハトク値掬うと′2Jβ～描肌射/βP%√ご′餌叫♂抑几届:`ア‰.伊
原:折亡菊勘抑♂-細川鳩:冊P?毎次音別上そ如残しノ頚深軌こ釦丁ろ

みか慧tい植芝斤∴ナノ∴ニの牽軌二ついて朗月らかでないか:ヒトデ孝和う解.ノ

毎■tニゴる言如肘､■也賓とちう〕J｡′ヾント久の濁音風勢こ鼻毛リ′ラ新着洩鶴く

決め目しち｡カンテニデてコ興では2ロロ"rβ叫卑が冊匹毎次もれたのに対

批凡骨が/門巧う舟首乱f∴ヒノ舶勅でt拙一/拙肌周:デアライ言及ノノ♂
周:j7平年呑軋助β一gJ,〟川り菅:占ワァC壇及にみうれうエうに凍(ウうlこつれ

(与って＼､る.ニの具に､ついて11チ才もさうに凍淘如卸鵜野lこ･ついて劃足与婿

の達､1によう碓.勺ヒ､宕め1薇打音速折る岬寒があうう｡

机牌埋凧旦淘妹怖ける-潮乳ごれた碗生物け蛸(てコれイ′イ
7イナメ〕ノヒトチ輿(スナヒけノヒけ)ノ号横線(ミヤコ〕ノユキ坤靡
イがイノアカカーーイ′ミルカー■イ′トリがイ〕ノオ宴牌〔ワカ〃であ5.生堺碑
柏盲叶的●朝顔か弟鴫りワカメニけ7PC菊原∴丸1′で.阜顔(∫〃与加
瀬(卯PC勇次).甲御.(シャコ:jrアC菊鹿)ウビとなっているかニヒト封

測剋如､･コ√以上を示した山帖ほくノバ､ソけラニドに超し鹿椚て胤埴で

廟ノニ教学靡の皇へ十ヌ植の3珂成上の出頚捧与財ると〃′gg芳与そ航そ如ノ

と喪り古い｡



(30〕癖尭繰上のムモ.戎産ヒ伽tてついて

乗三春宣水虐同家叶

銘木綺サ

ト 妨 害

藤棚藤専の塙岳土に崖嬢ざ出てい綿与力発車輪転簸の`t沌ヒ･･のj醐初
頭肉にか十島金串放げぞの卑吏イヒlてつ一てlよ鼓亀甲や梅錦珂の軸に止ってj

さ出てきた.またムヒ功鹿と頚鹿上組与の粒径ヒのI封偉もヱ直ら揃奄の丑経

れ`℃阿木部分lれ叩∫拍ばq♂J7椚れ以下の薇神城各-て最強しト､5

患鳥は璃庭土へり占乞｡り患嶺機知い璃ヒLて軸専塙森土にっいて

-ル長の起債錦乞行い.主ヒして碓呆れ草庵そl寸不十分をあったシルト改正

fてb十£Jt｡の倉掛てついて鮒t鶉みた.

ユ宙由平亀城畢

轟直上嶺輯tま/チア土牛/胡鶉直垂内叫罰l托示した凍取地車ぞ･スぎスマツ

ヤ一線確寄･引弔いて確敬し.軸Lて碑ち掃った.

三高森土『旋徒労科せ車スナ_ル(ヰニー/叩よヰ.q:先鋒那花)主岡レ､すL¢

-一J～ナ(径J～々クgJ取初)の起阜I鋸､占い;去て､.中スケール牛へノ∂(径

0､凸♂/訊放吟叔阜付東経束子府政した｡
J七…令姉オ′樋L′範繰し憾料とフープイヒ水如隻′軸知象永子み理′

板東凍り申出L一刹娼済宣マニュ了′レによ主略イオン如裏町暗に∫i命親と

イオン如勅封終によ£1創始乞!郁子っマコバルトも筆触復ノ侭ノこ･ファボスプロ

㌢-ぐベーター線乞和則Lて行った,

J鹿

採取し良各地如塙蔭土の紬と髄液区分り妻崎り果線番合葬て個j

月鼻のJ哉畔l㍍脂頑取し圭ユ鹿町A-/,月-J巧う与りパーノ樹t卓出

Lぞ月-仁一/′月-/-JヒLた葛巧て･鹿まゎく一二れらJ歯科の先度命中は
命酪E示した.



J♂きないL亨仙下の皐と酢､て葺軒Lたたゎに中天ナー′ル扉下咋頒

乞瞬いFばと柾ヤ湖触拙如､っ杢｡為臭と叫スト′L∫り臭｢
戸ま引J胎星瑚､さい心の舶･聖顔度が高かっh
持すヾぞの錦子･占モ｡『"郎jよとが車ストル捗はのニルト即ち

g∫巫以上力咋スケール乱以上叫醸と直j如二浄血Lていた,



l旦1.一拭判課勧化息
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(31)日本近海の海水及び海底土の放射能調査

海上保安庁水路部海洋汚染調査室

柴LU信行 小田勝之 ニッ田

蔵野隆夫

/ 諾言

本調査は､日本近海における海水及び海底土について､放射性物質の分布及び そ

動を明らかにすることを目的としている｡ 海水については昭和 34年度から､海圧

は昭和 48年度から調査を開始している｡

今回は､昭和51年､.52年に採取した試料について､その結果を報告する｡

よ 調査の概要

海水は､黒潮流域､親潮流域､日本海の各海域で年4回定期的に表面海水を採取

は年1回沿岸域の表層堆積物を採取している｡ 試料の分析は本庁水路部(東京)

射化学分析による各核種濃度の測定を行っている｡

分析核種は､海水については､90sr,137cs,144ce,106Ruの4核種､海底土に

60co,106Ru,144ceの3核種である｡

昭和51年､52年分の測定結果を､海水及び海底土の それぞれについて表1～4

れらの試料採取位置と試料番号を図1,2に示す｡また囲3には､昭和36年以降♂

137csの年別平均値により各海域ごとの寂年変化を表した0

海水中の90sr,137csは昭和51年52年とを通じて大きな変化はなくほほ一元

ている｡144ce,106Ruは数年来減少傾向が続いていたが､昭和52年の春期から

特に親潮流域､日本海でその増加傾向は著しい｡

海底土中の106Ru,144ceは従来と同様の減少傾向が続いており､ほぼ1年で半

60coは､東京湾で約10甚i/Kタ､若狭湾で紆30甚i/Kタの値が検出された以外;

レベルであり､長期的には減歩の傾向にある｡

∫ j陪語

昭和52年における144ce,106Ruの増加は､中国の第19回核実験(昭和51句

の影響の現われと思われる｡ 今後ともこれら核実験の影響の は握のため調査を継

あると思われる∩



0

図1 試料採取点及び試料番号(陪和 51年)

0



表1 昭和 51年 日本近海海水放射能分析結果
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10 石1-00,N 柏8-00,E Apr.15th,,76 0.07±0.01

11 ∠f2一斗1,N 拍5-01,E Apr.16th, 0.09±0.01

12 句0-31,N 柏5-00,Eト1ar.8th,

13 句1-31,N l叫-01,EトIar.8th,

持 ち0-30,N 柏5-00,E こ力1.23rd,

15 句1-00,N l叫-00,E ごul.2らth,

1〔 句0-33,N l仙-5r7,E Nov.29th,

17 J‡1-29,N IJ†圭一01-E rJov.30th,

日 本海

1∈う 37-35Ir弓

1〔ヨ38-59,N

2〔｣JIl-17,N
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2二三 36-00IN
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3互 36-00IN

35 41-39,N

36 上12-30IN
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0.15±0.03

0.17±0.0上I

0.12±0.03

0.18±0.02

0.12±0.02

0.12±0.02

0.11±0.02

0.15±0.OJI

O.1ヰ±0.0ヰ

0.1ヰ±0.03

0.17±0.06

0.12±0.03

0.17±0.06

0.22±0.OJ+

0.03±0.06

0.20±0.05

0.18±0.0斗

0.26±0.0上1

0.17±0.03

0.16±0.03

0.18±0.0卑

0.09±0.0∠I

0.0句±0.01

0.02±0.01

0.02±0.01

0.OJヰ±0.01

-0.OJI±0.OJ†

0.0上止0.0斗

0.01±0.03

0.02±0.04

0.ロ3±0.01

0.06±0.02

0.02±0.01

0.02±0.01

0.02±0.01

0.1互±0.05

0.10±0.05

0.13±0.06

0.06±0.05

-0.03±0.04

0.07±0.05

0.08±0.04

0.10±0.OJ†

0.07±0.0上1

0.06±0.05

0.10±0.05

0.01±0.0句

0.02±0.0上I

O.08±0.05

0.02±0.03

0.00±0.01

0.02±0.02

0.01±0.02

0.02±0.01

0.02±0.02

-0.01±0.02
0.03±0.02

0.00±0.0二≡

0.03±0.02

0.01±0.01

0.0ヰ±0.01

0.02±0.01

0.00±0.01

0.05±0.0=

0.0石±0.0∈

-0.02±0.0二
0.01±0.0⊥

0.07±0.0:

0.02±0.0:

0.01±0.0:

0.0∠I±0.0:

0.02±0.0;

0.03±0.0:

0.05±0.0:

-0.01±0.0:
0.03±0.02

0.11±0.04

0.0∠t±0.0コ

38 ql-17,N139-20,E Nov.19th, 0.09±0.02 0.拍±0.03
-0.01±0.03

0･02±0･0

蓑 2 昭和51年 日本近海海底土放射能分析結果

Serial Position Sampling Sampling

No. Lat. Long. Date Depth ､一■､■Co l〉YRu 'lCe

135-19.1,N139-41.9,E Feb.7th,,76 qlm 12.5±1.5 43±7 217±17
つ つ‖=_つ⊂:･ワI九1 1つn_ム/▲ 7IF F凸h 7十h つつ 0 只+1 ′1 フム+ 良 1∩+11

Radioactivity(pCi/Kg-dry)
60〈 106{ 1上I斗(



表 3 昭和 52年 日本近海海水放射能分析結果

Serial Position

No. Lat. Long.

黒 部流域

131-20,N 13ヰー30,E Mar.13th,'77

2 35-00,N lヰ1-11,E Mar.20t′h,

コ 30一斗2,N l〕1-50,E Mar.23rd,

i130-33,N 132-01,E May 22nd,

5 30-L10,N 131-51,E Aug.15th,

6 34-06,N 138一斗0,E Sep.11th,

'ア 31-20,N 133-32'E Sep.2斗tb,

8 30-2ら,㌣J132-07'E Oct.2互tb,

う 3中一00,rJ138-00'E Nov.10th,

10 32一斗1,N 138-58'E Nov.19th,

親 潮 流域

1句0-31,N l叫一58,E Mar.斗th,'77

2 ら1-31,N 叫3-56'E Mar.5t.h,

3ill-U(〕,TJ 叫8-00'E May 25th,

1 39一斗0,tJl斗3一石0'E Jul.15th,

5 39-39,亡JIL+2-19,E Jul.16th,

:j 斗0-OO,rJILILl-30,E Dec.15th,

!7 L･1一しら1,トこ 1句3-29'E Dec.16th,

日 本 海

18 3r7-36,N138-00,E Mar.1句th,,77

`19 39-00,N 136-Ot〕,E Mar.15th,

20 37-37,N 13上ト20,E Mar.15th,

21 36-00,N 135-29,E Har.16th,

22 37-26,N 13ヰー27,E May 2石th,
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0.08±0.02

0.10±0.口2

0.08±0.02

0.07±0.02

0.09±0.02
0.08±0.02

0.13±0.02

0.10±0.02

0.07±0.02

0.07±0.01

0.12±0.02

0.13±0.02

0.12±0.02

0.10±0.02

0.11±0.02

0.06±0.02

0.1卑±0.02

0.08±0.02

0.11±0.02

0.11±0.02

0.11±0.02

0.09±0.0∠1
0.13±0.OJ1

0.16±0.02

0.17±0.OJヰ

0.16±0.0∠†

0.12±0.03

0.1J十±0.0句

0.18±0.OJl

O.16±0.0石

0.09±0.03

0.13±0.03

0.19±0.03

0.22±0.0∠+

0.15±0.03

0.1Jヰ±0.03

0.13±0.03

0.16±0.0斗

0.10±0.Oj

O.16±0.03

0.12±0.02

0.18±0.02

0.18±0.03

0.20±0.03

0.19±0.05

0.20±0.03

0.10±0.02

一hノ

3
一
q

斗

〔
J
ノ

0

0

0

0

0

●

●

●

●

■

0

0

0

0

0

+
一
十
一
+
-
+
l

+一

∩
プ
′
h
)
｢
h
ノ

つ乙

1

1

1

1
つL

つJ

●

■

●

●

0

0

0
∩)

0

(
ノ
｣

(ノー3

(
ノ
｣

(/】

0

0

0

0

0

■

●

●

■

0

0

0

∩)

0

+
一
+
一
+
一
+
一
+
一

q
ノ
ム
一
8

8

8

0

1

0

0

0

●

●

■

■

●

∩)

∩〕

∩)

0

0

(∠

つL

(∠

(∠

(∠

0

0

0

0

0

●

●

■

■

●

0

0

0

0

0

+
一
+
-
+
一
+
一
+
一

〇

〇

1
′q

O

l

l

l

l

l

nU

n)

0

∩)

nu

0.03±0.03

0.02±0.03

0.05±0.OJl

O.06±0.03

0.00±0.02
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0.02±0.02

0.C5±0.02

0.CJ†±0.02

-0.C･1±0.03
0.02±0.03

0.ロ0±0.0句

i〕.15±0.Oj

O.18±0.Oj

ロ.05±0.02

0.08±0.02

-0.02±0.OJl
O.01±0.03

-U.05±0.05
0.01±0.03

〔1.09±0.03

C.0互±0.03

C･.OJt±0.03

C.12±0.03

C.13±0.03

C.2■9±0.03

0.C句±0.02

0.11±0.02

0.15±0.03

0.0ヨ±0.03

一〕.0う±0.02

106Ru

_0.02±0.0

-0.02±0.0

-0.01±0.0
0.08±0.0

-0.01±0.O

C.02±0.0

0.06±0.0

0.06±0.O

C.0斗±0.口

0.0ら±0.0

0.11±0.0

0.03±0.0

0.13±C.O

U.11±0.0

0.20±0.0

0.06±0.0

0.07±0.0

0.05±0.

0.08±C.

0.02±0.

0.09±0.
0.09±0.

0.12±0.

0.1斗±0.

0.11±0.

0.23±0.

0.22±0.

0.08±0.

0.0上I±0.

0.11±0.

0.13±0.

0.09±0.

0.10±0.0上+ 0.U8±0.02 0.06±0.し

0.16±0.0ち 0.0;三±0.02 0.05±C.〔

0.16±0.OJ† 0.09±0.02 く〕.11±C.〔

0.13±0.0石 0.1〔せ0.02 0.07±0.〔

0.09±0.03 0.0石±0.02 0.09±0.〔

蓑 4 昭和 52年 日本近海j海底土放射能分析結果

Serial Position Sampling Sampling

No. Lat. Long. Date Depth

135-18.4,N139.L12.1,E Feb.26th,,77 54m

2 35-25.9,N 139一叫.LI,E Feb.26th, 33

Radioactivity(pCi/Kg-dry)
60co lO6Ru l叫ce

8.5±1.3 2JI± 5 68± 9
8.斗±1.3 15± 5 39± 8
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(32)商号升施薇耶伊都和親解乾鏑宜蕗見

好城農牧奮励毎ンクー
平射県東.葡紬争

l.緒言

秦釦観世乱二仔席号力磐噺.拭線軒免蛭東和堆抑ぇ東和埴輪.唐動

感賭♂壌相席争力薇勧･･即′そ〆教射0専業和地口;てのぼ為｡矛域席

櫛ピンクーで･げ′漸鞄抑=月トフ呵泉封印､ら環唐加希郎か･て萄匪をi鮨

転雛得ってき巨.名物抑の凰出だ謁l甘軒嘲少の傭如あり,野草研一

くrオフてき巨.一丸働触輝ユ像命題増礎貯｢解軋一席牽ク軸暗中璃
じの軒印雅競わ生者爪て壬てtlろ.本魂･礪和∫2年席lて呵右裾在席軋⊂′
薙壊する.

2.殉杏繹果の碑阜
川薇篠幽亀吉
卯むの柵才′化埠瞭析諾ビリン毛りげン顔アンもンヒ吏射せ′像イオ

緻碑如醐tOでセテクム竃J摘僻し′イ郎･リアカタンダー乙t･β線計測色レ

剋勧陣lくっl･て吼苦慮範囲して的(L;)碗堵ぐγ絶も顔醸し乍.叫の一
番喝しt仲いアの鹿捧シシチレーテ∂1カウンターで剰乾し東｡ヰニク僚叶

し唇繚′薇シシて刹良しモ.ウランの牌呵･耳′リ}顧トけ手心`ニ√ろ碗紬

1て化啄肺絶し′銅ランも叫敵創卦いり袖釦ぺクト項軒梅暦っ肯｡
rヱ)秘K恒風ペノす放射能巷凍
原研オ乙.解亀′蔵匿押隠萄ドつし-て瑚声水か嶺水ご･あるた軋趨串処理戎

て他所秘Kドっい乙げ萬蟹乾配して食べータ鹿如能を測定した｡衷lげ盾軸

ゝtて紺｣の解`録し紬のご一読る｡廊節わ′称軌触感オー′.卑処理工萄
て電肖相称しヰの紳もぺの巧の壊喪ヒし詫.鹿少密教相月欄のすンプ
であ呑｡

番組理工錫奄冊いて朗如酪年と恥レバルの勅印綬頻槻で鋸屑♂乱

ヤ毛筋えて毅郎此乍もの研かり丸橋呵東通オク抑ド鴫阜と比べて真跡
渾で爺っゃ｡ノう オノイヒ嘩あわ印残虐客♂1鮭♯jKて泉みが′ノ僅かド粛年号上



舶tこ移して語増し′帥泉摘卑レペlレ打√○一7〆匝c(狛･2瑚町

制如も叫I･鮎東胡壬れ為よぅド付フた｡

桝劇陳腐摘緬臓鞠師

表2t一触泉碩わ抑Kの拗鵬暗渠ぐあみ.1日.三日l=｢隼で偉ネ､l
勧竺此印†･′飢教緋色l拍刺二千劇的〆である.姉倣雛木蝋

セ.阜癌1亀通ビて堰締び櫛Lてl･る〃Y-′碑捜々碑軽質小ら計石し
触が鋸卯折ろ.

苑巧け和知献鹿部新線捜琳碑果であ巷.｢酵囁./打塵転包軌跡

什一‖恒､ら郷色布,如で′孝だ一均㈲雛再掛細ら机甘い.
泰阜けオノ化卑称欄の叩′叱赫締盟ぐあろ.オーイと瑠zt･∫摘朝`

十グロ⊥リノ㍗簡閲■l二萄れて斌乾して甘づ.胡触爾揚酎蘭掛満

み即･′廟彊所叫′軋も合んご･し∫るせ

象gけ≡葛藤勝と碗賦のあウラン(湖uノ舛uノユけレ)棚果であ1

酪のカグ庭ウラン勧け裔.刺如来厚l碩t･値であっ乍■手軽れ3簸

けあウラン名渾碩､心一々帝軋二専ら働､っ祐二山寺ウランカは事斬
｣利潤肺硝舟如･抱擁醸拍車衡研削乍,てい甘い菅のと竜えられ二

衷らけ触瑠湖畔の拗師朝練であろ｡ぁゅラン護摩t才占炬必ヱ

衷l･排九ヰのか一夕故射能薇痺



竜泉師して′弟妹岳抑て准女槻の

都堆のウうン濃厚両ぺIし中=凱雄
葡､儲如値で濁る一郎御調./

呂′ヱ月の項よ丁ヾ車帰｡頂長南､=
して担轍ぶり桐叫=端境如もの

′折細注軋糾Yl′軸鉾〆えX/オナ
ルニゾcも藤乞るわ♂綱々､っ寵｡刊

げ朋′乙華`摘㌣綬鳩車タス∈占5

〆こ/tこも褒詞観相仰鮎軸
三九条■ 一打伽包囲くと他の破鐘l才鎚

潮時三帆てか･硬弼密輸の麺棚
画鳴い抽色男処理レて､.ろがノ嫁

いもの毛細弓師如帥甘る』鹿の薇
鹿毛確執王臥訂う｡

j一帯海

原軸物ら柳已れ教皇埠ザ碑

別府甑離組′ケばくとも故知蛇

逝イ頚釦●け砲如､如魂摘細胞拍

れ加斗捕るニヒむ如ク.礁,て′

卑に地膚､即親船髄観相き衆望
頂暫である.
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麦ヲ.原節大泉麻の昭硬か軒
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(33)抽酵に糾る海K.藤棚新中の耗肘鑑

真舶公曽我鋸モシター

丼森萬氏樹

上 錐盲

鼻音抑て虔鼓ずであっだ如慕巾再処理工塊およが東電の東弟薪ヱ軽奇軒巾由瀬宙

∫神長牡針く.用勲l細-て入ったt 本牧でば.押知立年度にかk康子
嫡旦東成にか川舟Kおよげ朝雄頗僻中の人工放射性槻申柵データ五平Irr

詑叔軌荊捜申放射紛K草巾紬∫こつt､て食指日宇っ辛絹泉につIlて碑早雲観官-∋

乙 舗伽羅の砲車

川瀬畳郡五:東海君}入兼咋甘発寒或亡操取Lた鼻面瀞帰£が観ぜ頗塀中¢

朝丘′f鴇′紳ふ瑚枇曹碓･β鮒割箸により定卓し摘泉につ畔嘲
彊射離水孝椚襲軸哨結線.三毛来手新郎耶こ較を摺っr二穆三ち張子軌こぼ鹿部刊

渚筑乱鋼盆暗別奉鼻息打紹農に招=た爵研無線背にあ丁場軸毒泉ド碁づ皇;て噌た

ごβ£打Q/ヱ･X 宣掛け｡ ここでGi言海水牒の放射性鼠堆の如上雇良子鮒磨

て1Kは定教士＼本尊亡l靂折F主用=た,Qlほ射檻枚推中萩艶畢(〔吊如′三高

倉虐の席古モ.課£川畑畳.沖合ト音た机正対乾すき低抑湘夏網-一打.ま㌣

竺;詣三等芸芸i浣芸監憲二妄票警≡警志慧雷雲崇慧㌘
捉酌萩郎鵬の痛水･堆積怖周のう相己礁秩栂と′滝水三ち束子割値かヰ官出け

初音東ヒ有意:薄氷,海底鯛頼申巾各放射嘲渡の訝奮景卑の客席字句
如吏員単項.主婦生息準康平句 痢硬筆偏象考要知床軋素直鼻芋巧夏素巨て∃

海水寸の湖′∫怪軒鯛のウち最も赦の島l､のば朋¢郎び叩ふ拍り,鼻感

iうと各すの墾軌邑強り且しながぅも味ぺに威ダLて咋<績厨を禾Lモも､さ手掘り

の一頭払ふJが脚色ば.適ぇ牡牛臥よ凍煙り戴泉単に立l､舟ケ碑覇喜声こピーリJ⊥葺き

簸LTこ拭輯f痛j帰巧放射此穿柵鬼IごJ∂凍ム確和弘下と啓rrこ専､シ卑の鼻声!

丁･けて阜む鹿茸磨上昇を禾L托｡個ヱJこれは顔色如紐級jく椚rこ呑も弟乙′蒸ぎ`1

確東瞼の動管と碓乳こ爪∋｡二の薇果蝶lよ血卑に履く争壬の萩射性辞下問妄甚だ守

吼法科鳥丸理工塙は!ヱ年川月より放射性鹿束の牙岸牧丘毛細し㌣.鼻興理工

jて伴う鼻水巾放射能詫束子利他毛煮之.3に示す｡この偵l才.パラメ一夕皇宮雀軌て



缶ミれなかフた.定常桐生急電線泉Lた海水かウIよ.再興智工島サ､うとみ一

息掩患亡れなか7た.Jヱ月に放出王れた舶凸阜より∴速度放岩の傾足の畜.

粁和紙嘲一波互井炎Lモ井手と.仙下虔で♂･d音戸招と有り′舟K叩′‥

ランド小事看えて.粁丑口直序で融触亡れるす乾性はぁフた.た広軌

く′広軌晩,く軒べ恥新和哺王並ぎ茅と.盆暗史料が入王く勘.抱卵

吉武エで噂伸モ東泉して計草し托嘘と′一時点触紳の利息且と■江秩は

生じ3.し中L.並如僻し.應附拍償射鵬の壬.放出触り
件フて′予測値に丸い男束が桟胤上爪∂痛手げ点く存フて〈うと看え卓几き.

軸如乾せ柵々巧海津へ租ミれ言放軒如.足首並転称て■£虐めてtr一

嘩巾痩触射酎ペルIく著嬬i及ばす加味罪人ビかl.

頚庫堆拝嘲坤の人工放射棚ビ如濱最が島Il巾lま叫Gどあ∂.これ`

海水甲で錐劫巳し′濱頒しですいためで如.仲`蝕と′叩かよほぼ園じレぺ一

Il勘て低郎で凍即師直血tt血であ舌.為永ぜ痛助平の′○`軋冊射.
に.各～えJて着手可レベルエ鼻鵬帥う几′盛時東新のパターン各卸に巾境ノ

料り欄現恥凍軌てJ苫毛のと着え与れき･尭鹿増殖伺でも,再細工ゴ

ば触ユ人材小フた.

3.原音

泊風貌軋墓Jが報恩應鰯卿中の人工萩射棚鹿渡-J強者Jく低く.主とL

軌てよさものであき.理知∬年の各町サえにかけて.封阜択に行甘弟れ打一

翼験のあ曹ミ針丁.痛く鳳机甘別冊′レ小レのエ卓が恕昧ごれた｡

吋加点軋?月に泉東に入-た廠感割属処工各々､りの彩管はまだ鹿缶用て

かし㌧足軽が下村化し,舟甲軸研鳩かl憾科も蜘す∂煙筒て入れば

彩管正成け与れ啓11と看えヰ几舌のど′今錬Jリー用紙査i哉化Lてサく姉

貴痩に.拭鎖線鬼に争大官彿舶頂Ilた人丸晰無菓組合よ古び一泉水蜘

厚く新患乞泉し手す｡

え絨

(け斜曹扶僻‥朋寸推神町陣痛柑乳巳勇軋げ摘漸層′粧射性Iレチエづ払柵

セサケ繊毛､

餌需朝噂有印剋肋食:眈肘墟鹿央の森蜘卵生特別朗唸汁年間横軸盤按錯(パ

加納脚軸牌即刑紐こ耕刺附



濁水.頚鹿推薦物中の人工触観踵舟析感諷

如∵胴

ヂニサ匡舟
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相好理工斬l帥放和鴫如拙モ(り
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(34〕声乾粘ヒ中り棚頗濯につIlて

神祭=條衛生新見軒

0心血空碑

t 虎舌

止弁′芳養詣よび診断に軌､言九う碑椎田他え案錦岡阜っ伸び廿.白と夏最

が郎.もつヰでモノ味巧埠?最上甲tt椚｢tぼ.日絢出媛で.門地一仰Tcうい

ノダー乙含め乙/緋㍍にグ1′jヰ聞硝如鳴っ伸が仁方フて=j.こ人こせ主
音刑甑すヨこLオ溝えれ凄痩に批工れた仰七が′勧仔頗ヒヨ､ヨ｡こ武
イしう｡

とこで′帥七壬前化しノ見取魂軸つ瑚御地雇にフ､lて弼醍壬酌

叱てノ離水斬榊五っ観如特にフ､lて廃絶酢フた?ご敢旨すヨ｡
2.存泉

窃-2に琳ヰ9飯山)千尊頗敦者によきオ腺入∧･ルノ成年､した.きたノ三

つ叔輔翻り日東叱と針Jtて与した■固一tウ卿によぅ′泉現で固い紬
鹿確り斡召牽雇慮-1R示した.

J.席亭､

団一ユに申したわに′鳩1へ○クトル〆トリイに山鹿虹れた家産店′ユ判ご
仰七であった-

明｢cっ廟嘔lユ′轟鮎み=て卵ざれ孟廟雇と馴てク酢畔頒賛によっ.
榔ユ甚魚存したが二号り他ク虜雇で朗昧すべき蕗泉であフた.け一三つ庚申叔;

凋練り鳩ス∧○フト山トリイう席鼻む∈弛ヨヒ′勅空で壬ヨもつと男巾れた.

こつ倉和郎埠細喰と居坤て鮎耐で得ぎうこじかでき.壬たノ帝作が衝

きりぞ1′レナン御乙酌､ラり嘘してい∋もつと居えJれき.

泉一l回収車ヒう亨菓キ

10

Ll戸可馳佃｢可
い1用巨∴い可亘｢
∴.こ･･､､十 ､､
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(35)外洋り解析主抱査

故知愈慮単総点帝曳町
長を鶴､中村ミ

1､続竜.

冊心卜l叩亀卑｢伺lこ､泌卑1長む白ふも卑で衰垂句ミ海亀弛まだ一

川;頚水互壊取しqOふノl叩もなゞも柵しも｡
ユ､諭李砺包う粗箪､
泉入海薄坪『も軋丸句∋範蕗(…-りトヰノK…7-う去､㌣ビ射卜里

∋恥且･ユ連理り碩森永鳥i確帝艮海喪主蝕し､ユ∞且内外ウ冠

､)て『モ†,tll亡ちなで互句碑uゝ｡苫旦昆まヾR碍ミ哺貫之衷lもよ

三愚考-1)りらり忠鮎車-t妄鞠ヒは獲如練乳咽観で､義竜
厚ら勧mこ且も取って鵜¶ゞ急患､ミ低下し′lDbOへ加餌叫乳謂､で､も

ー鮎値とな言｡Lら温も1もl研亡slも南して泉尾･謁窺っ曳寄1冬i
サ汽七つ値､ミ､1戦塵箪なぇ耳､竜軋やミ≠盲.一観に包あ鶉引よゝd
り渇ヽは忘年当職っt丸より竜三恩＼)傾向n㌣あ盲.恵も海鳥水ヰっ当
日養奉げ五平卑嘲より守｢も､､イ鼻向げ軋が小盲｡

妄1.kH-1`一斗楓毎竜泉判痛碑前里しF⊂㍉へ0｡且)

Depth Temp･ S
90sr 137cs 144ce

〔m〕 〔Oc〕 〔宅○〕

58057-N,155026-E;1976/10/9;5030 m

2957 1.68 54.667 0.2 土 0.1

50024-N,153050-E;1976/10/10;4450 m

5477 1.48 54.683 0.0 土 0.1

0.6 土 り.1 0.7 土 0

0.2 土 ロ.L O.5 土 0



如.KH-γ卜3l､よ疋打卜り訂一l範卑観輯勺奇相果
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(36)語草繊軸勺師互

棚睦蟄甑轟痛市
長亀奄､蛍も亀.叫靖､軸穣一､上司喜

1､施主､

顎城島東和揮阜ふよ追福香焼摺浅ヒつも海k′碗嘲毒軸も､細

物中『恥㌫′朗G玖で翻し鼠.
ユ､鞠奄句風っ柵L昇､

温嘲泉ぜ軋､弛ヘス凍淘ぜ､誌蔓トIbk咄勺13東川ミ卑水1､土ば碑

均i親しも｡ま良明漣で喘､議ら尭互中心t戊南lも松嶋､地味
恵でっ気風内で､年末一考鳥海庵場末､よぶ埴生軸も触しk｡hエ視
軸鮎軋射湖痔埼､軸禰粗塊lこ句Iどりつ朽ちシド甑フい相

互恥-て毎取っk｡令碍吉果1毛卜泉㌻lミ翫壱｡

泉1､班洩産丸ン杓う摘も与卑F斡醜)奇碑果.



泉呈∴東覇郎韓確鳴物呑軒絶しド/均一桓)

Year
90sr 137cs 144ce 60co

1974

Nos.of Sample 8 8 8

Average Value 2･2 25･1 277

Std.Deviation 士1.2 士 3.8 土138

1975

Nos.of Sample

Average Value

Std.Deviation

1976

19 20 20

2.5 21.1 203

土1.5 土 6.5 士207

Nos.of Sample 20 20 20

Average Value 2･6 30･4 75

Std.Deviation 土1.5 土16.7 土 63

表3､鮎蹄葺泉南卑水(ST再､年末､末ぶも)令姉誌果〔pC

曳こ S丁目､ヰ…･も博帝ユk叫

Srり､も･…亀1東平もk勅



如､軋官確率如亀塊埼柵騎果(pL;/k3､恒

137cs 60co

1

2

TJ

A

B

〔し

D

E

ロr

T

-

一

-

T▲

T

T

2

4

8

4

4

つム

つム

2

つム

つム

148 ± 50

128 士 87

159 土 54

145 土 29

123 土 35

52 土 24

11.7 土 0.4

10.7 土 0.3

12.1士 2.6

10.9 土 1.4

985 土 245

472 土 283

458 土 95

151 土 16

48 土 21

8.8 土 5

2.5 土 1

3.2 土 0

2.8 土 0

4.5 土 0

1

2

A

B

C

D

[上

F

T

-

-

T

T

l

つム

l

つん

つム

l

l

l

l

∩コ

8

⊂J

8

つム

+､

上

土

8

4

8

5

1

0

8

てJ

てJ

′hU

5

2

⊂J

つム

4

8

9

4

1

1

泉よ 恵笠喪表面卑氷(A仙A)伺碑箭果〔pLこ/-00

Year Month
90sr 157cs 144ce

1974

June

Sept.

1975 Dec.

1976 Nov.

10.8

11.5

12.2

15.3

25.1 12.8

21.5 4.2

7.4 0.5

15.0 15.9



(37)沖鰍こおけがッアグラウパ毒瞳

例日相如ンダー
駄匡･野口正雪･劇正

王.鎚吉
瑚ドおけかヾッグケラウパ春暁(斜報醐瀬棚廟離散〕ヒ1
年ノ引和む与乾き唱和詑年ほ月ノ抽阻詞哺庫で撤した磨塞エ′藩水

物につも11占‰ノ研Gノ〟鵠¢分析を行っか灯十村闇黒そ頼削る｡

2.剰軸料

電知立年ほ月′=相,斜剖輔斤ノ碑康博公輪生研究輯机托硝拍

′未知騒舶碍1,郊雛粧寿いイ藩底ユ′璃斜揖瀬面磨如武郎
哺薦傭モ新た席産生物一戸ルピアノガザチノポラ)喜入寺Lた｡顔
庫と同じイ参る佃1,2)｡

3.享晰韓
媒酌モ柵は,雪椚ぞオ哺処理操縦席った¢ちノ射L章蛸醸鮎

訟言霊二‡㌘-ば亀椚働光餅脚ノ芝引潮土に｢咄

4.轟黒
番水,窟鮎如が良縁生物押掛光事新や戯果揖が`℃巧鹿如ヒ尊

ドほノ葡年度中軸簡果ヒくらぺてとくl璃患頭は覿如拙かった.雪
析蕗果壬表l,～射が加耐｡
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奉

唱ぬ狩年度沖錘′･くγアグラウシド由査ドおけ為鹿底お`℃り廟離琳

1.沖細部棚掩郎比かtユ級Lた産産土武郎っいて′裾Llj半単軸紐三
た†線醐三分斬にJる`℃¢貢輔嶺熟よ椚土け一声/噂範士)という鮎檜
ギ¢た密度のょう各席観菊薪を布かた｡

吊鞘恨湖抽剛剰頓御仏7)で鯛定L′如膚邑碍た古

2ヰ土‖(pC∫/噂乾エ)

劇軋細親郎ノ他鯛蛸集計侃J〕で刹零した柘果ノ知慮壬得た｡

/チ土/∫ 一声/噌乾土)

別常湖烙絹蘭如り頒L,劇声質墓石.∠夏用いて郵紅十郵相操車

川土り rpむ/喝哉工)

2-沖縄軸孝掩君/咄点1･赦した摩産土顔斜ドつい1ノ軸た菅分析による
細別/かク土4r¢/昭乾土)という店長即した｡ギ¢た扮如よう引
責行宮った｡

車間那親和牒廟蝉)沌(Lりヰ単軸触敷こょるr線分光碑てl漸
栗山Gり串でねこと妄徹した｡

潮新地絢礪酎り柵L,釦Li)絹倒触森によか線替璃軒
た蕗果ノ密巧よラす釦t方りた｡

〔タaノ厚嵐工)ブイ士/7

訊き封増加根強軸臍よ畑分軋ノ釦Lり嘩御鮎鮎よるr嶺
イ判定した鹿果′暑りよぅす盾咋フた｡

-/ヂ∫/`一声/喝艶).
刷昭如咋2月ド顔査Lた射旗点塀組噂ド歩いても,如∫j曾山
一見班Lている｡



∫､38)追跡鯛を仇禿れ巧密落度操車ラステムド閲す蛸輌免

藷洋科学凍紆セン∫一

塊田 真 申副生と門ち □

1節言

水割抽如Mの賓海風て､予れ凍東の帥の草庵〆されて鬼介された層旨□□

し.それらぅ与牌首武者甘データを略史すさたハ巧さス〒小澗乳紬
行うごとを乱的ヒして暗か昆年度♪ら節恰さルた.

2 鞠査帝先の席阜

射;莞藩恵良幸三て戸んq葡如イ基本案の席む頑師揮いてlさ.ノ紛
寿奄二て郎令し巨砲､そ打ちり東経乞連体珊吏すうた折瑠蕗慮礫杏}え

乳用隠して主束号jてょぅ僻を行うと半ドアメリれ風炉崩柿草♂

同者えを整理した｡

劉㌧くテム康成患者ド即摘果研転｡項帥打いてけ加ょうにえ兼
づ
トランス声デ漑尭患か確軒机瑠作

五択写さてよさ謹蜂帝呆れら.恥:深海底㌣東経七時フ製品を巻本とし

さとれ､勧乍ユ亡長.この変乱才､研き風て放置すうトラニ1ポニデ農

村叶5リレートランてボンダ､り骨号租程■剖榊絶を凍っミニコン

亡封ンクデー7P.d)手〆ボード巨いル.躯イプロッJ､髄姶､

行うトランi一ノご､劇骨粘着各ノ蹄牛鰯蛙垂線(トナル帥
りかち席射れ､J2凍り○ロブラムドJっりた周さ爪さ.

ロトランえギフダ舵連装置め昨春顔鎗見げ惟距練
婆岩館を淳施し､遽重液者壊折トランえポニデ与ホ嵐=入れ､せ件□

行,た｡丸｡トラニスポ㌧すドつ-て昔年虹わ糾せ鼻音句指向性卓

L､硯蔓り唯観官すうことをぞ醸しモ｡払下㌣の紬‡高圧え先
行い.糾ユ0均ぶ和王わ叫丁て増血レ稚積寒㌦昨春すうごとを虜鹿し

ランてポイに一丹て袖普艶わパル,竜虎紘一迷信■女嬉指向
)モ.

†打
→ヽ浄｢馨

ヽ

-一一′臼 さトランスポンダ葺の象農､捧昏､回収ド節すら術定Jの



削如上剋拝の鳶且柵ヒ紺蕃確に射てほ､紬藷孝東取崩軌;バナ七
ないたれトラニスわr触着古で痛醇淘葎椎与力奇手患蒼錦岡句フェチづ

ヱ仁御すき動象ポカ5.J巧清まドJI､鬼女戎気羊ド才きトうでーレ㌣挫き

告辞止し絆与と凄ド.捲土托揮いていっ㌣も舵ヒと軌~鹿島チ句挿各蒐あき
備わ呵たと呼け､定あぉあ√山√さわと馨わルう.他に揮座辟軋Ⅳ副
串蜘行った｡

3 摩蕗
埴鹿親を巾たれの漂痍癖ミステヘげ､基本恥挿､朝鮮仔吐正叫かい

テンスポ}デ拙毒舌､埠T…大ラ㌣倒引締y-ナ一等を嬉塙レ､官触れ･
患震､側線壊から巧触ヒトラユズボンダ凝連破かちり頒象印卑し､患う

たわのオ栗橋馳理恵靂､且中幡豊抑朋確か絹略言机与ヰのと牽主く｣

ご叫勾㌣､渾舶細分丁れ僻事モ虎如う上司抗告草ご-あ∋､かつ野
鳥葺きLてトラニスでこ摘諾盛夏きあ倒し.軸転住沌.朗如ニヨ

ょこついて水琴糾飾れ劇Jj端㌣朝野行うほ一｡､‡繹叢書l中東触愚
てヰ寵姫し､動的乱射行<千旦トムう.



Ⅲ人に関する調査,分析法の研究



(39〕人即のア′㌦r慶鼻Kついて

乱射生玉寺払瑚東

田平殿一節,可

和冊ほ

/.舗 主

紬kおサる人即のわ∬+の刻如､昭和"卑玖紬絶し絹ない､

他､年金向の嵐如ど畑⊥ミキ泉ル凛ほせ敢毛fZきた耶､争句¢嘔永

年最中東急璃如鼻泉にフ､一之め片親をし､北鼻息属島り加東重楓邑寸る

エ･錦貪珂乳頑儀層

鞘且咤ホナ/卑7月より､よユキノヱ珂め朔向に軋tIた人のサ左耳泉

三組お紺九弟且砥亙り赦し､範囲鮎Jう武村必琶命中土工川
社製 川〟1/鮒A柑低〃ッアブー､ラウ}ド､で一宇舶利患トJるアー㌦

みよか思盲軋丸甘中農による東泉ストロシナウ4¢ガ叫皇祖仔フた｡
J.患 竜

廿呵鹿泉左泉ノかよげ最上匡最す･脅えストbユ十ウAの局碑泉Q･租

ある｡兎直音ぞ､のとこう､昭和寸/､㌻ヱ早島にみ丁る人骨チ¢印加泉泉

々4葡¢キ鼻¢々れと出鼻I王領薦在東他dみ与れな､､.

泉J 年々孝則人骨チのア○∬卜舶

｢~

兎 そ 年

/77J年

j/門7 年
｣__

租 丸 = j7

身一-/デ

カ,戒エ

始 軋

よ～/ア

よ♂.状エ

〟 アール

久ス了～れア7

れ封P へ/､7よ

♂.昨 ～き./ア
れ沌 ′一久郎

♂.77 ～ふメヱ

J.㌻ア工

人/メ 工

⊥β5 工

♂.身/土

/.J㌔ 土

虹廷ニニ4坐⊥旦｡担｣
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(40)人碑晦を車用一瑚■鴻0諸星

祝和泉連環腐心綿町

衆国人年産一号甲
句碑みえ･†
兎孝行感

イ 轟音

窄励貫展′=よつ7皇卑し仁フれレト=ク頼長常軌て経年土√ニ.′栃L

から人碑吋′ニヒリ入JLられ71･き,

声ルトラ小よ硝斬賛巾若齢把櫓す5仁り′こ.堵嚇申･∴卵
トニう4欄ノと咋析､斉川l可(-?7ら与).オJ?可〔り･77キト

席紅卑孝終ぇ秒偉集′亡.夫人刷鰭･食品千万R･咄押濃夜-ユフ‥一

ノ今伺けこ九ちに〝きっプ‖ア､甘か頼子賛叱卑ヒ右うれ711∂1
住Lて･･差人々かウ各を折解′エフ･1て､汽一刷ヱナ0¢朗㌣剰ぇした｡
2.詞朝風り碑阜

軌布け)?7Fキ丁可からI?77寺ら可の巾′=庫モL仁人けつ､･て.喪

中み什盲動魔神っlそp､教プラ4～勘ログ■ラ4ち確奉し‥碗顔■盟寧
朴-7兢′二温弐友化し､恨イオン東館舟楷(D咄l〆り盲軒､てフ叫
ふ軽し･ノ杏厳し昆帥トニラムは礫ア7モニ如蕗私らステンレス針

アンしヌ頑上りネ{ニウ4tP用･月･七郎紅L半穎舶薔モ惰卜7よβ
モヒγ R-呵･瑚り甘て与れ仁｡

ま測度鍔第一周東

剰え薦呆けかり射7■あつ丘./如′1.昨晩■腎楓tiヒL7剰えし丁
番√ニつ･･て用度値∫了か斥心細･‥Jtらっそ.フ㌦トニウムか頂巷和

して･･な･･ニい7叩カ､7-あき

謹告′ニ左妄‡孟宗≧三:漂エ!:ユニ㌢蒜三雲憲讐
り利息岨′ニくらィてほ権･･与Lいが.や､lち‥射ネL仁.
鮎材′{ニラ､ム凋丁号′1､-77Fケ如摘′か尽圭和側

で竿`㌻チ言完工言誤ン､詣‡妄ニュユ芸て､つ念昌‡詣:､三､ネ′∴;≡
､､ヰ蛎1一言1拍墾且､如才の丁こふ一_

豆丁甘∫1兎.ノ1‥ つ よ 塵界椚コ膣痘′イま▲底.人.



番確′ニ■フlて叩綽lてやく子息7-あき｡

1月璃､畳字軋一弼ユ仲舶
恥1叶叶0叶

.f叫)ヒ5･p■〔罪秋和了韓固〕

疎
略
呵

耶靖1碑 十.干上ユ･7 〔l■lへlO･l)

ヨ.ユ土2･2 (0.ら〈･7.7)

与.l土ヨ.F(l.ら(′?･ユ)



Liver ;M"0.F--●

Kidney;M--△,F"▲

Spleen;M-一口,

A

OA

3
ミ豆

0
寸
N
･
の
C
N
･
コ
d

▲
▲

A

0

【コ

0

40 70



(41)尭碗紬尊卑銅胞醐適確良か如柵常賂鯛を

如折線亀各線倉所説竹節斉鼻
柱港み古手 樹齢鞋御車

1,痛覚

舶紬希席才力殿軋叫叫頼朝碑財穆好転叫姑斉鳴動凍缶‡九ろ

ル棚減廃液によろ細別過L†t♂舶稚破線号虎御恒背する仁れ索郎:
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(42げルて二､フム羊尊徳振出審によぅヰ鮎中′∫乞占の判定

濃株水屋適鳥屋紙幣媚

㌢埼俊彦

1.鮨名

｢牛丸の放磨雅出真鯉ヒ噛す冨謝金祈兎｣Jこか′て′けtきは食客棚液廟四

季う･この′メモsを舟桁すう埠脊′従来の右えりで化骨身醸して/現離棚lづ写

経如度他の勅ヒっごあ3打払のヌ庇励膣差よち諸透か避け叫ふ),Lか

砲丸抑ぇ一二よ山げ二β.弘之仰げの′すなsのわ牌の中主計刺しノまったく内層烏

て∴ニー〕ム阜草体橡姐蕗によ対比ヰの′叩csの刺飢ぇの腐君主′二二級年行烏
前年度､ま′ヱ加斗虹i虎化して.碓凍¢かぇ〔化学奇観)て･･必出念頭

C5申♂占)として姥戯さ甘美去りと口約に奇観し.卦甘リア=レムて･う

て計銀地身命材射こより刺乱すヨノ細モ腐れた｡電の紡凍ほば良好叫崩
周d′ で∫ヒ簡便化tはか3へ･く′戚化辣判とをりまま刺敦/夕雲方はそ確まニ
ヱ′楓を帝史の頗屠

種微孝の′デモぶ主席払Lかナ机性･乃ゞ克‥ネ胡座頑頂上吊′丸壇輔佐裁か

でく舟客ずちかが失うお吉曙とねヨ｡化単奇庵もモのイ､とつりか乳であうう

牛乳二j乞経度¢方如動Lし′粛繁りシリンダーとブランシ･ヤー/こより.

軒と鏑質すヨ斉玖{捷釘Lた｡カ路上してlま′風化した牛乳韓射圭シjンク

呈中上か∫ブランシーマー宅均圧力Jン7Jて釣j♂♂k㌢/′c州ユに7けレスうう｡¥う

より･卯姥j7巾仰′眉了新占仰仰りコイン机二項昭∫れ打射こ都合-のよし-

た.接客卑dスノの牛丸呈1ヒした度合∴風化して如lふ′プレスして如l

､そ潮碑客Lた｡訂新吉繊巧′祀へのほ凍モ戸局ぐた吟ネ●り射こ入れ子孝雄塵
トl二乗尾で七て吉†刺した.

判良したゎ繰入1りト′レにId′きモざヒヰロKのと■-ア〆虜ホ小言｡′∫㌔£の動嘘

ウム郭を〔c･U･)として患わう齢′.カリリムの命祈か車卑/こ亮､5か確度

故ノ東屋岩舟乳化とttt寛厚してぞた.しがし′√牌鮎を銅車久Jニよれ廿如K

ムヰた∂∂=9㌣中信1かヨ)のヒーークかざj瑚批単純てカリウム王定足し絹

ダルマこうム耳頚磯路窟が∫叱s艶にカサヨ適娩捜そ腐ユに昂?｡ほば
乞絹た.新色畝料¢厚刀ノこよぅ細則勅奉の各化量感2Jて香した,l要一のとみリ
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(43〕環境放射線解析に関する基礎研究

理化学研究所

浜田達二 ★岡野真治 亡

熊谷秀和 西日雅美 ノ

1 緒言

環境放射線解析に関する研究は その基本と して環境放射線の種芙頁､エ

スベクト ル､弓寅度､方向分布およぴそれらの時間変化をは握し､合せて

射線の発生原因を究明するこ とにある｡

環境放射線は大別すると光子(γ 線)､荷電粒子､中性子に分類でき

主と して環境に存在する放射性物質に起因し､0 ～ 約3 M8Vのエネルギ

γ線がこれに言亥当する｡またこの領域の丁線スペクトルは環境に存在すそ

質の種禁頁によ
って特徴ある単色エネルギーを示し､このほか連続フ ペク

する散乱線がある｡散乱綿は環境!物質ならびに環境の情況によって異そ

関する解析には丁線エネネルキースベクトルを知るこ とが必要で､すで

関する研究が行われた｡すなわち主と してⅣaI(ワ1)シソテレ一夕､な ら

マニウム半導体を検出体に用いたスペクト ロメータ によ る野タト測定器(

BpQO七rom8七or)の実用化と これらスぺクト ロメータ に関する基礎資料で

現在環境丁綿に?いてはこれらスペクトルの測定､さらにはこの解析

環境放射鞄の情報ならびに線量評価を得ることが可能と なった｡また覇

ついて3M()Ⅴ以上のエネルギー領域の解析､および宇宙線に関する情報fこ

析が行われ､特にⅣ8Ⅰ(で1)シソチレ一夕 を用いたスペクトル測定におけ

上の宇宙線検出懐についての解析が行われた｡昭和53年摩以後は環境fこ

性子成分の解析についての研究に重点をおき研究を行う こと と なった｡

2 調査研究の概要

=)スペクト ロメータによる測定と情報解析 環境′γ 線のう ち主

境に存在する放射性物質からの丁 線についでは､0～3M8V の光子壬ネノl

クトル測定によって線束密廣および線量の評価が行われた｡測定方法と

斯｡ステレオテープレコーダを用いた記弓録方式によって任意の:場所におし

化を含めたスペクトル情報の測定が可能と なり､目的に応じて測定がき

また昭和53年4月 ヒュースト ン(米国)で行われた自然環境放射線の国障

ウムにおいてこれらの測定系の紹介がなされ､完成した測定系によ る匡



が得られ､場所による差はあまり大きくない0
このことは通常のシソラ

ヨンカウンタ(サーペメータを含む)による綿量測定が､測定器の指示

甥こよる綿蟄率で校正することによってある程膏可能であるという従弟

をう らずけるものである｡

一方､3MoV以上の`シ･ンチレーションスペクトル情報から宇首線の寄

ができ､31n･田ⅣaI(flJシソテレ一夕の場合3MoV以上の計数値Icp】

2｡12岬/hrの定数が定められたG この定数は野外の場合に適用てきるも

が室内ならぴの地下についてもー応この値が手采用できる･ものと推貫きれ

(2)環境における中性子成分の情報解析 環境における中性子ノ

在主として宇宙線中に含まれる中性子による奇与のみで磨るが､原子責

のわずかの寄与の解析を含め今後の課題の一つである0環墳中性子の滑

宇宙綿の核子成分の観測として行われているはか､特定の目的(宇宙掛

分の線量評価､主として連中性子による線量)に限られており､環夢中

軒については不明な点が多い0 この研究は宇宙碩､原子力施設などから

碩が環境においてどのような行動をとるかをは握し､宇宙頓､原子力方麺

ずく中性子線の寄与ならびに線量評価を明らかにすること.を削票として

また､測定系に関する研究も合せて行う｡

環境における中性子の行動を知るための測定はγ綿などと同様､エネノ

ベクトルならびに強膏の時間変動､場所の茅であるが､γ綿と異り次の

ずか しい｡

l･中性子を他の放射線と区別して測定する0 2.エネルギースペク下

方法が容易でない｡3･中性子の環境における行動が複雑て∵ある｡4.環

る中性子成分が微弓男である0
これらの問題のため中性子の判定は現有多

をかかえており､直ちに解決できない内容も少くない0今回行う研穿内

得られる測定系によってこれら内容をてきるだけ多角白勺にとら∴えるもの

3ケ年を目標と して研究を行う｡

研牢は測定系の開発ならびに組合せ方法､環境における配置方･法なら

タ解析方法などについてで､従来行われたγ綿測定技術を利用する｡

測定系は 3つの柱がある｡すなわちイ)即3計数管によ･る中性子の選択白

ロ)中性子捕獲γ線のスぺクトロメトリー､ハ)中性子.スペクトル測定

イ)BF3計数管は熱中性子の選択的な検出器として従来より広く一般r二

れているQ熱中性子は環境における中性子の代表て∵あるがその強度は環



□)中性子捕獲γ綿の測定 中性子は一般に環境物質によって減速一

的には環境物質に捕獲されこの際その物質によって特徴あるγ綿を放出

する｡したがってこの捕獲丁線の特性を測定することによつで問積的に

強度､その行動を知ることができる｡一般に中性子捕獲丁線はそのエネ

環境γ綿に比して大て■1〔Ⅷ伯Ⅴまでの領域におよぷQ したがって3～tOMol

測定することによって中性子に関する情報が得られる○ このため従来の

クト ロメータの解析領域を 川MoVまでひろげるとと もにこの領域の宇宙

子の寄与を明確にする｡

ハ)中性子スペクトルの測定は､通常､有機シソチレーク内で､ヰ

反跳陽子を信号の立上り特性を利用してγ線と区別して測定する方法に

われている｡この方法について次の点を改良して環境中性子線の測定に

a)立上りのちがいと頂高値の相関を二次元のパラメータをもつ濾高分二

て測定する｡この方法によつで得られる結果を解析することによって視

いエネルギー(川0V以下)の反跳陽子の検出を行う一方､宇宙線成分中

キー中間子による影響を分離して測定し､精度を高める｡さらに減速わ

管を用いて行うエネルギー分別測定､きらには3舶を利用した検出体な

と の比較によって精要の確認を行う｡

(3)データ解析 データ解析は野外における測定結果の電子計算

析が有効で､このため野外の測定結果はすべてステレオテープレコーう

ジタル記碍を行い､実験室において再現しデータ処理を綿密に行う こj

測定系を用いる｡これら測定系はすでに開発ずみである0 なおこれら(

は高諌のパルス技術を利用する必要がありこれが研究の中心となる0 モ

おける中性子測定は遅備段階であるが一部の予備実験はすでに行われ｢

3 結言吾

環境放射線の情報解析に関する基礎研穿と してすでに自然環境γ綿-

シソチレ一夕､半導体などを用いたスぺクト ロメータによ り必要に応】

所の測定が可能と なり､0～3MoVのエネルギー領域のスペクトルから丁

評価ができる と と もに宇宙線による線量を分離して評価するこ とがでう

必要な基礎賓料が得られた｡]環境放射線の中性子成分については今後く

く つかの代表的な測定手段､ならびにそれらの組■合せによって情報を月

間始された｡



(44〕泉与力施玖伺温の破壊放射線もユタソり､､の

塞動いこ解す針紆玖村褒

財団諸人患}カ卑如す窮喘息

射如瑚祖師頂門孝襲唐

山崎丸果.経ム孝輿他

1鰯毒

細部与0年綬i刀阜鼻息)よ､"Aslow as

practicableHの希えカの数量化盲
軽丸型紅毛貯(如叩い二打すヨ書細目稼伯らして､1紘払額の年間碑藤線号音

ミリレムと設定した｡

通年､麻}カ施投周望=ニ打ワう環境放射線モニタノンフ､､のたわ･攻本絹頑て一都

れ-ても逆縁そニアリュ7い裳畳L碑でて本葉潔線旦打が研､-ラ九一彦レガトて三千∴L

満身線堅打の漣閉=ま紅､加納,曹､祈年し連絡モニアし西村几､魯魚泉拷巧β

か的ね解呵が･鱈､草しミれ嶺昇級そ計イ餌エの基衡L戸ヾ'那覇ヱれていう｡

帽旅iユキ藤の網鼻師範では､紹知rノ卑かこ引王統ぞ碑身綬邑打(TLP)

世L抑べ､それラの伏周鹿坪え明ら甘豆レ､王うにそれウにょう星間線量の顔月

牌動産射しL目途に､媛琉毛ニチリン7､･.フ打tTう頗摩線量打イた軒留†きがイ

奮了ル呆め押角え目標Lレて阿見互且わ､敢.尊くの凄絶項材互縁た.
之 飼養折衷の衝卑

〔1J補筆線量計(TLPJ¢乙ニチリン7､､用サき隼縦の確打

① 剋紅絹の一敗畔､上絶し属親性芽ポ粛すう硬打者碩Lして､Å線TL仁

て次のJっの郎ドゥき確打乞符ウた｡(りTLP今夜丘(ji)7L一デュア､､♂

同日乙斉家線阜勿都立 帥毛エアリング､､lニりきTLP碑恨他のノ＼､ラッキ

経常 師TLP紋鼠の如ド=線量値の克美｡泉1に舟紋乳歯叶にガナう

あrニリの刺削如ぼ孝愉産も者す｡

①･思一級周T LP測定劇嵐の網直

TLロlニよう媛観√鮎÷チリγア甥促緒見終一止め巷渡しして.窟革蓼

栴開封よがその祀の扱朗ドゥいて.TLP潮見清泉の網鼻音キュキ/ク月刀

身ユ月ド甘､サて行7た｡

2 の押_】卿▲鬼Tl邑_に 妄丁巾廉か



① 熊取成風lニカリう利軋

可 TLD k漣線名1ア(軒玖庁方射ヒの虹軌

TLD打よび､曳根毛タグめ緑風都は姐ふ前納lユ偶の風ふで､風和よ

仕針÷統監レ､与ユ考古巧かちチエ斗ア月にFサて凪救利息五行っ釆4

♭)漣絶乙ナチヵ相互比風

PβM方式､覇楓庁カギオフすレークヨンもエアも伺レl㌧京八東う刃

エk歓軋〔ヒ1一てノカタンり内Iニ乙毛ニチり雅史托軸軋嵐iユ卑
フ た｡

㊤ 駄賃､ゑ凍隠匿}÷P･丁諷刺軋

敏牒･ゑ魂兇阜･ニガリろ測虹-よ､rコケア司～チエキ/β月.｢J卑/

与う卑ノ月の菊月巧打J休･確朝一二有サt朽われ仁¢

可 T L P毅彦の池上和二よう如響

頒確√線の線号芽はノせエか÷Jリを虻サう｡レたが7こ･TLP£序

組旦潮風の埼か力布ユーニようお箸£網泉レたd

♭)T LP L退路モクチしの比廠

風車〔口許医すカ定宿J房拍圧牒=て､T LPL連絡もニアら息衝三

比厳を好7 た｡友乙lニ､敏層､呆媛プせ直1シおサう7月ハ/♂1巨明断紬

CJノ紅型旦T LP咽り匿絶倒jL

泉ぞ固望兇或､鉱層､清泉､門生､TT碓のナ剛ノトーニ･Å疎開の1

が卵打席飼のTLP息伺一定坪て風害レ､ふTLP閉め比救剣魁名

ヨ､経絡

肩身及ばTLPの性維の床材ヒして､割勘遵の′糾蚤･正確卜舟免性軌

祈も行うととをに､個±ハTLPめ判定酎二村すき_71一〆プア､､･檻五郎

ろ蹄上の方款にづいて碓打も行った｡

ま吾∴TLP判定傭嵐の網鼻しレて､農務晩伺で礫升畔和もレ仁TLPも､

∫ニ蓮7て潮風了う方玖手､よが卦｡､寿仰楓配慮葬照射レセTLPほ牙親

身摘Lすき=/らにより網盈レ乍酵泉凪取呵れ､､一敗佃が碑ウルトニん･‡､鋸

LPの潮風F蘭し玖村抑二甚尿叩和いレぺ町こあうこいこもよぅL雷われう`

にか一束鋸こわたフて網思レ軋破すま也､辛があうと畏われう･
鮒頒確棚丁う埠兇刺軋叩Ilて･よ､愚風化医し放射庚凍舶lニ声l､

痺.ニ敵背粗食じい､て.才､丘抑こわた古拙の劇伊麓(潜血草敵粛､N久Ⅰ=力



7､､〃た弟の頑頭線雀軒kして↑甘箱師で弟各ユしが両､1rニ｡ただ∴TLP溜互二

え†きたれは･まr'咽ち刀､･ニレ叩れは≠与rい君子れ抒†押汽ユんて､､うが

ル富すす椚る/カ粁陛息叫柑-こ予告ンいこり斎′血相ら九う拍L番えう･

表1. 各設置箇所における測定値の相対標準偏差

モリタリング

期 間

3 ケ 月

設 置 箇 所 CaSOt

コ ン ト ロ

ー
ル

丹 生

竹 妓

浦 底

哺底(符j研ポスト)

立 石

立石(荷研ポスト)

原電 ポ ス ト l

〝 2

〝 3

〝 4

〟 5

〝 6

原電ポール 0.5･m

〝 l.5m

〝 3m

0.O13

0.053

0.053

0.045

0.096

0.043

0.042

0.04 7

0.04 3

0.0 30

0.026

0.036

0.043

0.052

0.062

0.032

Mg2SiO暮

0.0 41

0.040

0.041

0.026

■

0.049

0.041

0.089

0.029

0.029

0.028

0.033

0.036

0.028

0.018

0.029

0.029

LiF(高) LiF(低)

0.073

0.049

0.014

0.189

0.058

0.132

0.033

0,042

0.019

0.042

0.041

0.024

0.041

0.053

0.059

0.120

0.06

0.057

0.063

0.072

0.029

0.117

0.036

0.028

0.055

0.113

0.087

0.062

0.089

0.074

0.066

2 ケ 月

コ ン ト ロ ー ル

原電ポスト 7

〝 8

0.Ⅰ26

0.063

0.077

0.064

0.091

0.079

0.104

0.039

0.054

0.067

0.054

0.〔140

0.100

0.070

0.〔58

0.09 2

l ケ 月

コ ン ト ロ ー ル

原電 ポ スト 9

〝 10

CaSO一

新素子3

0.067

0.031

0.072

0.002

0.038

0.095

0.115

0.038

0.032

0.055

0.045

0.041

0.066

0.079

0.056

0.15

0.O1

0.11

0.05

0.12

0_20

0.08

0.14

0.08

0.04

0.08

0.04

0.12

0.11

0.07
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(45)土壌中声身長章新病樹

即日未鰍ンア一
光加圧増史･蜘着え･庫手僅･軒川如･西井軒

1.緒言

･卿声Srほ即絹合･一掛こ･水酢ナトリウム一塩触出展･腐軌こ
右触舟帝柵かれてttるり｡こ¢寿宏イば定食曹朋細管媒･ギ¢獲り舟舟

上に=くつかゃ同額ま残す｡子こで･榊棚ば土塊戟封吉夢泉炉中で煙くこと
‡.fり軌こ岬される押恥即加揮放主賓哉糾っい1樹tた｡さちトニー

硝断切駈魂動こ抑る7トロけり叫頗失について頗封‡加え･7ト
ナウ互巧北学牧牽皇高根ことがで壱たりイ･舶蘭果主軸島する｡

2..加重新発ウ鹿要

2./土壌試射¢好化

凡軌伽掛値照度り高い土戯蛸盲蚤〆･度化時針硬化讃嫁壬変化こせて
声srノ′打凸ク僻摘べた｡望み･塘柿餅は斜学朗析マニュア′レリ梱っ

った｡

硬化時間主席時間ヒL､虎九讃碩壬粛がr出師でまで稟化させたとき巧

′即加東射鍵襟度頒布柑1摘才｡薇射鮭舶田鹿哉即･節風害リ
イ軒ノ.武料は各2佃わイ如｡硬化産長与卸℃とL･劇L時間互0か5一

まで喪允きせたときの幣｢ノが加鹿射鮭雛り変血モ囲2に示す｡款締粛

土蠍軸･即よ劣ソ¢膚で射･鞘は各j商才っイ郎｡
2･2 シュウ釦島魂殿中生成

礫来り方鹿りでデュウ廉卵組成さ廿た上番頭にはt革瞭斡智者やア
ンチウムJ鴫留す石ことポ財フた｡キュイ･上勧硬ピ虎敢も分線L､エ摩
川舟たにかレジウA脚折衷か･濾酎称え1直言川下と圧獲･昇一

ユウ艶塩凍滞り生成妄布フた｡動こ･如究取ヒ合わせ､虜酎虎郎頭碑し
ユウ軽症り再東頼も待った.

従来〃痛彦で珊言行ったと彗ク先哲嘩宣長1綿す｡哀叩に虹轡嘩
-hA亡.一正｣hノ丘血.f一亡=→仁 一由一トニナ｣･r】l.｢､ノ∠Jlノ名山妄雀爪★】Aノゝ1ん上巳脇
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乳ブ席化新吉野フたとき句
化学嘩

表2 兎捕鮎脾を加えたとき
先学曙牢

ぎ`･∂
ぎ/.丁

9虞∫
~~ララニヂ
朗､2

∂～､J

7エ/

ヂ7∫

ざ2.阜
9ム∫
7～.ぎ

7∴r

平均値虎け′脚数2%

泉ヰ度化離弟∫湘醐睦



J､鮎東

国ユ巧鈷男郎.㌔｢いいては如℃､β亀ドつい7は錘でまで
≦正.こ和銅偏敢脾翫拍とんど一如lことポ分ダフた｡シ引こ､固2

尉〔慮度脚℃､度働閏旧日収何百らば､押掛如がβ7加俸軸顆

分かフた｡紬.回2巧全都定鹿¢平均値(無風J席軸掛は押訃2一

旗痺ノ仰a叩招夕仁/坤で卯･こ鵬吟釦厚化廿れこ甘
苦¢値とょ(一承Lた｡以上可紆果がらt戊嘲i脚℃どす涙､l

机ル彗知晩抑こ密Ll柵を即い7も､付与貴埠附いこヒポ分
土壌覿卦吉原化す石こととこJリ･下軸卓イ≠漸凍触噛易ド古った
密釦こ朋打き1紳廃材誉れIに馴･崩軌:ょる朋相場要か･
折～)†こ去vて.リンモ

リウムイ廟軌たとき

きせる凍梅鳩螺に杏
樹臣全癒ド串たっ7.

長卜卯結果如

高い′化学収率≦輝石た
呵奉り底いも中れlく

リづ≠､ノ醸アンモニウム巧束勧ほくなり∴如

.酎強弱絹好な碩ド含意｡鋸′ユウ廉癒甥
り､碓も自如き机レ巧t巧ガ滞与弟る｡ヰ和

操鮎滑酌こなフた｡

.シュウ勧細生成にみける7トロソナウム巧二
桝こ､非軌こ腐蝕で郎ことが分かた｡なあ廣

フか舶戊.こ相､度止鹿鮎布フていないた
垂紬建炬甘ると餌廟斬鮎輝く糾･P噸哺鼎しく百フたた

4tまとめ
朗批酌師凍=てけ.一嘲軌北苧牧草硝正す的イt､舶tL

乎叫曹ヒはLない嘩射敵船い虜釦こげ､肘紬翫でき長打

れば督掩い.Lた武フ7牒掛碩軌拍軌計ナ柑鮎な…い･

いて､鋸如方割こ原化離と硝と加えても.イカばど手酌.
如高い化学将卒音符弓加古二巧者加､鞭卓ヲ蹄ド葡痺ヒ居え石｡

り頑軒性7トロノすサム瑚衰亡蜘野卑希打閥軸師斤
む凍帥垂セ㌢ウム棚醸(昭如咋改訂欄摩軸甜



(46〕海水中の誓十分軒に舟すろホーロー容器の使軌こつ=･r

㈲ 日本館色yダー
竺虻一lり射司･目上銀色･き拝啓か面棚-

.戯言
斜骨牌斤放射雌ストロンチウム分析法(賭和■ダ辛改訂)ドよう割く中り聖卜

締れ観相即ゼ､廣患とLてホーロー引タンク吉用い､炭酸′トリケム如ロえ

l子鹿密ストロ/チウムを卿する凍倖きノ行ラ｡∫β､∫/､52各廣とス√

チウム回収車は屠ろLく債下Lて子方がこの′原因はホーロー容器甘頻化し､雇窟

アブチモノ､ケイ青刀r溶出Lて草創生り析出物を達成すること′てよること垂確綻L

この打算壱僻寸Lた結果約ヂ♂ガの躍李を揮うことがr一手た｡

康一/､嘩≠ヲ季節の痔水中の

ヌ′ロンナウム固収車〆｢湧水ガg摩烈

耗粁者 ∫♂年度 J/車重 ∫ズ李､

/ 占β､2 ♂√β

2 β～.占 占ま∫

3 7g.β 占仇/ ∫7､7

ヰ Jア､グ タチヰ ¢占.占

タ gg､g 占j､ワ ■ ■

占 β㌻β βス/

7 ぎグ.j 占ま/ ∫/､グ
β 7β.グ ∫ヰ.j ♂ヂj

デ ∫貨占

′♂ ∫ヂ､7 βa∫

′/ ∫ヰ./ メ∫､占

ヂ･均 8/､占 ∫ダ､7 ∫～､7



寵載丁れた珊オ卦こよる毛の丁一彦る.ホーロー虐器¢項用砂数ばJ/み

∫ズ車庫占好て′新一ロー虐光り古く奇,た竜のぽビストロγナウムの回収

てしlる.この眉圏を明確にすうために旛とtて.ビーカー〔∫ゼ､β邸

ホーロー､古しIホーローを便用lて此輸が寸東j験を衛フた｡

～､J､J､.析出物の頑倉

帝都の励酸躁倖て･得たストロンチウム､カルシウム〃廣吸血垂墟唆r月

食古し･ホーロー音便剛た萌料J才貴重に柵デー占√Jこごう.こが畑

塵Cを朴･て毛…戸過牌すう=とができ香い.軒ト･ホーロー音便机≠

す廿でばぁるが台(にごる｡

ニ購うの魂紹をケイ光ズ励呼′て㌔り足腰岬L声鰯妹せ康一封二赤L
義一3一くホーロー〃化孝或令書僻訂Lた｡

康一ズ.頻醸亜聯り

不磨御成介

英瑠容器 席出元席

ホーロー容器〔古〕 5占､ふ

ホニP一席器(新二5♭.-

康一ヨ.ホーローり化学戒介倒(フ

ー
■

∴∴■.･:∴∴∴ここ∴●.､∴∴∴し･
享≡喜≡≡;;;…≡;三三三
(集嘩ヱ業北鼻廣京灯着席

.義一2′て示Lた池穀物ばアンチモソ､ケイ青井礫亀子爪たがストロン
康出丁承かI.LがLストロソナウム､･カ月しシウムをj鉄.マグ穿ゾウム奇

ウ酸虚ドより介如魂軌.っl･て･ストロンチウムとかしヲウムを膚煙硝朝

敵す弓襟.農煙硝酸に√るヰ勅郷かて鮨濾紗軌岬拙Lた｡こ両町出

よく凍車⊥た磯､良性餅壱布フた｡解凍せ康一ヰK示す｡

康一4､磨劫軸物っ摩卿穆ク成分



かう溶出Jた老巧ご､カ止㌢タム.ノズ√ロンナウムぱ弼狩わ定着ご･磨う｡

♂葱寿が顛勃卿珍重虐或エス/βンチタム滞貨の原画の一っで･あろことが

う射た｡

2.仁2､捧璃踵析盟物中りストロンナウム首

領丸竹と呑る籠劫締出埼中のストロンチウム音を直音Lた｡力止ヲウムと

ロンナウ4の命斬り長め概要硝軒理中に鴻穀する舞溶性析出物を戸別し､.

魂ヰLたのち残分をフツ北水音酸一席酸僻L､油層酸｢磯∫て濾解L一挺-

した後′原子吸光法丁･ストロンチウム書直号Lた｡この痴呆Jこ㌔jど軸壌推称

巨凋師叫脚力ロソナウムが省紬､こ奴ば春水〃♂♂タス′♂ンチター

プア♂瑠/こ娩7ダガ中頭臭と専う｡

2､2､ズ′βン≠クム､か仏ダウムをすユ架線虚ど∠礫､マグメブタム存ど･･がづノ

す朋酢中巨みけうメトロ･ブナウム瑠失

朋ぎ凍都万マニュアけ畔頻元言古同一軸甲､う売手Lて･I朋Il:わ血わ射

q聖卜巧ガ香車竣と⊥ス/βシタクム､か疋≠クムの命癖堵顔たね夕顔虚宏蛮壷

(て′ノう｡=ク聯タ/こメ/ロンチタム中音臭が蕗〃づ劇だ巧㍗傭軒∠た○

メノロンチタムの斉密呼尺重曹㌣あヨカ止すラムぱ躯♂♂g戸栢/占タ㍗威

ス/ロ/チタム虐j〟呼こ頒ラ.こ〃カリ∠ゾウム/占プ､ヌ′ロゾテクムブ♂♂〝

≠卸I､ノ1ク廟塩惑埠牢乎メ/βソナタム渾臭を締査Jた｡

㌍凄戸/こ長城-かて示∠た≠ラ磯欝が嘩う離ぞ.

廣一5､九ウ顔痘による盛者療時

に右すろストDソナウム稽共

カ=しヲウム ㌔濾中
PH

草加卓伽 βr(噌J

J6 イ_J､J ヰズ

～ヰ､4 42

ふJブ♂♂昭.易



長一5軒結果より､嘉一=てみけう∫/季長戻顔りストロンチウム回収卓

ド比軽Lて低下t Ttlる層臥才､不一ローかう湧出Lたアンチモン､ケイj

う声動こ､シュウ醸墟の再三肺を衝,た=ピJこJニ召ことが判明Lた｡

2､3､カルシウムーこよる阜輔集辞倖り如への長居

癌′ド卯ゼを容器とLて∫ノビーカーにカ取Lた毛り､新L=ホーロー､

ローを屑し･､ぞ水ぞ･政府軒法に礎フて操作し.伺時にストロンナウム､カ

ブュウ軸僻分軸時に.かけクムヌ8垂周いて昂捕葉子雛を府いスト

を足音L芹｡繹貫を康一6Jて示す｡

かLダウム∫こfる潮埠頭件
季連叩することにより､≠1ウ

酸塩Jこようノ創輸脚(こよる

ストロンチウム損失は非常Lこ減
少Lた｡≠た観粁をj軒Lしlホー

ロー容器ぐ処理する呑うば新涼

椎析出吻を靡去すろ天めり阜漉

操作ば隠者号く､ストロプチウ

ムり高回収車を周ろことがて-■き
た｡

慶一6.海水尚料へりヱ=しシウ4

ド√う再絹業操作の

3､経書吾

盲L.ホーローガうのアンチモノ､ケイ素の三春出がストロソナウムの回収率

うー層磨け･カるどとかこ､シ⊥り唆墟にょるかLシウム､ストロソナウム巧

作時にみし･て皐捕庚を行うことにより､う転Kヰのストロンナウム回収車舶;
上ナ仕ることがで手た.

古L.ホーロー客誰を便耶てかL≠ウムJこよる再輔集を行わ存し-場息
う

よる分離超篠崎右よげ.阜鴻時のストロソナウム碩束ば節♂♂～∫β甥ご一度

魂裡理中り難身性析出物中一て舶"8咽で書僻叩溜り項卵-､計ろ｡上乾坤

軒碩央介と合わと竜櫓/♂♂瑠¢ストロソテウム頂失卜達すろ｡こ勅拝薙オ

ズ7♂瑠〃ストロソナウムを虐んでtl･る瑞軒を周しlた場合回収車は占ヨガと

点火嶺漢書由の了トロソナウムの嘉回収率を腐るためドは.新Lいホーロー



(47〕脚線七度吊しはい巧h判i青島

卑知蹄筆耕色町

茹抄本司 加鼠組明 農村坪野 譲市島

1緒竜

王定かして用い与れていち発瑚略宣か､ちオ;揖稚作品隠経であソ､イ一弾
か与もすすしも鴨ましい甘蕗でけない｡頚拷青ば千乱･上水･河竹水･雨水サロ

票設監禁詣ここ誌謁ニ‡;宗論蒜三言;ニヱ‡主ふ諺腎
醸七恥たブラジt17ト卦=よリストロンナチAりサ七分ぉし略t魂性すろこじ】

た ○

2 烏再い用嘩
泉Jウ如く

キ与しちlト,上

本､オー･l堆､

計帆l00虹中

lこ今まル与主

拝見象にワい

て考れ与に和

事了うtt加

えた片柳

1Lt仲敬し

･キれド粗8.

表l.合成戟村

軋も 添加tり

帖 1.0

他 38

〔冶 ま0

Mg Q25

飴 01

Hβ 2L

1匡ヒストロシナク里ヤア†一/川づt和

した.

FH了て一見娘払ヒして丁ルカクエ親局加洩

叔皇作ソ､ガラスフ=レター(ヰ研け〆れt

沈殿も給料■湧思しなボ如如良帥ムニ小t港

沖†る.こり片手した書か与お耳よモの岸根
▲書 ▲1_⊥｣山=alrl■.一 ●t｣血

_ユ丘ithさしT.寸血;L王

合成韓桝

岬即日椚
仙OH(肘9)

2Naヱ椚
H(PH

刑哺,a`E町人藩兎

鞘48,2仏EDTÅ2

ト睡100mt

HCけラ克ント之t(○

H,

沈軋

針鼠

恥

匝CI}5叫(鮎托

忍N岬=

RCl事 5叫(as瑚
COl†托e NトlβH



た･こ小七丁トリウん哩P｡扉t#印…イ

鳴づ才ン車棟群暗FO-t〔匝㌦-印肌)lて

乱し仁.い再録かレシャムIl†千早頼も

そトナトロシテウh巾㊨七サミp拍才れt･

し●･レ紆撼再録射帰趨刺lこ粗鋼レた鴫命

呼気ユケかく付ロン子チムーlγヰし欄

婚【こ･拍きト作廿､ヮた.

屑ヱトす､即今-り軒吼寿丁叶れシ

ャムt仲も巧ろ為Iて叩ヰ･官′叫1テレン

ジ1ミン斗節線藤森王･う且t兎レた｡

ユ且迫.モーいレシウ人l暮すべ､

て潮瞑叫の彼斥吼峯子

卜セマナキンチ｣つ庸一こ
如し解れモボ･この鹿骨

てでlつえトロンナウÅtTま

仁摩僻壬叶仔小った¢

餌/川向甘漉し不軌,

〃′塩酸けと′とりセ用Il

て塙棚tソニヤーtて確

かりせ汀lごら.マナわク

ム.ストロンナウA･J÷ゾ

ウAセ御した･5細泉

け7チアシタンクレア声一

で相異し†こ･

この7テク}ラン蕗泉t

凪与収乳如･片野したとこ

ぅ､ト軒ル/〝で･マヂネタ

り血り.J〟ル梓Nで●鼻

00

(三dd)毒ぜや

表之.沈軌七瓢柵蹄¢庵什ヒカ
ーく叫鴫す与S一心叫て怜巧枇

剛咄 2サEDTA落覿く脚ミ

･笈･鰻醜塊J摺tt

!氾
7ラグシヲ/HO

悩乱壷粁
HCt(0～弼之一

周2.イオン大塊村瞳からりアル椚朋掴塊･

トロンヤウムり､ユ｣J′)2､7Nで･′りウ入り凍■拇如られ･1｢ロンr

りすのキャリ†一の帥卑けF叫･叩クイ鴨青巾軋卜甘酪巾与仰か

｡の清和ユ軋叩帖旋‡レ､事由した叶t血L牙城tlか-てFHl



チジー‡ントかよ-はぞ簡便拝命削れちこと正信フた.
え蘇

り即軌晰:薦由畔‥ロンテラ4舟畔互.(/珊

串本村乳牛帝†絹嘩舶諸人周クモ恥か碑:卯国旗相加叫兄帝未軌サ

カ舶確へ升岬席珊華中恥東恥如軒草加甲拍恥鞠離額頚専盲一
`し(椚明

朝砧良三.拍l情藤崎i柾瓜鼻正絹:第抑司衣射一咋打婦息鮪舶盲束,仲
(117i)



(48)ら亡羊草搬虫患適地軸孝わいて

額舶公著枚鮨センター
キ小池鼻片

/､溺首
Ge 半壊吻娠玖掛£前｣纏お患l二比べヰ嘩乾が臥しlい､うよ､で偉力て机
患者見物叩乾燥御熔射草食柵伎柵の号がすないもの鵬紳定膏l;

ぅ｡しかし.如拙仲軋如か曲摘てttれイ打力紙料の号もサな
で･.璃鮒根号を竹なうl二はより節線昭睨が穿如れね｡らe纏お
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断新二よが卿机イ神棚中旬せ車があり.二爪ブの如フいて執脚醇
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珠計錮璃拍c一打榊型如げ占チルネル､引算泰dDtC由一伍∫製Jj.
藍ヒLl子レタイ7｡′虚礼チ､-ス7温軋腐乱チーフ髄肘寸属して=匂.

=ベラ触のスペアトラシ(射凰隠喝した｡

叫執繚の元軋
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甘 都 道 府 県 の 放 射 能 調 査



(49)光義産絹l†う魂梱教

北嶺適勧研究珂
安藤老境･奥ヰ剋†･為阻

1慧孟碑射/冊酢〃7舶射摩咄掛軸瀧掛
べう｡

ヱ 覗査の楓阜

り調査対象

罰水､上水､魂州∴海水､薙風土､土壌､食品卑(如卜旦郎針β回)ド

患べ一夕射寸能t謙促し､牛乳-こついてはノ1り臓珂五行ったpまた､

メータケよがモニ=ンケ#ストーニよ与里牌線量り頚掟宏行った｡

〔ユ)利息膏法

令べ一夕旋財経は､射啓廟禍｢あべ一戸風肘脚促貴名｣り良知井

卜凝った｡また､㌦Ⅰ相性抹､局方葡｢泉郷如う素命呵壊｣(招知∫ヱj
に練った.

叫卦捉薮畳

帥軒数鼻:アロカT佃′β〔庁M一打β刷･ア州TD〔一J酔

讐禁鳥莞~ごニ;:組兄川′♂′8
モニタリンデポ入ト:客土息PSイJえ

件)鍋杏紹泉

札幌市ドガけも南ク叩軋玖村官副離縁･よ､盈11=昂すt呵で机∴

平､中臥ま細国雄7卯月仰り柑が茅Jj拙タグ碑j月叫りえl

与待った｡矛㌶酎フォ一→レア小鳩響は､チ月ヱ/～ヱヱ日鴫称叩こ
絹呼値ヒして腺且J机た｡しかし､鼻朗碑即はとんど敵わう机な

ふ碓或即碩べ一子枚射脚促鮨暴い席Lて友ユ絹すロ卵L中り

郎通じl如笹恥下で･あったが､抑回相頻線硝断息州ち

加自戒降に線され†こ〔園1)ゥ

丸郎l二かけちモニタリン化｡久卜によう臣節辞隻捕捉綺果一さ､屈ヱ



友1雨水り食べ一夕放射能

降フlく畳
クrlガt

嵐､晶値 象イ餌直 卑班埴 月間斬

ノよ4､タ

ワよ､∫

∫､チ

タまタ

/ヂβ.∫

ヂぎ∫

ノムβ

/Jβ､∫

//J∫

/∫よ∫

デ尻β
/∂ダ､､r

/
/

ク

ネ

占
ユ

′

ムイ

/

J

/βJ

J
封
♂
ぎ
｡
よ
｡
♂
♂
片U

ロ.7牛

ノ寅占よ

♂､､ヲ/

7.ぎj

≠､β∫

/ダ､ぎ占

β､チタ

ク､j7

よ､/∂

∫､ぎよ

≠､占j

∫7≠
東 大､型フI(は､んによ

泉ヱ 各碑銘村中の全ベーダ娩射線

執御名 疎服地 最高埴 最低イ直

_L北伐1
ケ ¢蛇)

強水

ラ与71く

ラ春風上

土壊(呈訂

〃〔謁
年配

ほう机ん草
木棍

札幌中
絶内命

思将町

油 粛

札幌市
ケ

局腺町
ウ 〃

よ

d7

=)

｢J

{ソ

ム丁

ノ
･
人
ケ

▲4′

lゴ

央

ノh

よ

J
‥
∴

〕小

′
′
∵
ム

′



回1如摘咽扱車線碩轡てよ舌牛軋ヤ′き/1の変動



(5町有良和才叩も漱軒簾額査

青森公官許査苧衝町

根本丘昨筒斡旋絡.

(J)鴇亨

仰7年十月カーら/チガ午う月きぐ中村阜揖何方奉故によも軸嘲の親書モ顛

F〕鴻赴珂質巧嫡鼻

/､利覚装置

守M計徴乳置 ア叩敬Tpc･/智

シンナレちン隼でイメータ
′′ T亡うー/ヱ/⊂堅

沫高か町最 8立敷 仔A【一囲う官

モ=チリンで㌍スト 電工直観PS-与うユ聖

ヱ･細査対象
司れ
上水食置類題氷海慮工 工壌 空聯纏

う､剰ぇ方法

試町佃誓おJ㌦判軋ば.村筈鴇師守衛一概射能判定法⊥し/?占う)同庁稀一

フラ毛岬議｣(/9招)ドよ,た.

阜.細査林泉

イ･定時触ドよ与雨水凋l定終泉モ友==育･す.

ロ･上水 食品類海水海鳥土 工壌和利車紆禾ほ之に〒ヰ

ー､空間無音の判定終幕互恵うド斉一年｡
二 ′干乳甲の刷工判定鮨草と最中fニ斎･ケ｡

(う)短韓

本年最諦摩締栗毛叶5しダヱ掴平針衰ぇ簡の勒乳ニJリ南水ドヱ=㌔Plr

/干乳甲の′サ1乙‥約ヱ00P解いう高い数値が凍折れ.市丸そ･什月乍礼乙･

詔轡が耗ノーた｡叩常務回申画趣架線､食あ頻号令む㈲甲･ニ軍呼はみ帥
た｡
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乳う 空欄線量(青森市)
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(.51〕紬県lこあlTる柵声調盆

紬碩衛生林学甲羅珂

敵兵一武鞄針子北ネ

卜緒 言

日紳52年射52年～思う)に実施しに諌細捕吏の結果の晩畢を嶺告する¢
Z.諦亙の栂卑

(l)調査対象
南本′上水′療K′上東泉畜産物拙軋壁間線量

､2j 測輯凍

謝の調塞最び測餌′科ぎ嵐触序論｢食べ一夕試射能測置泉〔那

]り素分析法j｢殻射性ストロンチ､う人脚注(紹49)｣笥輔能離薄託鮎
rよ亡･l二準じて行フに｡

し3)測定薮畳
ら∩湖遭:Alolく軋TDC-桝型′シンナレシ]ン㌣ペイノー㌢鋸ohT〔S一盲2

り㌧デポスト‥岳士嵐P5-5う2型,低バ､ソワ乃わド摘刷般畳二抽khLヒ
㈲調査結果
n 南-7ト

かの通lけあゐ｡年度と通じ翫摘恒捕実験如l廠のプ月下
掛こ県草漣は観測三れ日月＼1rこt

b.上水′淡水,上泉鮎産軌海産生物
長2に示す｡崩御軌前年向放餌}ま毘か1に･

C 牛乳壊乱〕ヰのlうー上

根泉蜘寺と除ヱ,定期軋こG献則足した軒､､和も株虫限界几下

d.室問線量
友3,41こ示す｡黒帯埴lよ観測ユれ電か1た･

e 銅試料潤r′βb

今年度より節し〈加ゎ,畑且舶であぁ.表5の通りで異噂値ば
た｡

1鹿 語



泉1向水如放射線の舶慨軋 (秋成市

(判定延ばG晴相愛正直)

鼻已.各種試料車の阜β放射能

凍牧牛月

52.8

53.2

0.25士0.06嘲吐
0.35±0.0了 う

0.26土0.06 ち

-0.12土0.04
～

0.20士0.05 シ

0.5 士0.2 ゥ

0.9 士0.2 ～

52.了

52.ほ

0.22士0.05ク

0.20±0.10 ゥ

l.了6±2.11p

52.了 0.99士2.00 ～



如.モニタル珊恥こよる車間堪堕
年月 上づ 下諷 千均値

S.52.4 15.0 t2.了 15.4

5 I4.了 ほ.8 15.4

6 14.5 12.6 t3.2

7 I4.6 15.0 13.5

8 I4.l t2.9 15.5

9 15.0 12.9 13.8

tO 14.8 12.9 ほ.了

皿 16.3 12.8 14.0

12 15.9 12.5 13.5

53.l 15.7 12.l 13.2

2 13.8 ll.t 11.9

3 t3.9 t2.0

_｣_｣2.8
平均 ll･早_ 12.5 15.5

利 息

もぺ､ソ

ダイコン

4.1士0.59吟璃里
18 土l.l

5.3士0.26¢′
8.2土0.3l

ヰ

6.0士0.26ウ15 ±l.l

19 土l.2 ヰ t.3土0.t3
ゥ

l.7土n58 ろ 19 土n44
′′

コ イ 2.9土n巫明紛 0.25土0.02吟

ハダ′､タ

8 尊食

0.02土0.04ク

5.2土OA2

0.19士0.02 サ

5.9土0.5TP9



(52)ふ滞凱あ骨3鋤寸細線

山形屏衝塩狩常所

腺周正和 射田節子 長谷Jt順手

⊥ 虎善言

崩軌てかき鰻き､帽知∫ヱ免斗円力､ち昭知〃隼j舶での期間lて官権した.鮮卑

の杏打てよき山秤尉く射けヨ牧村能錘埴の概事にフいて顔酋す3.

2､細義朗露ゎ概要
rり 測定対象

轟水･≠り 上水農畜産物親風県塵頻々どノ門摺の貪β叔射能眉び､サ

メーア､モニタリゝアポストlしよぅ空間線萱.

釦 =判定耳法

兢村の頼晩節英理及か煽情方法は斜単板榔崩｢全ぺ一ア祇角働情誼し

隼鰯丁ノ｣艮が斜哲頼傭庁わ溜界IこJ,た.

(3j 判定笠置

丘M言十激浪畳Alo化T∝-102里､シンナL一ションヤーぺ1久一ダAlo軋1

12I史､モニタリンフ､ポストA砧甘製

机上錘墟鮎果

南水･jリのヤ巾仝β裸村館主虐=〔//月～j刷と表ユに.盾殖駄科の全郎

五泉2丘.シンナいシタンサーベイ丈一夕KJ5空間練卦ユ泉3`こ､1うに
リングポメト1よ5空間敗軍は日割に泉斗lこそ爪ギれ示した｡

3､崩 藷

判定裔鮎舌軋拭摘草すべさ果前場･ユ論わられなか,んな右∴娼如与こ埠j局

中封廠吏験によ5影響止思軌こ声ユ主己鉄王爪なカ､フた(回1奉卸｡
佃
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表1雨水.うっの全β叔射舵

月別

領リ

定
l亘1

月内

降雨量

占西周垂直1息

最高 最低 子均陣て草
机′帆 伽､ 扉/ 融/｣仙J/

脚

言ヱ_4

J

占

7

g
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H

ノ∫ 〝､∫

H

/ヂJ∠妄〟､♂ 符7 j､j/

7 ノ♂∴卓//ア､2 /g､ヰ 舘叫£卵

田 よ∠､g2(餌､j ヰ､J /け占プ･よ7
/β ヂj､j ノ■Jれ 一/､7 ヰj､ヱプ､プ♂

田 /JJ､∫ gアβ 一/g､ j4､j｣テ､/7

田㌔♂ユJ .ナチヰ一よJ
ぶ､2ヴ･ノア

4 ぶ､ 揖臼 /祀 力持利j､ヂ2
∩
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A4j土/7J
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(53)垣凍泉 K布け昂風解離一間各

層概紳輔危町
脚 力 鹿本風

脚昭一 声司紛

卜腐{

仰山年度K､和郎･膏起し久碑轍伏よる放縦胡鰯可1蛸.
寸る｡

ユ､潮見れ夜鷹

uJ萄餅変
転､席末､庫富紬､軸軌土度kつuて/即聯灸告､離Kつ‥

･叩壬研一た｡小k､郁†軋空如坤有川餉漣範そ軋句碑触直毛萄屯-モ.

(ヱ)利紅方互

卵塊軒庁絢値戸棚粗略泉〔/〃g).神町｢β′Jn仏工仰がパ.線-
トロメータによろ丑直利軋象｣仁王った.

印 判足掻方

卵柵鮭;オートサγフールチ1ソ㌫舶〃常数乾盈
(7日カ ざc-7∂j′r次=一如′J

如Ⅲ鯛れ

卑何珊養蜂ノ

瓜工(笹)㌢シラレー㌢ヨ/･ヤーベィメータ

(アロ声 TSC一ノj/C)

毛ニ′リ>ア､･ポスト(膚て鬼ア声-よjj〕

㈲薙草
i)虐サ永串良

鼻1K即日岬下羽の､泉ヱk郎.工度､捲′とり郎叙解犀刻鮎甜
毒手度哺咽り聴衆鎗什中8各行克郎人穴が､請jブ舶甥ハ嫁御う知/
据払うれ良軋咤､大王屯卑砦疎密られ亀が-た､
ご:1 ユノ㌧二手l__二/〈､ノ バ∵′

一ご _J__カ レト久めIhr組立



叫摩叫のt如上
卿欄頗仁射=朋終し碩紬りけI工圭解した｡ヰ追幽碑鯛

/7日)は､触サム直線β=如して朝丘し女声練､敏男鰻4日餌ゴア
′ガ丁重准丸し矢巾招押ししZ､拍帥傾偏趨稗極言蝕し右
帥才お朗化乏･よ､碑曹の細触l蛸佃軒絶って菊姫は作

っ久｡

j､鹿骨

鰐郭与ユ禎魂裡桝"桝綿棒豹僻､引畔.禁絶孝､嶺額の平

l川､前年度ま乙と､あオブ孝軋が1誼り･
ヂ何/叩り才j硝卵液輔lよ､風車絹子頼吾触し紬よ
廓曹l手塩わ与爪瓜伊った｡

卯年j招乱れわj舶Kか皿､和平K錘′瑚ヒ･比如偏
ら机良か･､割そ鹿､･て棒フ絹艦､机下ーぺ句後句碑水中忙咤､′持ふ色放

それ粗かった.｡牒ここかち､錦上堅K至った〃〔せ咋､比如如が

か,la卑磨嗅､貴由仁紬師針た鋼モl､大半か鎗下しつくしてし辛一夫
呑.



最/南米中り倉♂叔射絶濃度

卑 閂 測定回教
最高腹
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即向降下卓
求仇亡拓㌦

備 薦

∫J. 牛
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∫J /

車JJ廊平画頗車
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(√′｢､Jグ抄くプ
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(54)剋鴫lニ抑丁与政局寸簡直

線鳥鼻砕才かぜンアr

抑藤軋牌久閏年人,河卑官頚
骨顔見げ東 軋 高倉をス

/.帝主

努臥=ひ鳩目格和抽庫l欄鳥嵯用いて紬マ肌打尉官孜節蕗杏如諏
離嫁(フール了り欄杏)且が矛壌岬って､l拍彗膵即阿如閻勧

駈苛力諷直露草モ岬せて報告甘ち.
之_淘香の裸零

しt)麺食材象
イ.フォー1レアウト萌養剰泰〈空間線号華,頚連座,雨水,修土,上水′戎
野東ノ掌.速水,海産土′爵(福島帝∫相馬串.大嵐町)

ロ

簡3カ鯛町固丸顔雇御奉～堅即緒車,雪御車鰯,頚避風笹土
曜水′軒果,諷,藩札掲産土.戒告軌泉.み質

し⊥)頒晩方渚

･郎判如秤鋸締舟｢射飯村絶叫足滝(踵糾キ改訂).に従っr二｡

･碑卿{哨珂りげ〔千席比後′正巳〔Lf)硝棒線出軋折購読凍釦噂.
て･測度奉行っ打.

｡簿叫の′き′Ⅰ舟町綾毎7ぜ下血‡(丁ゼ)和乳頼諭嶽嘲紅堰
巧1丁こ.

〔5)碑直番泉

イ.つ才一∫レ了ウ卜坤手

柄9月′7日(ニ蔀二帥小む才}相中固承知鮎勧風音頚適度妄り席ず＼
寓折れ打卜甘コ一等レ､.当センター功屋上そ泉施しrこすP應宮てし才9月よよ
l瑚竹ユヰドユ個.9月ぷ8`ニき軋草魚プ爪打.モの長南樋げ㍑う化/叫

†あっr二･ 輌う月けβの才棚､ア句碑東都郎月′ア日割えレrニ強
度の如戎煉通がや､轟い翠座そあっ打.頼席柵でし言う日√9日り紬

l二りjIが検出～肌rこ.
ロ 有印椚竹園如頚触軒総革の顔色

rユ早産の判定姑息七友l〝長い=克 摘皆二酸【｡よまづ㌧一l



j 終象

牙わ固ヰ瑠雇え駿,牙ユ相中回郎魔の鯛が去細ら腑が､そ叫･
号甘極〈イ打であり､最凄阜風上研摩な‥ヒ見えら爪あ.小山`り才一一

トヤl凍出了小甘､篠招碑乾坤由芽碑嶺と居えら九､舟務一綿音の∋

1の風神､藤取水賂の8卑ヒrfきど斉えら小き･

泉卜 雨水ヤのAβ放射能の局別

最高植

〔西/ゼ)

最睦ほ

rpd/ゼ)

ヰ平射五

､占l
β

j帰.β

7/ゲ､β

iデg.β /｢β､g

≠j､j

#//､ク /J7.`)

//β､ユ

/,両壁､占

サ ム時脚更正趨

泉ヱ.酌力卿固血中車間猪架線(TLD〕
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(551亥奴鼎kヰ招/う終射解鯛奉

虎徴席公背馳⊥ダー

′切直各嘲野手甲

ノ､潮音

昭射出組も前年ヒ引李施与章句食草如赤瀬射個線番艶線lこもとイいて

カ銘板馳穣和木頻常軌二よっ服肘骨獅如来碓Lた.この間中継ア町｢
昭和お射『朗ヒ凰‡身長回生示身ユ沌日の丸軋耶り廟乳牲見解なし､.剥爆

弾如埼で椚『カ､う繁簡のイ印碑鮒亀喝し､て執軸軌五節瑠Lた.

j.紙射能の分析利更級
執斬の純理食花村脚像法久木棟裸身耕封摘じして射孝聴解か指針れ

そ｡壬机刹乾忍ば 串獅-リヤえメター.刷新教製産廉如シチし一抽力

見本如孝身体姫軋各であう｡

J.禰凄轟果の触多

(l)草間線量
東純綿町喝吐k叫硝節線師友一周用ト=こ久鮒l二かた碑肇

>臥､イ粥が旦夕血帥埠れ他止地域糾うがいは殆比なく､前句風車均侶
く間レベルであった｡

拉)南水子リ

南水子りの碓射髄IA如のようk√`可堵に春野的なス7‥いア･･ビープがみう
珂lニ′まユユ桓相中回線東食の新著で秀絶の服射能が習卯月ヒ瑠ユ相8中t如

可動警で萌咋柁射乾が一雛冊紬Lた.孝何牢甚哺卑如合く嘲レぺ･レであ
(J)愚者産楓み赦
免£宣示牛乳罰家ヰの維射乾生ポ碓掛軸も泉J～泉Jのようiこ､地域

がいも碗禍川産も詣で封づ小す･.覇卑伺師も回しベlレであった｡

拍)浄水.身鹿上

身畝紬魂巻上ヤの碓紆離良木祇射推棚も射～泉¢周ユのように､弟

†がし､けみう弟す:前年一司斬ヒも曾く喝しべ一しであナた｡
㈹身長雀物

産展怪物中の/与｢′万アcぅ,′ク`R｡魂乳･す泉牛のりとニュ赦現今く夜勤は紺う融



象牙力縫紋かうの鰍ヰ碩べ一ダ碓射軌柵碑夕郎簡くじ約如
あフた.確孝叔勝頼三貴照真鯛巨耕叶碓射隠州帖呪べてか針､のlまウ

ものて二親篠分析饗呆かう祈拗乍でかたニヒが晩酌う弟てい匂.斉
昭和わ卑門レウランテスト互､昭知わ卑門lニオ､こ′トテスト圭間柑Lた≠

ヰの棚珊巨鹿賀も射薪く射鱒射出射可ヒ如才X〃-㌦帰｡の萄いイ直
含拍ていう与なち稚拙サ軸lま〟もsでかた.
享.寓言告

を噸加計て一席碓如かて照射物､ゴ巾雅射髄J享線虫瑚細フ

ユj軌抑域ヰ切稗東親潮酌播んの一攻的のもので殊確合味ヒしての
ペ･レ貸倒上竹絶のものて巾なか7た｡席才力碑放かうの彬加瀬射剛′鋼

萱ネしたが･耳整理ケ朝陳の祇射能町咤増如碑年レ範ソ､ノ卵鰭畔J:
乃怒軋朋子なうせ黎があ乳

丈 醗
∴ 焚鮒公営碓桁払シす一こチ卿摘壷中御級別叫～叫捕嘲御前.･

J･度細谷留榔馳}ダー;稚尉官瑚直岬報告(仲川冊珊瑚･心J
j･車軸公郭餌枠且シター潤捌嘲如㈲舶(ノ叫～ト叩詑額御仏､
# 壊槻公留級術ゼ}グー牒酬鰯酎㈲齢榊卜甘脾弼御心

泉I日間全紙射能測鮎昧
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(5ti〕埼玉県における放射能調査

埼玉県衛生研究所

中背清明 日生 司 藤本義典

1 緒 言

埼玉県における昭和52年度に実施した放射能調査の概要を報告する｡

2 調査の概要

(1)調査対象

試料､採取地点､回数などは前報(科学技術庁;第19回放射能調査研究成j

抄録集メ182～5′ 昭和51年度)のとおりである｡

榔 試料の調整および分析測定法

科学技術庁編｢全ベータ放射能測定法(197占､改訂)｣､｢放射性ストロンチ

析法(1974､改訂)｣､｢放射性セシウム分析法(197占､改訂)｣､｢封

Tg)シンチレーションスペクトロメータ機器分析法(1974)｣把従った｡

(3)測定装置

GM計数装置‥アロカで⊃C-105型､ローバツクダランドカンター:アロカT工)C-4

波高分析器‥日立505型､シンチレーションサーベイメータ:アロカTCS-121C三

(4)調査結果

イ 全ベータ測定結果

第25回申国枝実験の影響が5月19日(定時雨水:102mCl/Em2､定二

:80pCl/融)の雨水にみられたほかは､いずれの検体も期間中に異常丞

められなかったので省略する｡

ロ 核種分析結果

大型水盤による1ケ月毎の雨水塵の分析結果は表1に示すとおりである｡

一番茶､米などの食品の分析結果は表2に示すとおりである｡

その他の上水､土壌などの分析結果は､ほほ前年度と同じなので省略する｡

ハ 空間辣量率測定ならびに刷工の測定結果

空間蹄量率測定結果は表5に示すとおりである｡

t31工の測定結果は全試料(20検体)検出限界以下であった｡

4 結 語

放射性降下物把よる放射能水準は前年度に比べて微増の傾向を示すものもみ



表1

月 4 5

降水量 154 占7

qOsr 58 29

り7cs 42 52

雨水塵の核種分析 m､ ×1Umu⊥

表2 食品の核種分析

種 類

一番茶

生産地

生産地

生産地

精 米

消費地

生産地

生産地

採取地 採取日日 灰分%
qO s r

pcl/物

入間市

入間市

所沢市 ;-≡……二;三
117i 5 2.4

154 51.2

大宮市

川島町

本庄市

12. 2

1.2 5

2. 5

0.81

0.7 5

2.5 2

1占.5

2 0.1

5 8.9

玄 米
生産地

生産地

川島町

本庄市

ホーレン尊

大 根

あ じ

消費地

消費地

消費地

1.2 5

2. 5

4.5占

8.0 2

占 2.1

9 9 5

10.5

12.0

大宮市

大宮市

11.5 0

11.5 0

1.41

0.5 2

11.5

4.8 5

95 8

1ヱ5

2.5 占

0.9 5

大宮市 12.1 5.4 8 も T 工) 1 T 工I 0.12

牛■ 乳
消費地

消費地

日常食

大宮市

大宮市

8.2 9

2. 8

占.94

7 5 7

1.1占

1.90

1.12

1.71

4.7 5

5.8 9

大宮市

大宮市

占.17

12. 9

172

15.占

2.74

2.占 8

4.7 8

占.0 2

5.88

2.4 8

a単位:グ/ゼ も単位‥pCl/g c単位‥ダ/人■1日 d単位:

表5 空間線量率 〃 R/b r

11t12



(57〕轟京都における蔚射籠調査

東京都立新生研究所

雀打 卓絶 鈴木 有線 番線 産二笑

鹿膿 正価 山親潮 動 ≡村 有′

1∴緒召

相和ら2年度に真髄した放射能魂奮に〃＼､1尭告耳る.

2､礪愛蹄先の政客

山 殉査きて薮減船 合β破約能割愛田試料番よび瀬硝分節軍師軒､プ辞般壕抒J二･j

頑張音更王に不す｡二の似て新宿区､八丈島の肇簡輝魯礪東宮i;ニ詞ヂ万プ†㌔サtモモ

姦l~珊官弼試料打球敗鰯鮒および藩政回教

鰊里毛
利中 子-り

到来･ちづ〔定時〕

上月くし虎雄1

エ加〔蛇口解)

工破(ロ〈5仰)

r漆(F～?0細1

日布令

牙乱〔磐産地･WHO輔筍)

守乱し讃首班一

軒栗〔ほうれん単 項膚祀j
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属餉藍屋呵

鹿部巨金町

鹿鮒巨雷町

鹿師直雷町

新宿邑白人町

八丈島

祈■宿直白人呵

責最良工壕

真承巨大廉

新宿責白人町
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コ
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0 日

0 ロ

8 0
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0 8

0 0

8 0
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O 〕

0 ≠コ

9__.. つ

★慣種付析痢試料l寸前担頑後.白瓜舟阿世ンマーに鼠付LたJ

∈Z】割愛方法 耕断章紆仔細｢薮射能制定法｣(lq7G射によって行甘りた｡
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川74(珊早朋
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鼻3 上水‥ 二L鹿.日常食および農畜産胸の全β紳射能

顔料釣

上水t凍水1

rポー蛇口水)

t疲(ロー6珊)
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日常良
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泰斗 竹′ベイト守にょう空間朗華r鶴r
別宴塊押

測定昇日 新埼邑白人町 八丈島

旨Z･ヰ

5

6

丁

曾

q

川

Il

ほ

∬.I

之

3

5､丁

丁 6

5､q

甘.-

仁.3

`.q

T4

†ヨ

74

丁4

了4

了 ワ

`.1

`.訝

q.5

6.3

ら.仁

5.g

7.0

6.q

6.0

4.G

4.6

4g

年 増 7 t β.之

4.飽藷 与持ち珂相可¢印画硬質験の影響と思われろ睾嘲値軒､前屈く･ち′)の執

謎められた｡



(58〕神舟り鼻lてあすう叔射組離観

柵奈叫臭素先師丸竹

小山色埠 急晩稲山菜

昌運埋鼻チ

l.蕗葛

前島産に廿き鮎′/叩明渡り科学孜術青春絶あまび鼻軸諷射てよ∋環塚

山譲位と行甘フた.

2､碑査噺乳朝晩爵

廿､舘性根

熱水′軽水′熱臥几ノ官句舶車.濁水.頚巌娃痛風臭貝卑類.上鼻.5

､-む全β故射絶.廟頑周布互符丁フた.

笹)測度オ急

椚虐サ斬弼∴｢鹿町絶調度克一円Ⅶ｣軒馳折方轟にJフた.
印そシラムこ｢色ラウムー13｢｣泉質薇軒万病Rよフた.

い)ストロニテクム:｢ストロニテクヘー知命朝議一円叫｣府蓉柵舟

臼)潮見愚

射 A妹製TDいl引習年M魯勤測度差違′ヌぼTロC一石里村叶利
M郁射払製帥Z別拍一聖憎厚卜占鵬き/c剛之j乙即した｡

糾 舶草し巨C一ヲB雪空乙ずスフロー･ローげッアカタン,一己伏所

Qリ 月晶久晃Tc5-1之憎.ヌー‡t引L暫柑qlJンテレーうぅンサーベ､

便向しモ.

j.刊塵結泉

軸棚果と最l.触帝締泉も毒ヱノララン卿盲点j∴

ぜオ出回ヤ執政実験ヲ癖勧絶好克と長年tこ守､した.

才正風ヤ画商紫蘇にJノj簸反射飯粒手がヰ個腺也工ん′東大胤了孔脚pc⊥
丘じんで最大値屯り亡んJ乙示した.才か回です降水で4g両ご友州乙己守･した

廃品ごれウオフた.

南米惜今年度叫ヤ上阜傾向が象j九た■且っ也クもつぼ昨年印細いレベ1
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(59〕新 潟 県 に お け る 放射能調 査

新潟県公害研究所

殿内重政､石橋幸三､鈴

菅井隆一､大科達夫

1 措 呂

前回にひき続き新潟県における昭和52年度の科学技術庁委託により実施しナ

調査について報告する｡

ま 調査研究の概要

･1)二調査対象

調査対象項目は､定時採取雨水､大型水盤による雨水ちり､浮遊じん､当

(サーベイメーターー､モニタリングポスト)､土壌､日常食､上水(蛇口カ

(生産地､消費地)､海水魚(消費地)､貝類(生産地)､海藻類(生産月

海水､海底土であり､測定数は212である｡

ほ) 測定力法

式科の前処理および測定は科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣ならこ

タ放射能測定法(昭和51年改訂)｣に基づいて行った｡

13) 測定機器

GMカウンタ ー:A】oka PDCL801U型

シンチレーショ ンサーベイメータ:A】oka TSC-121C型

モニタリ ングポスト:A】oka MSR-R63-51型

低バックグラウンドGMカウンター:A】oka LBC-22B型

(4) 調査結果

各調査対象の測定結果は図1および表1､2に示した｡

イ 雨 水

定時採取雨水の年間放射能降下量は41.47mCi/撼であり､前年度の値1

の半分以下であった｡これは前年度は第19回中国核実験の影響が強く現オ

ある｡今年度は中国核実験の影響が第22回､第23回ともわずかに現われナ

た (第22匡り 昭和52年9月26～27日 0.5pCi//㍍g､4,24mCi/撼､第2



(表1)｡

ハ 空間線量

サーベイメータによる空間線量率およぴモニタリングポストの値とも前年度

回申国核実験の影響が現われた期間を除いては同程度の値であった(表1､表

上水､淡水､海水

前年度と比較して同程度であった(表1)｡

ホ 土壌､海底土

直接法で測定したため､前年度より高い値であった(表1)｡

へ 農畜海産物､日常食

｢K込み｣の値を記載することになったので従来より高い値になった(表1

3 結 語

今年度は中国の大気圏内核実験が2回行われたが､いずれもその影響は小さく､

よび浮遊じんにわずかにみられた程度であった｡また､土壌､海底土は直接法で軋

農畜海産物､日常食は｢K込み｣の値を記載したためいずれも高い値になった｡

一一○一定時採取雨水 mCi/撼

--一
号

ー 降水量
m

顎
＼
叫
〔
}
巳
堪
潜
程
高
車

●●●■-●●●●●●

100



表1 放射能測定調査成績
(昭和

項 目

降 水 量
(公害研屋上)

定時採取雨水
(公害研屋上)

浮 遊 じ ん
3 カ 月 平均
(公害研屋上)

空間線量率
(公害研地上)

上水(蛇口水)
(新 潟 市)

海 水
(新潟港沖)

海 底 土
(新潟港沖)

了
讐
刈
羽
村
)

0～5(苅

5～20c椚

陸 水

(鳥屋野潟)

日 常 食
(吉 田 町)



表2 モニタリングポスト測定成績

年 月
日平均最大値 日平均最小値 月 平 均 値

(CPS) (CPS) (CPS)

昭和52年4月 21.7 19.5
∃

20.4

5 21.1 19.6 20.0

6 20.9 19.4 20.1

7 21.8 19.9 20.4

8 22.1 20.1 20.4

9 21.5 20.0 20.6

10 22.6 20.4 20.9

田 23.8 19･9
≡

211

四 24.7
u

20･1i 20･9

昭和53年1月 21.9
n

19.6 ∃ 208

田 22.0
】

18･2】19･2
3 21.6 18.6 邑 20.1

uH

年 間 最大値 24.7 最小値18.2 平均値 20.4



(60〕石摘l欄西郷聯絶

か順庸輔官師電軒

小森正解紬僻如

王.解宮

前軌てむチ旅チ馴鹿ド糾さ昭和ナヱ耳度の永常腑書経の栗射鯛∃

県が糎し小うず解紬和好赦町取柄雇廉恥っパ′如鹿虜縁

石.朝蛋前党のプ腔膚

川朝蛋対軋
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メータ′そ｡ヂりン7甘ぇりIくイい1如しr=｡
p)剥離塙

軸欄鯉かげ割史は秦増額細線｢軸御船J.憺射即確

(′/門ょがJJ/こ鼻イulケう7㍉t
j.斉嘘好要

点萌髭町鯛銅剣顔度五男/′ユ,画川帥軒小暮しト
〔り食べ､一夕現身雅

樹中居ぺ一弼射取組l言.射け山路割印新通1､■斉フ声｡戸

弄す頼=′移食ノ貰を産喝侶五和欄ド叫1′㌦如=斥力

雌働招魂帰脚線鉦碑相加郎tこ右出川イ卯′軍
感度軍功イ仔,郎均占7〟紺%左右♪1いさ｡

ロJ､を嘲経
密周布号の月利青桐′凰1ド弄↓rニが′佃紬′､｡グーンl言哺ヒ脚
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楓†桝∫蘭如.鋸両線し乍がl一札醸弘卵塊てゼ月り
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一
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確の安和内ド卯,廟更験1こよさ触甲の瀬舵覇｡鳩屠が恕調う肌｢わ
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〔61)福耳瑠ド卸丁る鹿専璃城睦

断幽明轡
化′欄冶 昇"常信有印璃え/

曳†射孝一葡⊥称え 山本政咤

/.感官

軸∫ヱ牢産れ癒す革新坤晃年が行なっ匹銀将卵液祈年春風り
弼庖ヒ細線釦締付釦よる｢郎メ鞭呵軒軋適確柵綱壷｣て･

ニ折らの晩宰モ親藩する.

j,郵をの孝車
〔り 剰軋打軋

(藤井地且J〔呑む雨水ちり､強迫し‥エ.軽米.牛乳.軽土.骨品

二‡三三≡≡た二餌･痺上･経上線物価丁虹色弼聯音､
上､患雇主抽.

ゼ)判定牙戎

虎β鼓軒鮭:｢即線画帰心十刊細風味斬′"り｣巨｡

拗音碑:汁Mh･∫才cい`･co･刑ユ･即c∫阜亡J主とモて葺erLり如月

切削利他蕗水は川P痕軋州hロユ如よ摘尺度夜.窓凍J

け酪碑地モ卑和し用‥打ク久一…イ的中液体シン与し-ション

官印朝腹翫如きネ､ソセンス錦町(TLD)叩い巨｡
3 糎も草

-いイ 餌抽植射湖畔轡
針■奉乏ド泰東和いよ古風仔放射絶.乞弼強者亨モ.如hえニク

トの司貰kt子-す･車上ヱ軋算=虐げ閥盈醸の剥離う灯.アナl
え確川〟卿町長¶j.珂′チβト儀大砲∫♂神勅れ1の東打線か･､､す･れ‡

~′レアわtヒ1て才餌叶た.卑の他lてっいてほ儀吐のレぺ′レド比ヾ人ミ
ら弟ないっ打.

fヨトロ
督弼緒尊卑隻

享/:



物卵･軒時の一即c∫ほ一王舛巾甜c｡ば頼長癖rりものと与えられる.領

の押仰は舶ヒ郎をこれド厚手勺発電サの軍教ゎこ加わっ声t考ぇ叫.`〃G
明子力終電叶の腎与ヒ身ぇられ与.
〔3トニ 蕗点上.鼻水.海産産物の液彪右打

各席上の強摩紳持寄せ長ア掃了･ふ叱射も中門撮.烙如…劇和拍

静､っr:.舟産出あ･落水の綾護身嘩綿雪養計.春ブ帰す｡′叩cβKウいで
呵ヒも麿在中絢前の･久離の朋軌レべ･小頼らす:舶の級官如
居えられ5一丁･リーヮチャの≠【･`℃oIてっいては敢璽姥直の頭坤軸て

モ過し濾せ叫.妄或.葡如且でほ細帥工軌町鮎川匹.舟声鮎
川γのは覿璽姥且の毛穴t7及ひ1こパ喫t市乳光邑申サザエのみで･あっ打.穎

､､て甘錦'息如で′叩¢川やや臥･融鴻り徹尊のJ♂c‥;婚払うれγ柁甘ト
∂Hヒも朗吟なテ定男各町レぺ′レヒ伺碑軋で･砂ワァご｡

ヰ 節密

舶和郎り司.努ユ∫酎ヤー軋掛芝韓▲1よる野瑠ぷ見ら仰｡見敢頑.≠
如正で･饉上座軌藤産珪払､ら叶い･押〃{各の郎力慰留御中如る腐

生け診ごニ●●く微音であり.㈲盟桂旦への廊尊卑享けほじんど･なく.碓碓客A上す
ないと為よろれろ.

泉二 針β軋新館点レしを問線雀



古3 毛.≠57リン 小ポろ一席未直の月東北

皇哨戒尊卑号 (T｣ロlこょり mR/ye｡r

月仁和よ/孝女 j才力喜ヱ与隻

∫J年【ロRユ土

㍉丹頂艮

最古 確上底牒リノ玖運命車線呆(

ヨ
一己:て
人中シヨ

0.01′ヽ0.04

(4)

0.01へノOJO2

(2)

大根､凍)
ヨ･毛･千､

ヒヱムヤ/ヨモモ

(0)

0.03へ心.07

(2) (0)

0.02′も0.83

(2)

大根壊) (0)

デモ‥ て

ピノムれヨ乙

0.01へ月.06

(2) (0)

召 毛 管

亡ノよ勺ショ毛

穴碑卦
ヨ モ ギ

rJノ＼ウンヨモモ

0.01へノ0.02

(3)

0.02へ月.07

(2) (0)

(0)

0.04へ0.06

(2)

0.02へ月.75

(2)

(0)

0.03√1月.55

(2)

ら 痺丁倒巧承磨朴オ蘇果(〕畔吟盆軋

0.02～0.07

(5)

0.70へノ1.46

(2)

0.93へノ1.11



責了 暮庖エの席題朴卑好果 pCi/9乾一土

早出竺毎払叛結束円
幸54
Mn

60
Co

137
Cs

上

官強大コ /′

チL 1 0.240 0.892 0.136

蔽1雷｣L毎_｣L且鵬 三色
1 0.078

1

0.308 0.176

､▲劉f二承去｣コ iア 1l

1老巧J2書宜王コ壁
fア

1

′.
ダ 1

且址木口 が 1

丹 生 三晋 草色
1 0.022 0.418

ヽ

声｣ヰ
恵 二喪一義∴kロ 三見

1 0.163

巧浦者ロブイ 右ア
1 0.052 }

至_針ぺ 倒壊来も 耳r
1

-

0.014

旨 三鼻音生物のノ玖二壇朴打線果

養 輿
針司
_鼻
糞

J＼ン 才一ヮラ 0.01～0.12 0.01～0.14

0.003～0

0.002～0

0.003～0

0.005～0

0.01～0.02

≠ ン 宇 ワ ラ

料プkの承殖卦可好一泉

0.04

王£i



(62〕長野具に舟丁も放射能踊査

高熱師性分翫帝展汁

中求睦平鹿甑岩債

仁葡誇

前掛こむき轟き.長野軌二束tjぞ痛知日阜風二麺レた鯛賦奇敦に

轟虎の希畢lこつりぞ轟音す葛｡

2､節食の概寧

u)菓殖財

轟*よJ捕*うIj店当叶･ニありぞ凍取し､食β柵常を方便した｡
軽水､日韓食､鹿島産軌魚軋土壌店長2のとお鳩下駄ケ郎､納し

春画線量店当碗軒の穐内にみりぞ勃発した｡
創 部度装置

首M計故装置 アロカ TDC一拍3

シン与し-ションサーベイズーク アロカ TCS-t21C

脚 部東試料

雨水､南米･ちt｣.湊水r上米､凍射､日常食､居島産物r牛乳､米､宿

六礪j､農軌l油し､わか～ぎト土息昏凧線量｡
細 部定オ講

読料の顔歴と削拍科学積街身魂｢食べ-9鰊細部史去(悍7占j.か才

か亭虐最編｢故紙静査番組新鹿盾佃知S2年烏〕｣に才っぞ待った｡
瑚 舞査籍異

動く銅ポ南村ちびのポ凍互恵1に示す｡寮2渦中酎象架線こ古志影響

鄭針守沌の酎恒両軸掘魂轟ポ62鋸Opこ-/旺ひ掃うに轟く守り､空白

如■闇2p揖ゼj室こもその帝管が鋸赫た｡また､南米うりの鍼の碑

珊∈妄ル㌔と轟11値を示した｡
象れ日雇食､農亀産軌厨臥土壌の和衷綿弓娘店表2のと削ぎ､
鼻面線量辛l才表5のとみり､7･4～8･りRル｢ブ協った｡
3､紆語

lt 一一_ ._ム=



鼻1雨水あげ南村別の合早放射能

南 米 諷水･うリ

6岳店l
f摘津喧

mcれ㌔

患2 各種吉和斗中の合争放射能

潮見埴

2.3ノ0.?

0.67拍.20)

0.62(a20)

ト23(0.S3)

1.13(0.4?)

米(精米) 0.47仙ISJ レ鳴揮碑)

はう血ん革 7t5(2.32) 打奄抽削

1.6G一色62) ¢.73) ー婚(K繚)



(63〕納卜叫主潮撫絶

廟他郷師
触甲とイ一戸鮎と､虜亮

鹿本索､′蜘掩.烏泉勉

｡慧諾蒜㌶警警慧憲仙たこれうり払腐翫頚身す5.

2､軸卑僻
〔け宙壷対象

イ.崎守脚胞車軸]軸痕〕
鰍､男盤塵虻刺煙牽､匪ユ､上軋願産軌秘宝ヒ一
頃〔原子〃卿覇嘲捷〕
婆棚娃､鍵屋､匪軋雛､舶エ.彪産取離且解批一

昭男蝿方沈
金鴫紬到卑よ耕車軸紡r如眉射魁J払｣に恥硝左し､､
Mカウ〃一朝した.又

子賓碑藍患綿いて服し仁｡仁れ･押Sr∫Jし､て･よ北原珊処産

キ巧棚トよ､蘭書鑑招ブ仁｡

7アーランド里りケスフローカウシア′てβ願麒汽宜し､足音しrこ｡`
瑚剰卵且

イ､〔対物囁凄書抜胸底〕
嵐山ニ､由舶旗純瑚別輝て､友∠にlよ､臓1や『企牌

仁t帥や旗楓こ･よ､∫∠年用′フ日に史施細闇ノヱ班吋釦薇
年詞/∫批萄巾れ庸え紬御船媚瑠ヒ如拙敵組

れttの他jtサれ摘碑ヒ軸心レ甜ま｡
ロ､〔細腰子か舵郡長1嫡涯〕
如戊嘩紬鵡栴朗廟凋彪翫､娘折f癖脾
鞄動蜘沖㌶制御波線tlて､したニュれう潮勉強回し､し
At_rl庸一J｣ 血

山打破あ√人
鼠虹冨 ､､

′.し▲ゝ



去ユ.個間中lニか丁さ軸(恥放射鮎耶り推移確さU

義之.ノ貴慮紳恥如叔射鼠 庫さり



5､､紛

水上のと和解鮎康底紙ドついては.■牙∠ヱ鳳揖び才Zj匡坤藍

空チ崇トニ禁票㌫孟㌘監､謁養監禁賢二崇
羞ユ.朝岡申l｡か丁ユ序昨年年鑑射鮎耶｣推移確諷J
頭繭柵 こさ･･′

モ虎磨 粋′】ヒモ
イ■Lづ■■ 頭弓琶: 偽眉

､4 l之 ク ヱ臥∋.7 一ヱ`之
よ㌢`

∫ 7 止≠ 元用 ～～7 ヌ■○/

6 【ヱ 7/
.#デ雷

J～≠ /～.Jア

.｢
雷 之Z ヱガ.之 ′7j 月計7

岳
n

_官
′ロ √ク 知久冨 ∂′ク ′7～7

卜

Lヨ き 7享 /卵.享 Jフ乙 ′く才ヱ紅貯照~
L一匝3 ¢ `加古 Jヱ ′¢/ゲ

′

｢

Ⅷ 7 同 ′朗持 ′∂乙 ん匝

_!皐
j 忍7 郎j J之 勘け

f 四 同 `7.ナ ′∂ 戊′7

星_ 之 J久3 J7j 3/ ん婚

3 7 相デ ヱ/吋♂ ヂ牙 享ア】灯査遇霊芝

義之.倉鹿紳守勺虐.5敵対粗 確言り



よう.紳郎力奄色町犀軋句席阜､鮨 搬･㌦〕
Io持-Iヱ l丹～J丹 岬へJ

(〆√即

亨句値

/∫～ヱ7 ′ア～ヱ∂ /才一之¢
｡み一之g

〆-′｡ゲ

長ヰ.庶呵原子か発車印翻しのポ鼠試剰ヤり枚射阻

如可偶成

40J之 脚沌Jlo 鉦L心細

久ア～け

血判～帥ア印加{丸

針甲･iT東i止巾(贈卑仏左q3倍止りi市7



お.サ花町Z封司.甲幻滅東破q詔嘩抑ぇ 博軋頼ん生

∂.0¢ゲ之

._.頁■ク

仇0クコア

～a∞`う

♂.ヱ∂

～¢､jゴ

¢.♂J牛

一一久卿

久○デ/
′､♂､/

久Ojク

′-β.0

久～}

へ久1甚
♂.ク♂∬

.-♂､β//

久ク`デ
～¢.′7

ク.♂○占r

～¢､○/

0.0β

～ク.クJ

久○一日

_玖OF

久万√

〔_久J.r

回ユ 清適丘q雀β放射絶(無何軒白眉り

4 ∫ 6｢晋 910 tlfヱ/～ j算鞄月

田Z
むウリユク･-･ストションり泉昔年

両
胸
両

肘
如

一抑町白紺

-_■忠岡町阜ち



お∵和凋牒臥甲由鹿毛痩巧者チ零封左

0.00年之

_糾明婚

0.ユき

～¢､ア5

博軋頼ん叫

久0クコデ

～aの`き

♂.ヱ∂

～ロ､j3
久○〝
′､仇/

β.ク乱打

.-β､β//

久伊`デ
′-0.′ア

久ク○ムr

..}(入○/

0.8β

～仇OJ

久○よ夢

_吼OF

仇五｢

{戒ふr

回ユ 清適産q塵β放射絶(票田町白眉り

4 ∫ Gl官 9IO tl一三/～ 3草私用

回Z
モニタリ}グー･ストシーンり廠号辛

∵
∴
.
､
‥
･
∴
､

一卸町白紺

←__忠岡町ヰ阜



(64〕麹県甘お叶軸醜

顔塊卿醸軒

♯壌壬､魂鵡良港餅項加電
離碑∵焼幸手薗唾司斎

1.療 育

麹頑描ける確桓∫頭薮(癖旨え阜ヰ耳～癖∬卑硝)頑増
車私有£邪魔鵬て布労っそ瑚凍萎瞳摘酵奇毒梅村るさ

え.療

(l)碑蹄象
鰍(東確約ノ献サj(一柄釦J軒む"麺釦ノ上

.卑紅塵虹ノ土塵ノ賃球,年紅軸鞠真咄即刻鹿転泉

哉恥触定吉£恥冬ベータ癖韓r軸

｣､βア扇斬は有線兄カムー37頗拷｣ノブ♂適齢l鋼線｢ストロ
0ノ鵬忙したがう7布翫暦｡
(3)ラ利勝

細山OhA製LBC一ヰ即製

棚LokA敷TPC-103乳帥一雌β一加∂/摘紅旗
州ALo冊果JCS-1ZIC乳

3､繊
度ベータノ癖構お阜礫麺錬七泉lノ凄みノ泉3K希

スエ回(瑚)7射ノおよ?埠ん占領(3射ど里中蘭触

禁:岩謡蒜畏芸子完ア盃忽ヒ牌紳
3月=柑ノ乎3′♂♂♂ァ



泉l 全β説鮒鮭

ラ剰 ぇ ノ磋､
最高値. 最強促

敵(度軸)

再担ちり〔ヰ喝
砕刊読周囲抜)
務嵐.む､ん

上水(羞牽水)

モ酪味)

頚｢ 狐

魂･風 土､

嬢(♂～知1

(古〈功叫
1紆東 六線

働輝
類､頼軋

カ班tJ

わ朴め

ヰ 乳ユ

召 尊
ノ食

急事拝顔軸)
竜郷陶)
楚脚御
蹄御)
剋薄綿

尾野腺繊呵

赤痢呵

朝呵

鼻毛象車

膠看β脚町

雲誤謬苛
新線車
鼻毛蒙車

泉 え 泉冊j繰皇

渕軋壕巧
軋 ｣軋

最高嵐 鼻息僅､

薮埼練阜 届僻ぬ

泉 a 款綽く食掛
/叩急



(b5)紳卜糾毒舌噛能粗肴

東和如靖珂監町

田対義焉･藤痩五人･瓦㌫
う工臥息･温田吉⊥照

1.嫡言

某局腑でlま､粥和3コ報い坤学軸姉貴青むこよる放瑚細見譲痺を妻

が､むニ､瑠加古ユキ度からlま､朗磯軍見知寸食ぃよる｢高車原子力廣画
軋村欄軋を碗せて乳酪している∴こl二噛ロJユ卑見ド叫るこれら¢j
る｡

ユ離り概要

∈､1)観轍
ア卑官嘲碑和樹敵船
え時津氷雨机､別間雨水与り､軽水(希氷､地口祖､う如り､土疲､j

れl束､泉､大根.1きうれん阜)､蹄食､朋削フトサバ)を軋
夕刻澗珊如･腰翻姑打て堕鋼線軸を気絶止.
葡麺珊執よ､ノ中ロT読了た｡
バ 高来泉抑腰師扁他の助軸佃蜂

堅嘲繹中頭廟絶(モニタリン挿スtJ3鮒､生嘲
臥魂軋じ､んヤ嘲即凄勧綻(毛ニ‖ン舛スり1地点､∃

水､直上､ノ泉竜助､凝捷勧､頑連出締〕の食べ一城掴玖

‖鞠こつ､-て泉牽レた｡
旬刊定オ法及びt賦各

席要は泉11こ尽すと貰りで串き｡

加 古離端泉

ア 郎抽斬呑轍射乾酪
泉2､泉うlニ翻蝉果を示す｡

梱鞠問ヤlこは､廣ユユ臥

2ヨ回のヤ回薇え検が右われ

トが､狩l二q射78碩ユユ回

泉1測鮎戎及び測定計の楓要



′全ベータ敷射能及び､空親線量辛についてけ､子年のレベルヒ比乾して､埼ド
覿ホら机恥､っrこ｡

イ.高来鹿抽卿凋加療痺醐寸髄圃杏
如､泉∫lニ已ニクリげポストtニよる軸風量華乳げ混乱Jんヤの戚射紅

塵果を､回1確聞積草線量鳩車変化呈示寸｡麦占ド観統綽潮見超畏

この年㍗､用捕われ碩ユユ回薇軸東の屠堵抗､直⊥ド且う町∴寸け
蔭土で､しよ､-∋7csのみ打破郎柵が､泉脅かテ∫～武)川tで吊､殖史類

書碑卜赦動Lほか､と=如､かわうす､､､泉射＼ラβ～Jc珊Lで､は､ほ㌢5

～3如麒の勧鴫う鵬｡雫の離農軸漸こつ､1了は･風見弼
項尾甘夏叱l描わうれ付か巧｡

さ.鹿鰭

舶∫ユキ度け､?月.j削二中国鹿東館拍子わ町こ新見､守恥fよ､鰯梯

水卜影響が艶あうれrこ｡まrこ一句月､3月とも月間雨水･ちjji二景窄が且うれ
下風ま､そ小で小机.j′j∫.コ鵜Cイ紬jと高い櫨き点しr∴ま｢二､この

唾土トb鼠う小､樽見埴練乳しrニ壱蹄卜賄ぃて､御仁巧増力頼経めら付こ
守り如武村錮車間線遵奉卑トは､乳軌摺､折々パ伊｢た｡

泉ユ 合べ一9軋射能潮風崩乳

β.ヱ



泉5■息時蹄氷点水の食べ-9凍射飽

泉ヰ もユタリン㌢糾トlニ掛丁ほ即線量専制艮鰯見学収軒

…塁･

52年12月 58年1月 5さ年2月 5a年き月

平均 最大 最小 平均 最大 最小 平均 最 大 最小 平均 最大 最小

大 山 3.4 7.9 8∬ aA 7.5 2.丁 乱0 6.6 2.2 a.4 6.5 2.6

吉 坂 4月 10.丁 8月 4.a 9.1 8.き a点 7.与 2.丁 4.1 丁.5 3月

倉 林 5.1 10.2 4.6 5.0 9.9 4.1 4.6 8.き a.6 4.9 8.2 4.4

泉F 堵温じん干の柑乾剰ぇ梼泉 草根cp5

測定所
52年12月 5き年1月 58年2月 53年さ月

吉 坂

平均

0.8

恒夫
巨2
匝小
巨1

平均

1.0

恒夫
l2･6
匝小
巨4

平均

0.8

l最大
11･6
桓小
to-8

平均

1.1

恒夫匝小
l2･9lo･4

注 もユタリン門打ストlま確和5ユキtユ帥､ら剰ぇ岡地.
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(66〕大祓希に机丁甜抑制椎

芳脚公番おf呵御

神君崎田村号∂′

1.碑膏

酪口鞘?8から咤和田耳銅‡での′大枚帝仁帥言密蕗肘ひ塘路

珊詑虐イ印材蹄〃利息萄如鹿討3｡ニの新調佃†ヰ釦欄

厚と昭和田キヨ8け8仁′苦れ告一化如郎びサ刀何の感官鹿を行った.
2.鰍印鑑力鹿多

〔t)串水′ぢり;賂工餌却≠の挙竹尾工広縁をL色糸面積′弼0州十両

して朋凡薪水･碑下ル朝練丸 そ付加拉フて地晦掛軋
随一舶郎18月臣り咋れ肌町畑ユ■旬再触摘机鳳

=凍れ中別紙患戒塔硝細ら軋乳

t2)駒木:ヂ柑ッlイイで軋r絹本毛色埠に操取シ′川0椚且祀
にフりて′

-0ロ川色を魂軋乾画Lて郵む戊｡触3β確の判定店已
オ2娼峻宮簸の詔年ポ結ゎちれ笥｡

(3)謬避ご一ん;絶と餌/よ元の最もく了ロガ袈平行頼登壇菟凍じん者ゼー

んモ挿集し′専権に付着Lた瑠避ジ･ん帥で獲り弘L全音り折｡と魂
郵渉碑とL毘｡周3C3折如判定埴
も試す｡感官痺の詔宥ポ辞めら几き｡ 0.3

くヰ)苦瓜他の柵:篠本細水′扇締ち

工屯食夢中のか一夕雅軒能功利盤純
宋音象1作東す｡貴常埴仔砲出これてり
祭り.

(出 勤呵緑青季iノ血工†一人●一メータモ

ー守‖て利息した奮伺線時の縮東電如

に京す｡り祈此も卑呼値七●ぁった｡
呵 モiクリイポ付;祀上村ユ抽申

0･一

軒ー･レエ宜∧血工頼光者もじりつ･れレー

トメー寸で一連鹿毛戸鉄rた官凧熊毛重曹一l

巾Cこ血㌔･佃
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来秋一息好〕
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水㈲仰

工卿叩か∫適
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養3モ=クリオ梢卜判二む直(呼ぶ〕



画千斗2ユ回中風感官鶴崎〃湾感じ岬

呵惟憮蘇ら碑頼僅′官酎頭向嘲

一U

5

園5.斗つ畑中厨錦醸帝耶
榔(宅韓ふ咄蜘

rん仁蟹修繕豆腐薮Lた｡純′射姻彪常雄好ビl拍チタリり'-才ユト

モ組めた｡l糾臥び周∫に′帥そ九ヤ鮎廊虐d●常ユ姻鹿骨線材の瑠酎■｣

モ禾す｡如掴瘍官痍時の瑠痴じ■ん郎均す詑が′象漑正絹揖す尋一廊任が

Lkことが終れられき｡向尊顔郎′抒才叫一席姫きぼ康虫これ告かっ托｡三

相命じ打け吾平固墟費嘘〃割草色身l固から諷ヒめた.

3.結線

軋r好葦㌧たごと<ノ細線安藤碕仁葉常埴古癖出L紺叫げ′すべ■て争
た.
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〔67〕兵庫旦′こか丁を親好鮭鞠息

女虜虜衝王府奥村 大路正確金功名男ノ

ユ､境 豪

商回一て計さ簸ぎノ関知虹キヂβり唱知E埼3年まZttの軸瑠′｡兵施レた瀬郷

尊皇離す羞｡

ヱ､朝睦珂見り頗孝

(l)親互好象ご碑木南水与リノ上水ノ泉高度軌a草食ノ土壌/空間壊量
¢)髄峯サ凍:玖齢裔埠痩よょが物産仔ノ割増東新鶴｢柵鮭劫度泉(/

恥レて抒斥ワ六｡

(5)剰ぇ機番ご伽スペータ刻掛虜士密嘩巽〟嘩助〟孝幸丁嶺東署(名

号〃屠〟亨〝→月〃/どイ留)を横断土壌りタ厄スベータ側め‖寸I

乳町咋〟･〟柑¢一/嘗の¢〃屠ノ〟βP//朋/イ留年〝プいプ(ダ劇

/〟氾/留年〟親風包みよ㌦〟縄目痛押/撃スケーラ立村椚｡蛮風埠官動産

れ畔上寮監の錯-J相月埋ナノチレークヨニ/プ厄-プよtよがシフチ
砿J〔毘J少甜Y2∫ルルを痺軋

㈲鍋蓋好果

才鞠を朝敵こ諒けお酌来すの柵能㊥耶町拝顔を東1にノ寸た上*ノ鹿

瀬射馳測度埴を友まJごえレ斤｡屈郎2羊デβ〝艮ノ封キヨ月け8′ 乏れぞ

机j酌中尉液賓螢ペ軒伝われ和ご′薪コユ周桑簸どげアβヱノ月タJ〃～印

斗埠周頭取っフォー･レアウトドプ欄外亡ん1ぶ8～ノブ.βり虎額釦よ打

趨仇ら東嶺碑叫レた｡着た第2j直嬢顔ど持3月I拍ヂ棚～川げ8㌣♂♂申
j才･押九£毎′ ノ†～ヱ囲採取かご鼠7デ柑αん㌧少子っプやぎ8滞.チ華埴

よりやや高い制度那恕席レた′抽レぞ中腰り萄弔の軸足値机J凍真顔
められす合板毛虚J､て埠卸すぺざ裳埠施Jよ烏丸フた｡

j､即座すろ神風

覚射線鶴乾の喜成がユユ軋り泉件〆ソテレー宛ノカタシターJこJな史書頚

たとこち/芝れによる測度温け左足鵠〔工目鼻勅書博)Jこよね値とよく一軒

症I
11,

■



泉1 南水中功親好酪の書即断

動組数
手動 且凪 以ノ㍍色ノ

キ･ 上村 最 高 :辰 也

β′ぐチタ ′.♂アア β一♂タグ

a/ヂr β.ノβ2

¢∂35

α朗灯

I和7KにJ盲笥

一陣下竜(馳

♂.a27

師k縁取堵巧;真東喚街宣巧痺抒鼻上

哀ユ 上水ノ泉葛産嘲孝り顛射鮭′

玖村密事揚サ:上水‥--一郎鵬町
t!1､_′ ′_

_し _｣⊥
山‥.

東食毎地トー頚眞蜘j



(68)如離山動こ釦十包二枚射乾竜頭杏

却酸J凍腐生節免軒

遽ぎ細乙 立旅ぷ 鼻骨

Ⅰ離
細J二ひプ虎ぎ辟和魂亥施し欄脚屋払こd一る感度脚線親壷

､､て教皇する｡
j 赫髭の廟各

｡)訝幽叡
かの就卑喜好泉とし､定例級

【こ呵摘水､価値水射､直7K

､士族､日常庚､牛乳､ネ.新風

､貯軋こづ､､て碑β軒槻L､
質固紳一こ/つ､､て∫よ鼻下ふ甚で測
度しト､｡

甘お､享碑の崩敵嫁軒恥風連回
巌与表弄しト･ゴー､､縫数は/ム日韓

p)測定ご左
調轡打前興賭如一利紅去ば､
躍押†/ヰ紋打､対鶉藍曲名葡｢盆
イープ一読和解測最速｣√二ょっr∴

刷･剥泉蕃
G､M オ刻贈
÷ンケレーシ壬ニサーベイメーター

動 詞査武村碗〆芽胞

碑査或碑

ふ

膚
食
置

午乱闘触

ノ＼グサイ(主産地)

カコン¢上〕

弟(讃触
潮煙松上〕

由 水

鹿｢水･ちり

空所解せ孝 崩蹄軸車哀柁争
0/へノよ( 廃寮山乎

J′}j仇

吸水･(酪ゴ水)孝鹿東新乾蹄

アロカ政敵 TP⊂一IO3

アロカ敏巌T⊂ぶ-1ヱJ

j 調査継承

蕗軋鮎指揮･ち圧っ､､てiJ､聯灯影午?裾柑､J恥輯j山川の泉

銅価閥鰯穣離乳､て､靡動鮎誠め射し翫､ィご8
蕃封∴如くtうりの刷確肇ト音卜泉jlごば､屋碑仰の包β締
し｢○



ガ､､､如脇助掛物遁聯顔一食･僻の新緑錦と♭壊して壊雛胸声
tIし厄げっrご｡

む 和K･ちIjの甘射蹄紗

属吋 醇楓爪
ビご′′･′′.
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(69)鳥舞凍に恭サる榔髄

勧螺癖師暢新

宮明年身′谷口キ萄′泉由俊一′鰯

1.癖毛
朗rt引挽き､鰐和占神蕨r東赦し東郷能絶の廃線王葡略する｡
2.御免¢舶

(t)鯛奄報

献′上水ノ肇轟じん,糞嘲′野東′ヰ軋ノ氷′雛稟′田崎食β

rヱ)放尿鹿
部解巾轍鮒卿如､粛草肺病｢過小ア轡離制度鹿川

お)｣ノ｢鹿紆性ヲク東食打魂(ノアJ7J｣′｢シンナレークヲ/力て

ゐ戌勧櫛常佃匪魂(′ア去り｣皮が｢モ･=プリンタ､メストド才を磨
定(′ア占ダフ｣有どによっ戸○

切諷塵紙泉

イ.南水魚硝･ちりのÅβ魂粁絶

命村の雛の平塚嵐げメタrC∫〟月下で､よク～#♂戸ム/♂メ

フ距｡Y快t=みナろヱ咽め旅突教わ鱗ぼ､ヂ月よ/匂へ′夕月//モ
∫jク♂FCi/′)及が3日′78～Jヱ机牒轟々アクアCi/♂〕`
れ属｡

大理林泉に言三牒却鮭八月郁降下執り､J才～/ノ･ア朋¢J/Kん1

硬度厚く艮高､､傾向三界し匡が､ヰ歩か薇努験締めア月ド最高値～

ロ･敵ノ食励如上射舟P額能
離農叫舞鞄軒=仔､御吼寄こんど読めりれ卵フた｡

学位摩頑皆川捌の紳鮭ば､∫～ヱP亡仇諌のものがク～∫｡

へj停と尽したが､館をゎi鮎り層々低い姐で界フ匡｡

ノ＼･飽じん埴β御†鮭

う軟式簸じ人各レ＼仰りユー勾･工てサンアラー〕で安東サの刻

し､輝櫛鮭t敬し距■魂取師古Ij飾鮭槻ド大ぎ物価1
J妬ま惑甘白人勤痘ム■才人舶で蝕人キー付{つ..フ.■ナ ガム鹿lÅ.£綾取J



妄.

木.塵何食卓

上剋粗放で､各局l郵サーベイメーダー=古舌貌モ爺∵官フ声が､大き

仔触られず.年何の卑称才㌻tデルR/九｢であフ巨｡

モ=アリンプl､ポストl=古う轟耗季匪で･げ､(日か要虹のケ軒､艶〔4～

)と､哀史の丸字l朋〔/よ～ヱ日)βか･そ叫恥御子軋〔J′ll日)
ちれた｡

3.ょこの

泉南套軌句中lこ､や釆で帯ぶ之店=アβ′ワ机座す鼻よぅ臥二∂日/∫甘〕
簸柑こ射紺､封牒好一咽姐璃抑細晶

倦紬甘食晶ゃめ凪β棄却能ば､前年同和とんr顔如勅許かフ茫¢牛乳車

ずかであきオ･巧むか触りれ跨｡

工射l=一富･昨竿反ソヤ判針Åβ紳能才､t紛われた.

もこプリンフや久いこ才言直剛韓わ安イ玩､節早い言伊何碑でか声■

泉I.陸水′食乱土敵中鹿射能度ザ痙句碑阜

品 尾 最 高 ノ値
原 九

才軋木

地ロフト

泉/低 値

♂.如土3･舶

J､♂`士 5心

一/.血
土
ヱ射

-ユ許3土 ヨ･ユダ

ー♂.βヂ士
き､紺

-ス.捏士
き.5β

生 乳

奇 瑞し

′.ヱ 士 ♂ノ

/､き 工 β/

ほクれん車
夫 凍

Az:士:♂.え

ユ･7 土ク､/

♂､7 土 β/

j.3 土 ¢/
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義之.敵兵が房卜与りの額射能

云寓采
表3.孝虚じんゎ倉声効知能
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毒斗 環尭諦再の全β放射能

検体区分

ミ雪盲婆じし

三也フk

最低イ直 直士別直 1采耳宮地点､

｣TD LTD 龍三エ市っ鹿島

鹿島町～臭っモ潔

来者原水 範ごユ布石志軌頒)朝

木蓮薄青水 祇ミ工市

海 水 簡車間iユニ海

日軽骨t都市域人) ねミエ市

農
盲
直
物

市販写｣ 帯､.工市

旺叶っ末臣

ほう仇｣阜 臣汁-
1っ天敵

松ミ工市【直

鹿島町北護i

直見町

原発酢癖,う阜

囁奪回良一海士

†ごまこ

あわ~げ､

まどえ

し＼万ヾい

わつ＼め

あらの

し吉山､わら

しじオ十･

海底土

0へろ⊂イ博
斗亀 鹿息町耗二王市っ下

え､ち



去 5 環痔試料の破壊分布鮨果
体 区分 判定値 軌毎夜翠 一筆畢

水道了封く

LT上)へ′0､与

｣TD(ノ0､Ob

｣TD～0＼0ら

｣TD～0､I

L-｢D～0う

LTtト､0､ヱ

｣~TD〈一l∴2

｣TD

JTD

Jltレ～0､し

准ご工市盲吉夢

ブ幸田市内本T

7越智右k
｣TD′＼一0､l 0.3～0.与

海.′卜 0､l′､ノ0､1. 0.l′､‥0.1

｣TD/･-l

18l′､∠=l

Lll)～20

8(′し冒

8/-レ午

4も ′′､-′て8

しユ ～うら

うt 一･〉と:高

ちら ～6う

=⊃へ･21

IO午～之Ib

Jll⊃

う卜一-らq

JTD

5へ′ 8

らう～L侶

7う一･-tち0

ZO1

4･ら

2.之

tOち

iOうRu

l鴎Ru

lう7L声

q与亘｢

粥N』

明⊂○

隕｢晶

[;男らへ闘

牛tち～う2盲

Iq′■-･ユO

L一ユ8～rらう

tユち一～Lらら

4月′一〉ら7

う70/～ち7】

｣TD～学壬キー

｣TD～フら

tO

｣TD～4名8

訂7～し与‡弱

LJP～ L2

ユ8～う4J

JTD

JTD(一仁届

｣T[〕～=qら

l亡うらへ･･らちO

LJD～ 4q

｣TD(/q

｣TD～し0う

｣TDへ′しらう

｣TD～ユ与う

碑出せ針､

らう～t7ヱ ｣TP



(7U〕島根県にか丁る嶺納恕奄

島根展観王宮研喪叶

ま頂恒巨㍉与掛斡旋っ詩碑専一

嵩♯敏立り山本春海,斉藤考→

1緒言

日吉知ら之年度に､農相具しこ卦､ゝて棄嶺言机モ斜単積術守秘の板取簡謂蟄居び県

下博子わ卑官軒圃辺の壬菅確放射能蘭杏貫首解せて､写の概専与与良告すま｡

之 滴奄の概専

(り 頴査対象

層与か准設問迫盲重点に､雨水,三号遇じし,睦フk､海フk,無毒産勘植軌

吼陸上,尊慮土鷺の放射能盲調査しモ｡まモ､T｣D.モニタリングポストノ

リ空間線畳も調査し㌍｡

〔ヱ〕試料の採取艮び判定詫

科挙詩碑行場｢食べー9放射能利恵詰.(昭和引年祝意丁),｢鮎工(Ⅶ)ラン十

ヨンスヤクトロメータ礁整分析蒐用苫知胡年),｢G･已(Li)半導体棉忠常盲円いモ

析篭.r昭和与1年).｢蔽軒骨巨訴奄奉託計画書⊥(棺郎2年薩)兄さに準じて

｡全β放射能判定しこあいては､而7lくの計Gnカウンター音便潤し､¥の他の棉
バ､ソクゲラウシドエロガスフローカウンタ→甘更開しモ｡感積分粁はオル〒旬

ル)献腎付斗000キャシ末ルミ頂高分析慧置耳順円し仁,ま仁､壁間線量宰

ルギ一斉都督回端イ寸Nq工(Ⅷ)シンナし-ション積出温により主ニ9リングポスト良

9tノングカーち諷憶しモ｡言ちに熱唱光線阜計(毒手は松下電温(礁)蟄UD

OS)ろ＼約qo日間毎の離鰻量官制重し仁｡

しう)調杏結果卦よび考察

イ 空間鰻阜

概尊号表巨†之に示す｡年間積算線量は､県下モは知瀕卜項0仰写生ちあり､

鳥(簡春周辺)そは約ら0～qO小海そあ｢仁｡壁間線量全附こ･っいてし言し副ぎ耳

レベルモあ｢†ミ.

ロ 全伊放射能

､;す 句､厄l杏､こ4生■含加の1高 ヾ＼ ミ



篭22直挿画積曽瀞の貴モ響は､モニタリ:/ヴポストっ慎軋中岬工の調査でし

七巧､r一三ザ､智頭凍阪南水1ミ笥塾じん､根種分析の無電在勤,種物常にあい

t｡喜モ､葛2う回積棄駒の蔦;響は払の諦蔭項目モも主知う小五ひ､モ｡写(

続果■∴計上て㌧言当寺翼七傾向持主馳■ら肌㌍朴1に｡~にみ､｢いがい.のモ｡は鞋寵.･

≡｣~アウ｢∴よ畠ものと取われ畠｡

妄1 壁間線量判定続果
T J D ンケ､カー ノ山

伯こ1直

太Ⅲ布

耳臣｢ホ

妄z じ列刀､lポかによ婚問線量辛の月別推移

蓑3 雨水ちりの全β鞍射能
(b∈諒F爵フ較



(71〕岡山具におlナる鞠鮭郵巨

岡よ某環細ツアー
庖電J凄イニ′倒木奥ま,田竺真美子.J

J.鹿竜

昭如ヰ應(虎年女月～通千き8)の恥濃ヒおケネ盛観射離昧覿査粛射
う.

j前転托仇礪曝

しり飼査仇吋象
両軋うク,篠札農畜鹿軟風軌土身空打線董辛阜ユク/付く一束与｡

pj娘渡
合β叔柵は卑割軸抒属鳩射鮭讃岐泉｣(ヴ/りJこ童り′千乳酪β′J戚
歳費に蜂博捜耐頂射鮭郎濾紙計座席(略和せj碩)｣とした叶った｡う
姉よ軋体覚ぇそ鼻息1こよった｡

刷如渦状卦
郎叔射鮭;州ヵウント諸士専横州耳一カ)
窒拝漉萱草;シンれインヨゾサーペイメーデー(ノ仏也久TCぷ一βノわ

ウラン･吋;根絶絹軸鴨藍離晩装置(勧芋鮒叶盆レー虎)
彗の潮見j〟〃誠.p.H.バイ臥五郎叶R冊一郎り

瑚軸泉
南氷れ知慮射馳操席泉嘘ユ仁恵す｡本報は7月鍾き日ド中国の朝
来れ,羞ユヒ示すよぅたモ巧影李が一時和こ軸細た武.その夜はかレぺ.1

レ丁こ掴束りノ直丸舶鹿軌鰯,上座草の釦繊維如柚喉喜さ
凄3に研一､lす寸輔車届と硝男夢婚呵れ翫､った.
ウラン嵐山南淡雌か軒怖′野凍よ路上療qウラン壱壊そ廣引こ漬す｡局
硝帝修法彊あ与れ偏､った.

虎乳中の′Jlの頭腰線は如綿すとみルD･一ぷr弛て旗った.

j､庸藷

Aキ㈲よ平感の‡娘康による影督が雨水.叶卜増村Yぼある力ヾ詔萌iれた.

学仇鹿の試料蛙前年度と軋榛低レぺ･Iレど･あり.一緒lこ身レ､沓鮎ば藷あi山恥､っ
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久金β放射醍
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(72)産屋軋こ1けろ放射能調査

束鹿各節生師兎叶

ヰ濱£確 ヰ村肴た

1鰯吉

昭中古2年凍の解′芋租貯舟奉諦lこ∫ろ衣射能鯛査の寺乾草と紘昔すj

乙 部査の概阜

しl)調査対象

品来一 斗リ 強敵直 上木 与痍 泉丞産物免男臭類句Aβ衣射絶ヒ皆

の刺定を行しj 測定件数ェ思わゼて2♂jイオであ,r｡.

以 測定オ詫

商材功鯛馨たrか到達オ如才封ず碑術斤蘭｢狂射脚り症オ兎〔J?占ブ主に礎

男性臥エ ロふ経線敏PC一岬可響エ､よ獅應番線蟄T=シンすレーテヨ

イメーデーえ動君lT二｡

j 御重舘巣

山 詞祖 ケリの患β衣射線

庸一脚軌工衷1のとよりて･l易j.∫ユキう目/7βトニ 中l如ヾ招葵鹿左官尭1rニ

直ろ甘 木席ア･け=オ机こ虎水で･一占路βF肇(7⊥2♂小弟-ノとしlう賓常値皇

♪†その確の阜ヶ晋l工げとんど宙胡仁山r⊥､〃､フ丁ニ.

ウノ‡孝感度のノ令β衣新種

冊J雅号軌ユ泉2♂lとぉリア'前年凍Lほぼ何棟の錐果で■誘一丁ニ｡

即 環境夙村中のノ令β友射錐

衷プl｡示tTニヒエ･ソ丁､1前年度とJ貢げ何様の維農ア･■誘､巨.

射 卓l岳1親善

泉ブに示Ir二とよリ7い 廣高はJ′‰ 境地7Jノ胤 阜仲平卿直り･クノ冤ヒ

画彼の好漢r-みr二.

ヰ､希禽

′今卑か王
制く ヰ･け∵凋斬lニ平薗鵬､掛♂痢摩〃ヾ辞射す=㌧｡【いI

l二lT け湘｣年並みqレベル丁′み丁ニ.一席虎痩巨たける衣射線レバ1レセ風連

斗勿 と大農｢Jれ丁ニ.
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(73)山口県における放射能調査

山口県衛生研究所

松 尾 博 美

1 緒言

昭和52年度に実施した､■山口県における環境および食品等の放射能調査結果の華

2 調査研究の概要

l▲ 調査対象試料

雨水ちり,月間雨水ちり,上水,■海水.音質士,う毎水魚,牛乳,精米,野菜,日

土壌の各試料､並びに､空間線量およびモニタリングボス･卜を調査和泉として実

2.試料採取､試料の調製および測定

試料採取および調製並びに測定は､全ベータ顆射鮮測定学(s･5･り =い上び昭和5

調査委託計画書に準じて行なった｡

3.測定結果

各測定試料の調査結果を､表l～表3 に示す｡

3 結語

この調査期間内に行なわれた核実験は､中国の第22回(S.52年手書.ア巨)

(S.53年3月 t5日)の 2巨】であった｡｢これらの核実験による影響は､第22

後の9月 21～22 日の雨水ちりに275d･9d甚1.雀を測定した｡しかし､.その後
また､第23匡】核実験による汚染は､認められなかった｡

表1定時雨水,月間雨水ちり 単位:こ二⊥∴ノ/皿ユ

定 時 雨 水

年 月
月 間 雨 フK ち り

最高値 降下量 採水草(8

S.52.4

5

6

7

8

9

10

11

12

10.91

0.43

3.01

0.31

0.63

2.28

0.31

0.95

0.23

2.97

0.22

0.ヰ1

0.10

0.13

0.88

0.13

0.3ヰ

0.11

11.34

6.69

1.60

0.86

0.27

白.J46

0.18

0.36

1.77

130.0

39.0

107.5

5.0

27.0

34.0

15.0

20.0

25.5



表2上水,海水,海底土,土壌,海水魚,日常食,牛乳,精米,野菜

試 料 名 採 取 地 採 取 年 月 測 定 値 単 位

上水(じゃ□水) 宇 部 市 S.52. 6 5.21 pCi/1

ロ ロ ‖
12 2.26 ロ

海 水 阿知須 町
‖

8 16.85 ロ

海 底 土 ロ ll Il

15.84
pCl/g(乾

土壌(0～ 5) 萩 市 ‖

7 23.18 ロ

(5～20) ロ ll ll
21.60 ロ

海水魚

日常食

山口湾

山口市

S.53. 1 2.55 pci/g(生

S.52. 6 0.97
¶

ロ

牛乳(市販)

ロ ‖

12 0.98 ロ

ロ ‖
8 1.30 ロ

ロ Il

S.53. 2 1.35 ロ

精 米 ロ S.52.12 0.69 ロ

大 根 油 谷 町
S.53. 2 4.65 ロ

ロ
ホーレン草 ロ II II

2.13

表3 モニタリングポストおよび空間線量

モニタリングポスト (o p6) 空 間 線 量

上 値 下 イ直 平均値 ルR/hr

31

29

37

26

36

26

29

27

28

22.0

22.1

21.9

21.3

21.9

22.0

22.5

22.4

23.0

12.62

13.55

13.81

14.13

14.69

12.70

11.40

12.18

12.74



(74〕愛虜鼎こおける敏射紳

愛墟尊公客鼓糖センター

高原博明倉田車体
篠塵広充鷹山寮考

′緒言

招如2年丸く餐慮県公賓液糖ぜプアーボ行げ,た虜戯紬鮭調査の概軌

2.禰宜新富の鹿普

〔/J判定対象
垂闇繚邑た髭塵泉軽水(触､利水)､蔭エ∴考此∴海馬土勘

考産生物

(2〕判定方諸

科学脚絹｢全べ一夕敏射能測定諌｣(∫/卑改訂)､｢Ge〔L∴

忠泰左臥､た牌離斬.r∫/卑〕､｢トリチウムオ析轟｣〔∫2年〕､r

一口ンヰラム舟粁議｣〔ヰ?専政訂)lく基づ､､て行なフた｡

(封 ゴ御願結果

イ､垂簡線量

モニタリンダスラーシすンに磨けろ連銭都度で-ま/碕周年均碩"～篭

Ar･.年間早舟嘘2.0〟兄/んh〔宇宙線戒か才ほとんど含まず〕で痺≠

東棟蛸凌に晶､､虐ボ寛与れた.モニタリング新ントに右けるヨサ朋

でl才//～"雅記硝年度宴錆ヒ伺レベルブあろ.
ロ 大腰魔境
毛ニチリンゲステーシ才ソにおする塵親側定で､全アルファ放専絹Eボ`

FL;/働き･食べ一夕放射鮭ボ′7～ユβpCノ/仇J共に月間乎軸

ハイポリェー人工アサンプラーKよろ定患測定ゞ､食べ一夕鰯鯛邑㌔a±
い/州きゼあろ.

へ痘顔料の仝ペ′タ放射能
南東･与り〔大聖水盤)･才最/､ゼの他の顔料店長zIく表す.

ユ 頑虜許科の薇痩身相

伝e亡L;〕孝幸俸検出丑互月いた鹿蕗オ薪:泉ヨ～泉占に爺すヒ素l



改しセ‥､ず止も前屈までの畔克と旬Lベルオぁぅ.

わgrの故紙軸噺:養7Iく示すとぉり､全国的rれ巾レでれた｡

†リヰうム廊附:長官tて示すとおり.前年度類書ヒ伺レベルて†ぁった｡

且 結語

鰊奮素裸にば?月見㌦3月の中国核棄潜の影響ボ電めうれた｡空間礫葺の頼

ろ増加鹿骨店a/仇賃､韓南碕の増加繚章はβ.?勅賃であった.農水産食品〔
無青息皐紳､海藻)の凍頻々新鶴凍か与長和払即cg喜碑出し夜食品を､一

して摂取寸る存ビ､最も高くばろ場合の官定で全身顔ばく線量ぼ､鋸冒∫州
推定官庇布,

真一J姦朱･ちり〔《製氷喪)の食･バ､一夕放射命L

義之 由来■ちり即舟く穫f恵柵の阜バニダ健軒飽
書ティ缶 比丘数 酪科社

ヲ打"1永
井村上L

ヲ創 見 希 鼻.

N.♪ ■～1.¢

ク～ノゞ亡ポー 句.2 ■-1凸.1

N.D
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七.5
′)ウ.8
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ユ.1へノ 2.a

う.ア～在.∋

う.9 へ′占.ヱ

2.1′〉う.ん

1.9 一)2.1

1 1.互 ′-2.2



衣う触･ちり(末卦k儲)のr線ポク佃トリーlく相席確か粁

凍風雅恩 詳料牡
考可 息 泰吉 見

泉ヰ 徳井(別如､旛丸 線上∴海産土nr線ズ仰卜吋トリーけ摘施療か析

制 定 鮨 鼻

鼻∫･農作軌植物のr線ズ哨叶｡什り_
帰斬軌権衡吋

頒り 定 j結 果.
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(75〕高知県における放射能調査

高知県衛生研究所

上田雅彦 福井節子

l. 緒言

昭和52年4月から昭和53年3月まての期間に実施した放射能調査の概与

する｡

2. 調査の概要

2.1 調査対象

雨水,陸水,土壌,農畜産物,海産生物など131件の全β放射能測定と,モ

ングポスト,サーベイメ ータによる空間線量の測定を行っ た｡

2.2 ミ則定方i去

試料の前処理および測定は科学技術庁絹｢放射能測定法(19d3,t97d)

一■■

/ニ 0

3. 調査結果

太調査期間中における雨水中の放射能の月別推移を表l,陸水,各嘩食

放射能測定値を表2,モニタリングポストによる空間線量月間推移をヨ

サーベイメータによる空間場景測定値を表4に示した｡本調査期間中

年9月け目,次いで昭和53年3月I5日に中国の核実験が行なわれたが,

品等の放射能測定値およぴモニタリングポストによる空間線量月間1.二

に変重わは見

ら れなかっ

た｡ し か し

ながら 両実

験と も核実

験5日～d日

後に雨水放

∃寸能イ直には

著明な影響

が認め ら れ

表l 雨水の全β放射能

渦｣定数 最高値

pCi/1

最低イ直

pcl/1

平均値

pCl//1

降下号

245.8

209.0

4ごプア.!

103.1

228.占

437.6

78.4

l18.4

149.占

202.7

94.1

1d5.占

2022.I

300.9

46.4

58.3

45.5

d2.3

52.2

24d.3

109.9

tl.74

9.44

15.13

占.占占

5.14

24.05

4.d5



表2 陸水および各種食品等の全β放射能
~~~~岬~~■■､~T■■■-~~-'--~~~~■~n-~~｢【▼▼▼~■蘭

【
-~~~~T~~~~-~~'+■■■

;芸才蒜n-t■｢…盲言古一丁試 料 名

上 水(蛇 口 水)

牛 乳(原 乳)

〟 (市 乳)

米 (精

ほ うれん草(葉

大 根(根

丸(をつ

)

ヽl一′

ヽノ

ヽノ

米

部

部

とご

土 壌(0～ 5cm)

〟 (5～200m)

2

4

2

1

1

1

1

1

l

O pCl/1

0.0占pCl/g

O.I8 〟

最低値

O pCl/1

0 pCl/g

丁

表3 モニタリ ン グポスト によ る空間線量

表4 サーベイ メ
ータによる空間線量 空間線量率.

年 月 測定回数 最高値 最低値

4d.l～4d.3

4d.4へ一47.3

47.4～48.3

48.4～49.3

12

t2

12

12

5.d

7.4

d.1

d.t

5.2

5.3

4.9

4.4



(76)淘司農相Tる懲和樹互

嶺何番衝皆仁者ゼン了一

ゑ刹夜具

1.頴せ

昭和鬼早産(好如か卑斗増卿＼ら粋が卑き河手りr真髄し司碑碑粥

七黎著する｡

ユ･碑呵発乎碑脅

…碑互対象
泉工n寺碑新郎栽射解判定′′∫与椀骨材′雪噸卵紳､牛乳
小針J飼料打っ､､1Ⅵ乳乃骨材も朽ナ√フた｡
血判良市名
東酢凍瑚針路刺錮､罰俸断碑簡｢離村酵剰む=/打力,金一

封良法(/チア封｣,｢計卑スぺフトlしメープ仁Jる牛乳西郷憎ヨウ素巾j

/門4)｣,｢葡軒指ストロソテウ人相硝弦(l?仰｣,御ゼンウ射

｣レ:従って昭Ⅴりニ｡

3.ま嚇尭革

川和ト･弓りの郎御仁
周到准得け･康ヱド寺1よす咋･例年と伺-水葬モわき武･俸覇思〃･

ぶ回申御殿(疇勅封≠7射句影響ヒレ1･和サ/J･好几ビ

ル繊JⅥ適碑皐り為､噌包子レセq
帥.曙わ山草ユ頼嗣雪巨/

(′余財G･〟)巾鳥値瑚I如卜席臥す不倒で･あゴポ､碗如璃しく字

¶で肩衣し辛析ヒ芳えくゎた.

【ユI環嘲桝柑殖柵
搾本′涛ヰ.藷痘エ.土壌､凝議堰品kつ､1て巾魂悍轡しJ･泉3ヒ･

～ホち紳脾と伺一丁ト務千晶つ辛｡

(J}窒嘩縛都島び薄暑宰
ゼンデー屋上咄泉酎デブれ)で申そニア′けブ問ぃJる漣潮境
解純真(葡司布晶直線弟¶ヤーぺ1〆一ア到細身､J､鬼鼻ヰ′∫竹
丘.はL.-′.Jr≠ ィ軋♪.▲"⊥､_+丁⊥



斗∴酪藷

対照師中丸ユ郎中嚇夢瑠知和仲平軋雨水仁(3-{=泰郎′

よな瑠盈恕K･朋′坤亡ル′町Cル摘､鳩嘲免ユ柿崎､j～印そ

比後レセq 舶他¶壊街輸ヤ獅打電覇韓叫､瑞稽`扱くれす､倒キと軒
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(77〕鹿骨点に封ナ杏輌娃

店甘煮公者センター

鵬,好嘘産 堰弁天.ヰ

1凄絶

軸j三才雇tくおり細輯庁癖J示真寿摩与力離軒融
解孝嫁の凛呼皇叔者すき｡

ユの胡虐瀬耐′ヰ郎芽7Z回′Zヲ固守の腰細行った｡Jた.妻
軸ば∫ヱ耳′町村==り/アす才で金塊融点脾ノよぎ耳7月描かう

裾せ〆たぬ維皇帝史ほく併如&耳7才甘)｡

2調を頑呼

(′)身亨財棚定拗経
済細魚舶′鼻音と司郎ノ感官弼担確固東哲郎占礪水ノ卯ノ

′噺ノ康軒如瑚梯と才乱す¢ル∫え瑚旋Iた｡
(り 厚手力珊碗緋韓直

jZ層席ば要開脚(す一ぺり一夕)′7此家斉Z回ノ鋼帝僻の

王≦り}ブ離トHだ息′ぎ嘲(モブタノユプポりト)′
固′モ=タリンプオー∫ごJう宮帝卵年′ダブト孝叫酌姥虐ヰ/ズ桓

(廟よ′穎土′尉′詰土ノ妥春慶,盾埼′適者蜜何者)のぜや既射常J
府樹仕9壱桝に?､､7判定師ワた■
く31剃定凄おJ示都路

衷/lこ京すと即
りり 測定蕗果

イ 宮朝命草

モクタリンデポ文人の割安鳩ば羞ユりとおづ｡分者てユダーで胡削

が崩壊イー∫/考慮と聯て誘う｡泉純ナばけ何の乎何店f′j

々〟rの如lごあつノ挿頑′孝碑夜勤酎こ郎小たふ′∫/耳席と伺レ

｡モニタリユダポイ〉トの3ナ月郵虜剰締一柳で/～-7Z
の艇嘲ヂあさ｡す一べりづ碩悍櫨け′打者ヤユターでば7､3-β

′御でばよぎ～餌メ妨r.毛きチリユノカーの宮喝顔嘩孝司
い7も磨畢郁甜郎椚仰プた=＼頼も∫/月度ヒ伺レ小けあ吾

■′



ニ感触断嘲牌
如,表よ′麦占に虜死球晩釦癖糎瑚離探星示す.

/全鰐萄締■くっいてば′刹雇凌の現計く如い屈強戎と抒削肴ふ′ユニf･｡
lりる都度櫨皇教沌｡∫/考慮と伺レベ′レ才あフた｡
擁扮軒拍ノ感謝一骨郎㌍ふ′〝G′少㍍機雷弟7㌦る｡
如G仁つぃ7-ま′妻癖舶ラグキインコカ､主軸細ているホノ好摩度成凄

と恭ク京成ば榔郎七勧1机.オフ地纏メか～拍う〝G.押ふとロ
メニプけランドレベーレナ■ぁさと馳小ち｡

脚壬･ニフいてIま′′♂月郵解♂僻甘吻〔りtろ2しj郎♂､′′4瑚
雛∋弟了い笥｡伺〔月ド胸蜂劇一稗Lかうも即♂ヱ′巧せ均触∋□｡

才たノ癖宮中にて床机た層球ノクいノけ壬も仇♂∫ヱ/ク､♂4♂嘲豊
根れ7即′弟z相中卿者サたと鋼ヒ蓼われ5｡

水庫ズヱ固′虜スタ田中庭腰線
患?に戻すょうに鼻zヱ回申伝恢寮毅郎月Z三日′7ヨ困のそ小甘調/旨

詔窄ふ患わ肌′頚避亡ん′即し■んノのイ如櫛慶喜折ヒ解か者細身ヵ､

長くかたりでノ車名ノ僻耳こギ､高小判赫与机う｡

血=働=Jるヰ軋のメか∫にフい了,印ヒ5月と佃修好膚て暑けき抑嘩幽
屠仁一うひと官爵れう.島仙lてJ首席鹿抑ば〟ノJ♂軌く′び払一′誓ム′

紆品一打舶.伊Jメ凄恕王叫た.革者ナけ鱒G.劇血与カこ廊空車た｡
5 泰盛

卓絹顔の鵬イば′一年く詔線頑堵主審ヴたと煮え卓小う判定値示郎小

ノ解りて老練の飼養と嘲レベ肘でかた｡
ばおノ腰変身捌避の砂上彪堵訂5～とをメ慮す如才､榊璃碑細
腰柳酪隼りけ軸恒項咤絶すメ堵腫よ虚言｡
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7.錆書

脚虎碑風二襲鮭し†細部胤てつぃ磯下る｡

ヱ.詞名節東湖拷
〔け朝鮮象

糾′麺盈′触′上底′窮紬′顔勧′郡問拷封姉
切潮見青森′都度希
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0)到達鼻果
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(79)組喪療tこ如る放射個壷

摩周考課な尊衛士研究竹

山見放已北風正人大田

塙り趣､

1鵠竜

粛臥こひき鹿き,舶軸ヰ帥ら駒旨強ち珂まで仇軒嘲K凄施した二

水草七鮨寸わ｡

2､領査の腕客

(り諷射線

雨水,上ヰJ離膏軌土療専ノ沌8t18親和の銅独舶判定と

クぜス下草ドよる曽硯鮨孝の判餌行っ女｡
(コ)剰ぇ吉鬼ノ測線

親御欄啓及び瑚捷ほノ単軸折方淘｢瑚雅郵誠1=3｣精粗っ

測定放酌まメ甘木牽碑直増布兇TDC一T
Oコ侵ひ･アヮ硝モニタりユデ､フ

7叩乳Tc訂-131型シシ斗レーションサーN〆-プ主催申した｡

j･鯛壷噌､皮げ′考尊､
志=こ糾･机♂放射鮎耳紳郎ノ表2lこ沌確線呵の鋤放
タlレデ損トtこよる聖職蹄も泉うlこ市〔た｡
パ 重雄,ちり

如綿耳丸剤(の卑榔坤能斬新183､ヱい頑d/Kjで･ノ軸舟哺常ヒ.

椚巧ユjqlこ族敏し,き仁者ユ3印画纏如哺舶卑紳口硝郎
L孝和叫高､､施巨魁した｡

∇､凍境執科
目′如ノ易者存軌上座寄の坤rこ〃いてはノ前与離間C川-レ
ハ 空簡解

そニチリンデ離トけ′募り卵耐蝕如凍宰ヒ熟わ小ち‡川下転
施卜卑官拝み叫丘小っ良｡
ヰ.線路

こ岬朗爛ヰノ2酎輔浪廣師巧拙良が,粘らう互う射ら可.
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(80)沖縄酎こ釦ナ舌耽抑飼主

沖縄鼻分嘗衛生研鮒

蛸卓掴確乾式

榊如釦て姫細榔細し碓醒祉礪案硝番場糾為｡
銅郎浄産蛸畔蝉グロ入ぺノタ潔煉別号如､離船触っ日石づ

軋晋､摘射拍し軸瀧レ叫硝碑凋め匪p声､摘禍租雛

細叫碩榔繁雄叫諸艶じ小鮒ヰ岬絶縁性よる相性断
割芝れ乾｡

2.鶴屋新羅の概卑

棚噂経き､敵組叶叩食･右打渡首細･朋卿ア抄
夕轍鮒史､帥毛リリン即㍑トンンれ一ンりす一ペリノアき2よ
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〔参考〕調査研究実施機関一覧



放射能調査研究実施機関一覧

機 関 名 住 所

科学技術庁原子力安全局
放射能監理重

科学技術庁放射線医学総合研究所

防衛庁技術研究木部第1研究室

〝

防衛大学校物理学教室

農林水産省農林技術研究所

眉〝 畜産試験場

〝 家畜衛生試験場

北海道支場
〝

水産庁東海区
水産研究所

運輸省海上保安庁水路部

#

気象庁札幌管区気象台

〝 〝 観測部

〝 〝 海洋気象部

〝 〝

気象研究所

厚生省国立予防衛生研究所

〝 国立衛生試験所

〝

国立公衆衛生院

理化学研究所

日木原子力研究所東海研究所

〔笠井 篤J

日本原子力研究所東海研究所
(辻村重男)

海洋科学技術セン∵クー

(財J日本分析セン∵クー

(財J原子力安全研究協会

北海道立衛生研究所

青森公害調査事務所

秋田県衛生科学研究所

東京都千代田区霞ヶ関2-2-1

千葉県千葉市天川4-9-1

東京都目黒区中目黒2-2-1

神奈川県横須賀市走水1-10-20

東京都北区西ヶ原2-1-7

千葉県千葉市青葉町959

北海道札幌市豊平区羊ケ丘1

東京都中央区勝どき5-5-1

東京都中央区築地5-3-1

北海道札幌市中央区北2条西18

東京都千代田区大手町1-3-4

東京都千代田区大手町1-3-4

東京都杉並区高円寺北4-35-8

東京都品川区上大崎2-10-35

東京都世田谷区上用賀1-18-1

東京都港区白金台4-6-1

埼玉県和光市広沢2-1

茨城県郡 郡東海村

白方白根2-4

〝

神奈川県横須賀市夏島2-15

東京都板橋区舟渡1-10-22

東京都千代田区内幸町1-2-2

札幌市北区北19条西12丁目

青森市大字造道字沢田25-1

秋田市千秋明徳町1-40
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